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チャイ売りから首相へ

金京鎮

ヴァドナガルのチャイ売りの少年ナレンドラ・モディが、RSS組織者、グジャラート州首相、三期

目のインド首相へ進む軌跡をたどり、現代インド、韓印関係、台頭する大国のリスクを読む政治評

伝です。
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序文：インドを知ることの重み

目次を見る

次の章

キム・ギョンジン

14億人。世界で最も人口の多い国となったインドの人口です。2023年に中国を追い越したこの数

字は、しかし、インドを理解する出発点にはなり得ません。数字の背後に隠されているものが多す

ぎるからです。

インドには公用語が22あります。ヒンディー語と英語を公用語として使用していますが、南部のタ

ミル・ナードゥ州では、ヒンディー語の看板を掲げると抗議デモが起こります。宗教はヒンドゥー

教が80％を占めますが、イスラム教徒だけで2億人を超え、世界で3番目に多い数字です。カースト

制度は憲法上で廃止されましたが、結婚や就職、選挙において依然として見えない力として作用し

ています。一つの国というよりは、一つの大陸に近いです。デリーで通じる常識がムンバイでは通

じず、バンガロールのビジネス文化とコルカタのビジネス文化は全く異なります。

この巨大で複雑な国が今、急速に変化しています。GDP基準で世界4位に浮上し、主要国の中で最も

速い成長率を記録しています。UPIという統合決済システムは、2025年の1年間だけで取引件数

2,280億件を突破しました。全世界のリアルタイム・デジタル決済の半分をインドが処理している

ことになります。街の露天商がQRコードで決済を受け付ける国。道の向かい側では牛がゆったりと

道路を横切っています。この光景が同時に成立する場所がインドです。

ところが、この変化の中心に一人の人物が立っています。ナレンドラ・モディ（Narendra Modi）。

グジャラート州ヴァドナガル駅のホームでチャイを売っていた少年が、世界最大の民主主義国家の

首相となり、2024年に3選を果たしました。彼の物語を辿れば、現代インドの核心的な構造が浮か

び上がります。カースト、ヒンドゥー・ナショナリズム、経済自由化、デジタル革命、外交戦略。

一人の軌跡の中に、一国の変化が凝縮されています。

韓国におけるインドに関する話は、常に二つの叙事詩の間を行き来してきました。「14億人口の巨

大市場、ネクスト・チャイナ」という楽観論と、「停電、官僚主義、労使紛争の国」という悲観論。

どちらも間違いではありません。しかし、どちらもインドの一側面しか見ていないという点で危険

です。インドでは、AとBが同時に真である場合がほとんどです。経済が成長しながら不平等も拡大

し、デジタル革新が進みながら識字率は依然として低く、民主主義が機能しながら権威主義的な傾

向も強まっています。この矛盾を矛盾として受け入れず、それ自体がインドであるという事実を認

めることから理解が始まります。

本書はモディを英雄として描いてはいません。悪人としても描いていません。グジャラート暴動の

影とグジャラート・モデルの成果を同等の比重で扱い、デジタル革命の成就と民主主義の後退への

懸念を併せて記述しています。バランスの取れた視点こそが、複雑な国を理解するために不可欠な

姿勢だからです。
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2025年時点で韓印両国の貿易規模は269億ドルに達しています。両国政府は2030年までにこれを

500億ドルまで引き上げるという目標を立てました。サムスン電子がノイダで世界最大のスマート

フォン工場を運営しており、現代自動車がインド株式市場で過去最大規模のIPOを記録しました。

550余りの韓国企業がインドで事業を展開しています。インドは今後20～30年間、韓国にとって最

も重要な経済パートナーの一つになるでしょう。ただし、条件があります。韓国がインドを正しく

理解しなければならないということです。

本書がその理解の出発点になることを願っています。インドをもう少し身近に、もう少し正確に、

そしてもう少し謙虚に見つめることができるようになることを期待しています。

2025年、ソウルにて

目次を見る

次の章
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第1章 バドナガルの少年（1950‒1970）

前の章

目次を見る

次の章

1.1 プラットフォームの少年

グジャラート州バドナガル（Vadnagar）駅。午前5時に目を覚ました少年が、アルミ鍋に火をかけ

ます。チャイの葉を入れ、牛乳を注ぎ、砂糖を溶かします。列車が到着すれば、停車時間はわずか2、

3分です。その間にできるだけ多く売らなければなりません。一杯10パイサ。調子が良ければ一日

に2ルピー。少年の名はナレンドラ・ダモダルダス・モディ（Narendra Damodardas Modi）。後

に14億の民を率いる指導者となる人物の一日は、こうして始まりました。

1950年 9月17日。インドが共和国憲法を施行してからわずか8ヶ月、分離独立の傷跡がまだ癒えな

い時期に、少年は生まれました。バドナガルは2000年以上の歴史を誇る古都でした。かつては仏教

研究の中心地として栄え、7世紀には中国の僧侶・玄奘（げんじょう）がここを訪れ、「阿難陀補羅

（Anandapura）」という名で記録を残した場所でもあります。いたるところにヒンドゥー寺院があ

りましたが、20世紀半ばのこの町に残されていたのは、かつての栄光の残骸だけでした。狭い路地

に古い建物がひしめき合い、住民のほとんどは一日一日をかろうじて生き抜く人々でした。

モディが生まれた家は、長さ約40フィート、幅約12フィート、日本式に換算すると約4坪（約13平

方メートル）ほどの土壁のワンルームでした。窓がなく昼間でも暗く、電気も水道も通っていませ

んでした。母親が料理をすれば煙が部屋いっぱいに充満し、雨季には屋根から雨漏りして床がぬか

るみました。この狭い空間で、両親と6人兄弟が互いの体温を頼りに眠りにつきました。貧困はこの

家庭のBGM（背景音楽）ではなく、そのすべてでした。

インドにおいて貧困は珍しいことではありません。数億人が似たような環境で生まれ、似たような

困難の中で育ちます。では、なぜこの少年だけが違ったのでしょうか。何が彼を駅のプラットフォー

ムから、ニューデリーの首相官邸まで押し上げたのでしょうか。

その答えの第一の手がかりは、カーストにあります。モディの家系は「モド・ガンチ（

Modh-Ghanchi）」というカーストに属していました。伝統的に植物油を搾って売る職業カーストで

あり、インド政府の分類では「その他の後進諸階級（OBC, Other Backward Class）」に当たりま

す。不可触民（ダリット）ではありませんでしたが、上層カーストが支配する政治・行政・教育の

世界では、事実上、目に見えない存在でした。

日本や韓国の読者にこの意味を説明するなら、こうなります。かつての韓国には「ドブ川から龍が

出る（苦労人が大成する）」という言葉がありました。田舎の貧しい家の子供でも、勉強ができれ

ば名門大学に行き、判事や検事になれるという信念でした。インドのOBC出身者が首相になったこ

とも、似たような物語に見えるかもしれません。しかし、決定的な違いがあります。韓国の「ドブ

川」は努力で突き破れる壁でしたが、インドのカーストは生まれた瞬間に体に刻まれる烙印に近い

ものでした。上層カースト出身のネルー（Nehru）やガンジー（Gandhi）家が、独立後数十年にわ
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たりインド政治を支配してきました。その強固な壁を突き破って這い上がってきたという事実こそ

が、後にモディが大衆演説で「私は皆さんと同じ場所から来ました」と語るとき、数億人が心から

共感できた理由なのです。

父ダモダルダス・ムルチャンド・モディ（Damodardas Mulchand Modi, 1915?‒1989）は、もと

もと油を搾る家業を継いでいましたが、それだけでは6人の子供を養うことはできませんでした。そ

こでバドナガル駅のプラットフォームの片隅に、木の板とトタン屋根で急ごしらえの露店を開き、

チャイを売り始めました。1887年に開通したメサナ―バドナガル鉄道は、一日に数本の列車しか停

まらない田舎の路線でしたが、その数分間に押し寄せる乗客たちが唯一の収入源でした。

幼いナレンドラは6歳頃から父親を手伝いました。午前4時に起きてチャイを淹れ、熱いポットを持っ

て客車の窓へと駆け寄り、「チャイ！ ガラム・チャイ！（温かいお茶！）」と叫びました。列車が

停車する2、3分は、戦争のような時間でした。硬貨を受け取り、茶碗を渡し、お釣りを持たせ、次

の窓へと走る。それを列車が去るまで繰り返さなければなりませんでした。学校が終わると再び駅

へ向かい、後には兄と共にバスセンターの近くで別の露店を営むこともありました。

権力の行方を追うという観点において、この駅は単なる労働の現場ではありませんでした。列車は

インドのあらゆる階層が混ざり合う溶鉱炉です。少年モディはチャイのトレイを持って、数多くの

見知らぬ人々と出会いました。汗の臭いのする農民、ムンバイへ家畜を運ぶ商人、糊のきいたスー

ツを着た官僚、軍服姿の兵士。彼は、彼らが交わす会話の中から、世の中がどのように回っている

のかを本能的に体得しました。グジャラート語が母国語だった少年は、ウッタル・プラデーシュ州

やビハール州から来た商人たちに茶を売りながら、自然にヒンディー語を覚えました。この「プラッ

トフォームでの言語学習」がなければ、後に彼がヒンディー語でインド全土を魅了する演説を行う

ことができたでしょうか。

1965年に印パ戦争が勃発したとき、15歳の少年は前線へ向かう兵士たちに無料でチャイを振る舞

いました。9歳のときはタピ（Tapi）川の洪水で被災者が出ると、友人たちと食べ物の屋台を開き、

収益金を寄付しました。これらの逸話を額面通りに受け取るべきかどうかについては議論がありま

す。モディの「チャイワーラー（Chaiwala、茶を売る人）」という物語が政治的に浮上したのは、

2014年の総選挙を控えてのことだったからです。国民会議派（Congress）のマニ・シャンカル・

アイヤール（Mani Shankar Aiyar）が「彼はチャイでも売っていればいい」と嘲笑すると、BJP（イ

ンド人民党）の選挙キャンプはこれを逆手に取り、「チャイ・ペ・チャルチャ（Chai Pe Charcha、

お茶を飲みながらの対話）」というキャンペーンに転換させました。庶民出身という物語が、政治

的武器として再加工されたのです。チャイワーラーの物語が事実か誇張かを断定するよりも、その

物語がインド政治においてどのように機能しているかという点に注目する必要があります。

母ヒーラベン・モディ（Hiraben Modi, 1923‒2022）は、文字は読めませんでしたが強い人でし

た。他人の家の洗濯や皿洗いを手伝って家計を助け、それでいて近所の飢えた人々に食べ物を分け

与えました。モディは後のインタビューで母親の荒れた手を思い出し、涙を流すことがよくありま

した。2022年12月30日、ヒーラベンが100歳近い高齢で世を去ったとき、すでに首相3期目を見

据えていた息子は、母親の足に額を当てて最後の挨拶をしました。その姿はインド全土に生中継さ

れました。駅の少年目線で言えば、この母親は貧困という暗闇の中で唯一消えることのない灯火で

した。
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学校でのモディは、成績が際立つ生徒ではありませんでした。しかし、二つの点で人並み外れてい

ました。雄弁と演劇です。彼は舞台の上で、王や戦士のような英雄的なキャラクターを演じること

にこだわり、主演でなければ参加しないと言い張ったそうです。現実には駅で茶碗を洗う少年でし

たが、舞台の上では帝国に号令をかける指導者でした。放課後は町の図書館へと向かいました。そ

こで彼が最も長く手に取っていた本は、スワーミー・ヴィヴェーカーナンダ（Swami Vivekananda）

の伝記でした。「立ち上がれ、目覚めよ、目標を達成するまで止まるな」。この一節は、土間の上

で灯油ランプの光を頼りに本を読んでいた少年の胸の中に、一つのコマンド（命令語）のように刻

まれました。（ヴィヴェーカーナンダがモディの世界観に与えた影響については、1.4節で詳しく扱

います。）

貧困の中でも、モディは自尊心を保つ独特の方法を持っていました。アイロンがなかったため、真

鍮のカップに炭を入れて制服にアイロンをかけ、友人が捨てていったチョークの破片を集めてキャ

ンバスシューズを白く塗りました。こうした細かな行動は些細なことに見えますが、貧困に順応し

ないという意志の表れでした。同時にそれは、後に彼があらゆる公式の場で、完璧にアイロンのか

かった服と整えられた髭で現れる「イメージ政治」の原型でもあります。

そして8歳、運命の扉が開きました。少年は町の「民族義勇団（RSS, Rashtriya Swayamsevak

Sangh）」支部の集まりに足を踏み入れました。RSSは、簡単に言えばヒンドゥー教版の親睦団体の

ような組織です。ただし、会員が数百万人におよび、毎朝体操を行い、インドはヒンドゥー教国家

であるべきだという確固たる信念を持つ団体です。カーキ色の半ズボンを履き、竹の棒を振り回し

ながらスローガンを叫ぶ少年たちの中で、ナレンドラは初めて「組織」というものを経験しました。

カーストに関係なく誰もが対等な同志であるというRSSの原則は、下層カースト出身の少年が社会

的差別なく能力を認められる最初の空間でした。そこで彼は、生涯のメンターであるラクシュマン

ラオ・イナムダール（Lakshmanrao Inamdar）に出会います。（イナムダールとの関係は1.3節で

詳述します。）

駅のチャイの煙と、RSS支部の体操の号令。この二つが少年モディの世界を形作りました。一方は

生存を教え、もう一方は信念を植え付けました。貧困は彼にとって苦痛でしたが、同時に大衆の言

葉を体得する学校でもありました。

1.2 去りゆく新郎

1968年のある日、バドナガルのある家で簡素な結婚式が執り行われました。新郎は18歳のナレン

ドラ・モディ、新婦は17歳のジャショダベン・チマンラル・モディ（Jashodaben Chimanlal Modi）

。ガンチ・カーストの慣習に従い、二人は幼い頃に親同士が婚約を交わしていた仲でした。結婚式

は短く、華やかでもなく、何より新郎の心はそこにありませんでした。この結婚式は、ある青年の

人生における最も重要な「拒絶」の出発点となります。

なぜモディは結婚を拒んだのでしょうか。表面的には、RSSの専従活動家（Pracharak、プラチャラ

ク）になるための条件のためでした。プラチャラクは独身を維持しなければならず、家庭に対する

一切の世俗的な絆を断つ必要がありました。しかし、18歳の少年が組織の規律だけで妻を捨てて家

を出ることができたでしょうか。この決断の裏には、もっと深い何かがあったはずです。駅で茶碗

を洗いながら過ごした幼少期、カーストの壁の向こう側を渇望した読書の時間、ヴィヴェーカーナ

ンダが植え付けた「目標を達成するまで止まるな」という命令。結婚という私的な絆は、それらす
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べてへ向かう跳躍において、錨の鎖のように感じられたのでしょう。

ジャショダベンは慣習に従って婚家に留まりましたが、モディは彼女との夫婦としての生活を始め

ませんでした。結婚は成立しませんでした。ジャショダベンは後のインタビューでこう回想してい

ます。「彼は私に言いました。『私は望む場所を放浪するつもりだ。あなたが私についてくること

はできないだろう』。私が婚家に行くたびに、彼は家にいませんでした」。約3年間にわたり彼女が

夫と共に過ごした時間は、合計でわずか3ヶ月余りでした。その後、彼女は自ら学業を続け、1972

年に中等教育資格を取得した後、教師になりました。グジャラート州バナースカーンター（

Banaskantha）地区の田舎の学校で89人の子供たちを教えながら、静かに人生を送りました。

2014年に夫が首相になった後も、彼女の生活は変わりませんでした。警護員なしでオートリクシャー

に乗り、選挙のときは列に並んで投票しました。2025年現在、彼女はグジャラート州ウンジャ（

Unjha）で兄と一緒に暮らしています。月々の年金は1万4000ルピー、日本円で約2万5000円です。

この結婚物語において、私たちは光と影の両方を見る必要があります。モディの支持者たちはこれ

を「偉大なる放棄」と解釈します。個人の幸福を捨てて国家に献身した修行者の決断という物語で

す。モディ自身も「私には家族がいない。14億のインド国民が私の家族だ」と何度も語ってきまし

た。一方、批判者たちは全く別の見方をします。17歳の少女が何ら合意もなく捨てられ、夫は数十

年にわたりその結婚の存在さえ否定してきたという事実は、「献身」という包装の下に隠された別

の形の暴力だというのです。モディが結婚の事実を公式に認めたのは、2014年の総選挙の候補者登

録書類を提出した際のことでした。46年間の沈黙でした。

判断は読者に委ねます。ただ、確認できる事実は、この結婚の存在を隠していなければモディは

RSSのプラチャラクにはなれず、プラチャラクになれなければBJPに配属されることもなく、BJPに

いなければグジャラート州首相も、インド首相も存在しなかったであろうという点です。権力の軌

跡を追えば、この「秘密の結婚」はモディの政治キャリアにおける構造的な前提条件でした。

結婚式の直後、モディは家を出ました。1967年という説もあれば、1968年という説もあります。

正確な時期は本人ですら明らかにしていません。確かなのは、彼が小さなカバン一つに着替え数着

と本一冊だけを詰め込み、バドナガルを去ったという事実です。そして約2年間、インド北部と北東

部を横断する放浪の旅に出ました。

この2年間は、モディの人生で最も神秘的な時期です。「失われた年月（The Lost Years）」と呼

ばれるこの期間について確認できる記録はほとんどありません。あるのはモディ本人の回想と、数

人の伝記作家による間接的な証言だけです。そのため、この時期についての記述は、不可避的に「

モディの言葉」に依存せざるを得ないという限界をまず明らかにしておきます。

彼が最初に向かったのは、コルカタ（Kolkata）近郊のベルール・マト（Belur Math）でした。ヴィ

ヴェーカーナンダが設立したラーマクリシュナ・ミッション（Ramakrishna Mission）の本山です。

モディはここで僧侶になろうとしました。しかし、当時のスワーミー・マーダヴァーナンダジー・

マハラジ（Swami Madhabanandaji Maharaj）は、彼を受け入れませんでした。大学教育を終えて

いないことが理由でした。

拒絶された青年はコルカタを去り、西ベンガルを通過して、アッサム（Assam）のグワーハーティー

（Guwahati）やシリグリ（Siliguri）まで、北東インドを放浪しました。その後、再び方向を変え、
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ヒマラヤ山麓のアルモラ（Almora）にあるアドヴァイタ・アシュラム（Advaita Ashrama）を訪ね

ました。やはり同じ理由で拒絶されました。グジャラートのラージコート（Rajkot）にあるラーマ

クリシュナ・ミッションの支部でも同様でした。

三度の拒絶。この連続した拒絶が、モディの人生の航路を決定づけました。もしベルール・マトが

彼を受け入れていたら、今日のモディはガンジス川のほとりで祈りを捧げる無名の僧侶だったでしょ

う。拒絶は時として、運命が方向を変える手段となります。韓国や日本の政治史にも似たような場

面があります。もし指導者がかつての夢に安住していたら、歴史は変わっていたでしょう。ある指

導者の軌跡において「挫折した夢」は、別の方向への巨大な跳躍を準備するバネとなります。

僧侶になれなかった青年は、ヒマラヤのさらに奥深くへと入っていきました。リシュケーシュ（

Rishikesh）、ケダルナート（Kedarnath）などヒンドゥー教の聖地を巡礼し、サドゥ（Sadhu、苦

行者）たちと共に生活しました。氷点下の寒さの中で薄い服一枚で耐え、洞窟で瞑想をし、托鉢で

食事を済ませました。彼が後に回想したところによれば、「夜明けに起きて冷たい川の水で身を清

め、日が昇るまで瞑想した。一箇所に長く留まらず、絶えず移動した。山と雪と高い峰々の世界が

私を形成した」と言います。

この放浪がモディをどのように変化させたのかを直接確認することはできません。しかし、結果か

ら推測できることがあります。第一に、彼はこの時期にインドの広大さと、無残な貧困を同時に目

撃しました。コルカタのスラム街で、病気の子供を抱いて物乞いをする母親を見たという逸話が伝

わっています。山の中の瞑想だけでは世界を変えられないという悟りが、そのとき訪れました。第

二に、極限の苦行は彼の身体と精神を鍛え上げました。一日4、5時間しか眠らない習慣、早朝のヨ

ガと瞑想、物質に対する極度の節制は、この時期に固まったものと見られます。第三に、ラージコー

トで出会ったスワーミー・アートマスターナンダ（Swami Atmasthananda）がかけた一言が、方

向を変えさせました。「あなたの道は寺院の中にではなく、社会の中にある」。寺院が少年を拒ん

だため、少年は世界全体を寺院にすることに決めたのです。

1969年末か1970年初め、モディはグジャラートに戻りました。故郷のバドナガルに少し立ち寄り

ましたが、留まりませんでした。彼が向かったのは、グジャラートの中心都市アーメダバード（

Ahmedabad）でした。そこで叔父が経営するグジャラート州道路交通公社（GSRTC）の社員食堂

で働きながら、生計を立てました。そしてRSSの本部であるヘッジワー・バヴァン（Hedgewar

Bhavan）の門を再び叩きました。

ヒマラヤの寒さが彼の体を鍛え、三度の拒絶が彼の方向を転換させ、ヴィヴェーカーナンダの教え

が彼の使命を規定しました。結婚という私的な絆を断った場所に、組織という公的な献身が居座り

ました。少年はプラットフォームを離れ、青年はヒマラヤを越えました。今度は組織の設計者にな

る番でした。

そしてウンジャの小さな町で一人老いていくジャショダベンは、この物語において最も静かで、最

も重い影として残っています。

1.3 カーキ色の半ズボンを履いた子供たち

1958年、グジャラート州バドナガルの埃舞う空き地。日暮れ時になると、カーキ色の半ズボンを履

いた少年たちが一人、また一人と集まってきました。隊列を組んで立ち、号令に合わせて動き、サ
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フラン色の旗の下で祈祷文を暗唱しました。8歳のナレンドラ・モディがその隊列の端に加わったと

き、それが自分の人生すべてを決定づける瞬間になるとは、思ってもみませんでした。

モディが足を踏み入れたのは、「民族義勇団（Rashtriya Swayamsevak Sangh、以下RSS）」の地

域支部の集いである「シャーカー（Shakha）」でした。RSSを日本の読者に一言で説明するのは容

易ではありません。あえて例えるなら、ヒンドゥー教版の巨大な親睦団体であり、ボーイスカウト

と予備役訓練が結合したような形態の組織です。ただし、会員が数百万人におよび、毎朝全国各地

で集まって体操を行い、インドという国家がヒンドゥー教のアイデンティティを中心に一つになら

なければならないという確固たる信念を持つ組織です。

RSSのルーツを少し辿ってみる必要があります。1925年、ナーグプル（Nagpur）でケーシャヴ・

バリラーム・ヘッジワー（Keshav Baliram Hedgewar）によって創設されました。医師出身だった

ヘッジワーは、ヒンドゥー社会がカーストで分裂し、外勢に踏みにじられる現実に憤慨しました。

彼が立てた組織の核心原則は三つでした。第一に、ヒンドゥー社会の統合。第二に、規律の取れた

草の根組織。第三に、個人ではなく組織中心の運営。指導者一人が倒れても、組織は回り続ける構

造を作ったのです。この原則は100年が経った今でも変わっていません。2025年現在、RSSは約

600万人の活動会員を擁する世界最大のボランティア組織で、インド全土5万7000余りのシャーカー

で毎朝集会を行っています。

バドナガルでは1944年からRSSの活動が始まっていましたが、1948年のマハトマ・ガンジー暗殺

事件後、政府の禁止措置により大きな打撃を受けました。ガンジーを暗殺したナトゥラム・ゴドセ

（Nathuram Godse）が、かつてのRSS会員だったからです。RSSは公式に暗殺との関連性を否定し、

その後の調査でも組織ぐるみの関与は立証されませんでした。禁止は1949年に解除されましたが、

組織は徐々に再建されつつありました。少年モディがシャーカーに合流したのは、まさにこの再建

期でした。

兄のソムバイ（Sombhai）は後にこう回想しています。「ナレンドラは常に、何か違うことをした

がっていました。家や学校での日常以上の何かを。RSSのシャーカーがまさにそれを提供してくれ

たのです」

幼いモディにとって、シャーカーは遊び場以上のものでした。日本の子供が空手道場に通い始める

のと似たような経験だったでしょう。ただし、この道場では体だけでなく精神も鍛えました。毎日

夕方の一時間行われるプログラムは、厳格な順序に従っていました。「スーリヤ・ナマスカール（

Surya Namaskar、太陽礼拝ヨガ）」で体をほぐし、「ラーティー（Lathi）」と呼ばれる竹の棒術

を磨き、カバディやココ（Kho-Kho）といったチームスポーツで体力を養いました。汗が引くと一

列に並んでサフラン色の旗（Bhagwa Dhwaj）を掲揚し、「ナマステ・サダ・ヴァツァレー・マー

トリブーメ（Namaste Sada Vatsale Matrubhume、永遠に愛する祖国よ、あなたに敬礼します）」

という祈祷文を唱和しました。

この祈祷文は、幼いモディの口から毎日漏れ出し、彼の言語と思考体系を形作っていきました。学

校の教科書が教えてくれないことがここにありました。「偉大なヒンドゥー文明」の物語、外勢に

踏みにじられた祖国の痛み、そしてそれを取り戻さなければならないという使命感。貧しい茶屋の

息子という現実は、シャーカーの中では消し去られました。そこでは誰が上位カーストか、誰の家

が金持ちかは重要ではありませんでした。ただ組織への忠誠心と規律だけが評価の基準でした。こ
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れが、下層カースト（OBC）出身の少年に初めて自尊心を植え付けた解放区となった理由です。

運命の師、ワキール・サヘブ

モディの人生には、決定的な瞬間のたびに一人の人物が登場します。ラクシュマンラオ・イナムダー

ル（Lakshmanrao Inamdar）。弁護士資格があるため「ワキール・サヘブ（Vakil Saheb、弁護士

先生）」という尊称で呼ばれたこの人物は、グジャラート地域のRSSの「プラーント・プラチャラ

ク（Prant Pracharak）」、すなわち地域専従活動家を統括する大物幹部でした。

イナムダールは1920年にカルナータカ州で生まれました。法学を学びましたが、弁護士開業の代わ

りにRSSに一生を捧げることを決意した人物でした。彼はグジャラートを巡回してRSS組織を拡張す

る任務を負っていましたが、バドナガルを訪れた際、ひときわ眼光の鋭い一人の少年を見つけまし

た。他の子供たちが訓練が終わると家に帰る中、この少年は残って訓練場の床を掃き、旗を片付け

ました。イナムダールはこの少年を「バール・スワヤムセーヴァク（Bal Swayamsevak、少年団員）

」として正式に入団させ、以後、生涯のメンターとなりました。

イナムダールとモディの関係を理解するには、RSS独特のメンターシステムを知る必要があります。

RSSでは、才能のある若者を見つけると「マーナス・プトラ（Manas Putra）」、すなわち「精神的

息子」として迎え入れ、集中的に育成します。イナムダールにとってモディは、まさにそのような

存在でした。モディの実父ダモダルダスが駅で生計を立てる現実の父親だったとすれば、イナムダー

ルは国家観や歴史観、そして人生の態度を教えた「理念の父」でした。

イナムダールは絶えず問いを投げかけました。「なぜインドは貧しいのか？」「ヒンドゥーの栄光

を取り戻すには何が必要か？」。彼は本を薦め、討論を促し、思考の地平を広げさせました. 何より、

「人の心を得る方法」を教えました。組織員の名前を覚え、彼らの言葉に耳を傾け、感情的な絆を

形成する技術。後にモディが見せた卓越した大衆掌握力と選挙戦略の原型は、この時期に作られま

した。

モディは後に師を偲び、『ジョーティプンジ（Jyotipunj、光の群れ）』という本を書きました。そ

の中で彼はイナムダールを「私の人生の軌跡を形作った彫刻家」と表現しました。イナムダールと

の出会いがなければ、駅でチャイを売っていた少年は、駅でチャイを売る大人になっていた可能性

が高いでしょう。

奉仕と献身：組織の部品となる

小学校高学年から中学生へと成長するにつれ、モディのRSS活動はますます深まっていきました。

彼は少年団員のリーダー格である「ムキヤ・シクシャク（Mukhya Shikshak、首席教官）」の役割

を担うようになりました。数十人の同年代や後輩たちを統率し、出席を管理し、訓練プログラムを

企画する責任を負う立場でした。13、14歳の少年が組織を管理する方法を学んでいたわけです。

駅でお茶を売る過酷な日常の中でも、モディはシャーカーの活動を一度も欠かしませんでした。学

校が終わると駅へ走って父親を手伝い、シャーカーの時間になるとカーキ色の半ズボンに履き替え

て訓練場へと走りました。夜は再びイナムダールや先輩活動家たちの使い走りをし、遅い時間まで

組織の雰囲気に慣れ親しみました。RSSが強調する「セーワー（Seva、奉仕）」の精神が、少年の

骨の髄まで染み込んでいました。
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家族の代わりに組織を選ぶ

10代後半、RSSはモディにとって趣味の活動ではなく「業（なりわい）」となりつつありました。

メンターのイナムダールは「個人の小さな家族を捨て、社会という大きな家族のために生きよ」と

鼓舞しました。モディが18歳で早婚を拒んで家を出てヒマラヤへ向かったこと（1.2節参照）、そ

して2年の放浪を終えて1970年頃に戻ってきたとき、彼が辿り着いた場所は両親の家ではなく、アー

メダバード（Ahmedabad）のRSS本部である「ヘッジワー・バヴァン（Hedgewar Bhavan）」で

した。

ヘッジワー・バヴァンでの生活は、華やかさとは程遠いものでした。午前5時に起床して先輩活動家

たちのために茶を淹れ、広い事務室や部屋を一人で掃除し、メンターのイナムダールの服を手洗い

するのが日課でした。12人から15人の活動家が寝起きする空間で、あらゆる雑用を引き受けました

が、不平を言うことはありませんでした。これは自分を低くし、組織に献身する「セーワー」の実

践でした。

1971年、バングラデシュ解放戦争への参戦を促すジャナ・サング（Jana Sangh）のデモに参加し

たのが、モディの最初の公式な政治活動として記録されています。同じ年、彼はRSSの専従活動家

である「プラチャラク（Pracharak）」になることを誓いました。プラチャラクは結婚と家庭を放棄

し、もっぱら組織と国家のために生きるという誓いです。日本の感覚で言えば修行僧の出家のよう

なものです。ただし、山の中ではなく世俗のど真ん中で禁欲的に闘う点が異なります。

8歳のときに初めて足を踏み入れたシャーカーの土の上から、20歳の青年が誓ったプラチャラクの

道まで。RSSはナレンドラ・モディという人物を鍛え上げた溶鉱炉でした。彼はそこでヒンドゥー

ナショナリズムという思想的土台を固めただけでなく、規律と禁欲、組織への忠誠、そして人を動

かす方法を学びました。貧しい茶屋の少年は、鋼のような規律と組織力を備えたヒンドゥーナショ

ナリズムの戦士へと生まれ変わりつつありました。

1.4 神々の言語で世界を読む

2019年5月、インド総選挙が終わった直後。ヒマラヤの海抜3583メートル、ケダルナート（

Kedarnath）寺院近くの真っ暗な洞窟の中に、一人の男が入っていきました。サフラン色のショー

ルを羽織り、裸足でした。インドの首相ナレンドラ・モディ。彼はこの洞窟で一晩中、一人で瞑想

をしました。カメラが彼の瞑想シーンを捉え、写真は瞬く間にインド全土に広まりました。日本の

読者には政治的なパフォーマンスに見えるかもしれません。しかし、インド人にとってその写真は

「国家のために自分を空じた修行者」のイメージを焼き付けた決定的な瞬間でした。モディのこの

シーンを理解するには、バドナガル時代に遡らなければなりません。

寺院の鐘の音で始まる一日

ナレンドラ・モディが生まれ育ったバドナガルは、古代からシヴァ（Shiva）神を祀る「ハトケシュ

ワル・マハデヴ（Hatkeshwar Mahadev）」寺院が町の中心でした。朝になると寺院の鐘の音とマ

ントラ（Mantra、真言）を唱える声が、目覚まし時計のように町を呼び起こしました。幼いモディ

にとって、この音は空気のように自然なものでした。
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モディの家は貧しかったですが、信仰心だけは深かったです。母ヒーラベンは文字は読めませんで

したが、祈りで一日を始め、祈りで一日を終える人でした。父ダモダルダスも毎日夕方、家族に宗

教書を読んで聞かせました。電気が通っていない暗い部屋、かすかな灯火の下で母親が口伝で聞か

せてくれるインド大叙事詩『ラーマーヤナ（Ramayana）』と『マハーバーラタ（Mahabharata）』

の物語。神々と英雄たちの戦争、義務と犠牲、善と悪の対決。これらの物語は少年の想像力を刺激

し、道徳的な羅針盤となりました。

モディは毎朝、学校へ行く前に家近くの寺院を訪れて祈りを捧げ、境内を掃除して一日を始めまし

た。寺院の壮大な彫刻像、香の匂い、巡礼客の行列は、幼い彼に神聖なものへの畏敬の念を植え付

けました。シヴァ神の破壊と創造の力、そして禁欲的な修行者の姿に魅了された少年。後にモディ

が見せる強い決断力と、時には冷酷なほどに冷ややかな平静さは、シヴァ神を崇拝するグジャラー

トの情緒と深く結びついています。

子供の頃に寺院や神社に通った経験が、大人になってからも人生の態度を左右するように、バドナ

ガルの宗教的環境はモディの骨格を形成しました。ただし違いがあるとすれば、日本や韓国におい

て宗教はたいてい個人の領域に留まるのに対し、インドにおいてヒンドゥー教は飯を食べ息をする

のと同じ生活そのもの、すなわち「ダルマ（Dharma、法/義務）」であるという点です。

スワーミー・ヴィヴェーカーナンダ：魂の師

現世利益的な信仰を超えて、モディの宗教観を哲学的次元へと引き上げた人物がいます。19世紀イ

ンドの精神的巨人、スワーミー・ヴィヴェーカーナンダ（Swami Vivekananda, 1863‒1902）で

す。

ヴィヴェーカーナンダはコルカタの富裕な法律家の家に生まれましたが、師ラーマクリシュナ（

Ramakrishna）の教えを受けて出家し、修行者の道を歩みました。1893年にシカゴで開かれた万国

宗教会議で「アメリカの兄弟姉妹の皆さん」という有名な演説を行い、西欧世界にヒンドゥー哲学

を広めた人物です。当時30歳の無名の僧侶が7000人余りの聴衆の前でスタンディングオベーショ

ンを受けたこの事件は、植民地支配の下で抑圧されていたインド人たちの自尊心を蘇らせた転換点

でした。彼が伝えた核心的なメッセージはこれでした。インドは西欧に物乞いをする国ではなく、

数千年の知恵を抱いた文明である。眠れる巨人である。今こそ起き上がる時だ。

「立ち上がれ、目覚めよ、目標を達成するまで止まるな」

思春期のモディは、バドナガルの図書館でヴィヴェーカーナンダの全集を貪り読み、大きな衝撃を

受けました。この一文はモディの座右の銘となりました。ヴィヴェーカーナンダの写真を常に胸に

抱いて歩いたという話は有名です。2025年にもモディはインタビューで「私はどこへ行くときも、

数千年のヴェーダ traditions とスワーミー・ヴィヴェーカーナンダの時代を超越した教えを携えて

いく」と語りました。

ヴィヴェーカーナンダがモディに送った最も強力なメッセージは「実践的ヴェーダーンタ（

Practical Vedanta）」でした。「貧しい者に仕えることこそが神に仕えること（Daridra Narayan

Seva）」という思想。森の中に隠れて一人で解脱を求めるのではなく、社会の中で奉仕することこ

そが真の修行であるという教え。これが後にモディが政治を宗教的修行と同一視する理論的土台と

なります。彼にとって「開発（Vikas）」は経済政策ではなく「ダルマ」の実現でした。
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ヴィヴェーカーナンダの影響は、モディのヒマラヤ放浪（1.2節参照）へと直接つながりました。ヴィ

ヴェーカーナンダが設立したラーマクリシュナ・ミッションで三度拒絶された後も、モディはこの

師の教えを捨てませんでした。むしろ寺院の外でヴィヴェーカーナンダの教えを実践する道を選ん

だのです。

禁欲と断食：体で実践する信仰

モディの信心深さは観念に留まりません。それは徹底した肉体的規律として現れます。子供の頃か

ら厳格な菜食主義を貫き、酒やタバコを口にしませんでした。毎日午前4、5時に起床してヨガと瞑

想（Pranayama）で一日を始める習慣は、バドナガル時代から形成されたものです。

彼のトレードマークは「ナヴラトリ（Navratri）」の断食です。一年に二度、9日間にわたって続く

ヒンドゥー教の祭礼期間中、モディは固形物を断ち、温かい水だけで過ごします。10代の頃に始まっ

たこの習慣は、首相となり激務に追われる今も続いています。

2014年のナヴラトリ期間中にアメリカのホワイトハウスを訪問した際の逸話は有名です。オバマ大

統領が主催した公式晩餐会の席で、モディは断食を破らず水だけを飲みました。外交的慣例よりも

宗教的信念が上位にあることを示した場面です。日本や韓国の政治家が公式晩餐会で宗教的理由に

より食事を拒否する状況を想像してみれば、それがインド国民にどのような印象を与えうるか推測

できます。「この人は本物だ」という印象です。

この禁欲と断食は、モディにとって自身の肉体と欲望をコントロールできるという自信の確認であ

り、精神力を最大化する鍛錬でした。「私には家族もなく蓄えた財産もない。だから腐敗する理由

もない」という彼の有名な発言は、この修行者的な世界観から生まれたものです。

カルマ・ヨーガ：結果に執着しない行為の哲学

モディの行動原則を理解する鍵がもう一つあります。ヒンドゥー教の聖典『バガヴァッド・ギーター

（Bhagavad Gita）』の核心思想である「カルマ・ヨーガ（Karma Yoga）」。結果にこだわらず、

自身の義務を果たすという行為の哲学です。

『バガヴァッド・ギーター』はインドの大叙事詩『マハーバーラタ』の一部で、戦争を前にしてク

リシュナ神が戦士アルジュナに伝える教えを収めています。700の句（シュローカ）から成るこの

聖典は、ヒンドゥー教の「聖書」とも言えます。クリシュナ神は語ります。「行為の結果に対する

執着を捨てよ。汝の義務を果たせ。ただし、その結果は神に委ねよ」。この教えはモディに深く内

面化されました。政治的非難が浴びせられても揺るがず自身の道を行く態度、時には冷酷で果敢な

決断を下すリーダーシップ、一日4、5時間しか眠らずに休みなく働く超人的なエネルギー。彼はこ

れらすべてを「カルマ・ヨーガ」の実践と考えていました。

彼は自らを権力者ではなく「プラダーン・セーワク（Pradhan Sevak、筆頭奉仕者）」と称します。

これがレトリック（修辞）なのか本心なのかを判断するのは困難です。ただ明らかなのは、彼がこ

の世界観を一貫して維持することで、インド国民に「腐敗しない指導者」「私心のない修行者」と

いうイメージを植え付けることに成功したという事実です。

光と影
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この輝かしい世界観の裏側には、濃い影が存在します。モディのヒンドゥー中心的な世界観は、必

然的に「他者」に対する排除を伴います。

彼にとってインドは地政学的な国家ではなく、「バーラト・マータ（Bharat Mata、母なるインド）

」という女神です。インドの歴史は、ヒンドゥー文明の栄光が外勢（イスラムの侵略、イギリスの

領土支配）によって損なわれ、それを取り戻す過程として再解釈されます。ヴィナーヤク・ダモダ

ル・サヴァルカール（Vinayak Damodar Savarkar, 1883‒1966）が確立した「ヒンドゥトヴァ（

Hindutva）」思想、すなわちヒンドゥー教を宗教ではなく生活様式であり文化的国籍であると定義

する理念が、彼の世界観を完成させました。サヴァルカールは1923年の著書『ヒンドゥトヴァ：ヒ

ンドゥーとは誰か（Hindutva: Who Is a Hindu?）』で、「インドを祖国であり聖地であると見なす

人がヒンドゥーである」と規定しました。この定義に従えば、ムスリムとキリスト教徒は聖地がメッ

カやエルサレムにあるため、完全なインド人にはなれないという排他的な論理が内包されます。

この世界観の中で、インドの川は水路ではなく女神（Ganga Ma）であり、牛（Cow）は経済的資産

ではなく崇拝の対象です。彼はこの地上のすべてのものを神聖なヒンドゥー文明の一部として見ま

す。これがヒンドゥー教徒の大多数には強烈な自負心と帰属感を与えますが、ムスリムなどの少数

宗教の人々には疎外と不安の原因にもなります。2億人に達するインドのムスリム人口が、この世界

観の中でどのような位置に置かれるのかは、第3章と第5章で具体的に追跡します。

モディ自身はこの矛盾を認識していないのかもしれません。あるいは認識していながらも、ヒンドゥ

ー文明の復興というより大きな大義の前で、不可避なものとして受け入れているのかもしれません。

判断は読者に委ねます。ただ歴史的事実を一つだけ記録しておきます。少年時代のモディにはアッ

バースというムスリムの友人がいて、共に祭りを祝ったという話が伝わっています。その少年の世

界がどの時点で「私たち」と「彼ら」に分かれることになったのか、それはこの伝記が最後まで追

い求めるべき問いです。

古代と現代の奇妙な結合

モディの世界観で目を引く点は、過去への回帰だけに留まらないということです。彼は古代インド

の知恵が現代科学と矛盾しないと信じています。神聖なガンジス川で儀式を執り行う姿を生中継し

ながらも、同時に若者たちにデジタル革命と半導体立国を説きます。国際ヨガの日を制定して世界

中にヨガを広めながらも、宇宙探査機チャンドラヤーン3号を月に着陸させます。

宗教的な敬虔さと世俗的な権力、古代の知恵と現代の技術。この矛盾するものが妙に結合した世界

観。これこそがモディが14億の民の心を掴む最強の武器です。バドナガルの寺院の鐘の音の中で育っ

た少年は、ヨガと瞑想で鍛えられた修行者の顔で世界の舞台に立っています。その顔の裏側に何が

あるのか、この伝記は引き続き追跡していきます。

前の章

目次を見る

次の章

金京鎮AI書房
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第2章 組織の設計者 (1971‒2001)

前の章

目次を見る

次の章

2.1 闇の中のビラ

1975年6月25日の真夜中、1台の黄色いフィアットがアーメダバード（Ahmedabad）郊外の狭い

路地でヘッドライトを消して停車しました。後部座席から降りた男は、頭に緑色のターバンを巻き、

しわの寄ったクルタ（kurta）を身にまとい、手首には金のブレスレット型の時計をはめていました。

顔中に髭を蓄えたその男はイスラム教の修行僧のように見えましたが、本名はジョージ・フェルナ

ンデス（George Fernandes）でした。インドで最重要指名手配されていた社会主義指導者です。玄

関先で彼を出迎えた25歳の青年は、彼を中に案内した後、互いに抱き合って言いました。「闘争を

続けていること自体が喜びです」。この青年の名はナレンドラ・モディ。彼はこの出会いを後年、

自身の著書にこう記しています。「私は彼にグジャラートや他州の情報を共有し、その後も連絡を

取り続けた」。

この時期、モディはRSSの専従活動家、すなわちプラチャラクでした（プラチャラクになるまでの

過程は第1章1.3節を参照）。1972年に正式なプラチャラクになって以来、メンターであるイナム

ダールの指導の下、グジャラート州のスラト（Surat）やヴァドダラ（Vadodara）地域を回りなが

ら組織を管理していました。

ところがその年の6月、インドの民主主義が完全に停止しました。

インディラ・ガンディー（Indira Gandhi）首相が「非常事態（The Emergency）」を宣言したので

す。表面的な理由は「内部の騒乱」でしたが、本当の理由は別にありました。アラハバード高等裁

判所がインディラ・ガンディーの1971年の選挙法違反を認め、当選無効の判決を下したことが決定

打となりました。判決を下した裁判官はジャグモハンラール・シンハー（Jagmohanlal Sinha）。彼

は選挙期間中の公務員の動員や政府資源の使用などの違法行為を認めました。権力を失う危機に直

面したインディラ・ガンディーは、憲法第352条を発動して市民の基本権を停止し、野党指導者ら

を令状なしで逮捕し、すべてのメディアに事前検閲を課しました。

韓国に例えれば、1972年の維新宣言に似ています。大統領が憲法の上に立ち、三権分立を無力化し、

反対派を投獄したからです。ただ、インディラ・ガンディーの非常事態には、維新にはなかった恐

怖がもう一つありました。彼女の息子サンジャイ・ガンディー（Sanjay Gandhi）が主導した強制不

妊手術プログラムです。「人口抑制」という名目の下、貧しい男性たち、主にイスラム教徒や下層

カーストの男性たちが連行され、手術台に上げられました。公式記録だけでも19ヶ月間に約830万

件の不妊手術が行われ、その多くが強制的なものでした。この政策は、インドの民衆に植民地支配

の記憶よりも深い屈辱感を与えました。

非常事態宣言直後の7月4日、RSSは不法団体と規定され、活動が禁止されました。全国で数千人の

指導者と活動家が国家安全維持法（MISA）に基づき逮捕されました。公式記録によると、非常事態
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期間中に逮捕された政治犯は約11万人に達しました。モディのメンターであるイナムダールも指名

手配されました。組織の先輩たちの多くが投獄されるか逃亡した状況で、25歳の青年に前例のない

重責がのしかかりました。RSS指導部はモディに二つのことを命じました。第一に、絶対に逮捕さ

れないこと。第二に、組織を存続させること。

モディは地下に潜りました。

彼が就いた役職は「グジャラート・ロク・サンガルシュ・サミティ（Gujarat Lok Sangharsh

Samiti、グジャラート民衆闘争委員会）」の事務局長でした。この委員会は、ジャヤプラカーシュ・

ナラヤン（Jayaprakash Narayan）が全国単位で率いた反非常事態連合体のグジャラート支部でし

た。ジャヤプラカーシュ・ナラヤン、略してJPは、ガンディーと共に独立運動を行ったインドの長

老政治家で、「全革命（Sampoorna Kranti）」を叫び、インディラ・ガンディーの独裁に立ち向かっ

た人物でした。これはRSSだけの闘争ではありませんでした。社会主義者、旧会議派の有力者、さ

らには共産主義者までが「インディラ・ガンディー打倒」という一つの旗印の下に集まった連帯組

織でした。厳格なヒンドゥーナショナリズムの枠内だけで世界を見てきたモディにとって、この経

験は理念の壁を越えた協力が可能であることを初めて学んだ現場授業でした。

地下生活におけるモディの最大の武器は変装でした。警察の監視網をかいくぐるため、彼は状況に

応じて全くの別人にならなければなりませんでした。ある日はターバンを巻き髭を蓄えたシク教徒

（Sikh）として検問所を通過し、ある日はサフラン色の服を着て頭を剃ったヒンドゥー修行僧（

Sanyasi）となって寺院で眠りにつきました。フェルナンデスに会いに行く時はイスラム教徒の姿に

変身しました。ある時、警察が彼の滞在していたアーメダバードの隠れ家を急襲した際、ちょうど

シク教徒の青年に変装して出かけようとしていたモディは、警察に自ら近づきこう言いました。「

ナレンドラ・モディという人がここに住んでいるか探しているのですか？ さあ、私は知りませんが、

隣の家を探してみてはいかがでしょう」。警察は彼の言葉を信じて別の家へ向かい、モディは悠々

と路地を抜け出しました。

変装よりも重要な任務は情報の流通でした。非常事態の下、インドの新聞各紙は政府の検閲に押さ

れて白紙で発行されるか、御用記事ばかりを掲載していました。『インディアン・エクスプレス』

は社説欄を空白にして検閲に抗議し、『ラジャン・ガゼット』は社説欄を黒い枠だけで囲って印刷

しました。国営ラジオ「オール・イン・インディア・ラジオ（All India Radio）」は政府の宣伝のみ

を放送していました。真実が遮断された社会で、モディは「情報の動脈」を復元する役割を買って

出ました。

彼は秘密の印刷所を確保し、反政府パンフレットやビラを増刷しました。印刷物の量は少なくあり

ませんでした。ラージャスターン民衆闘争委員会の要請で、ヒンディー語の雑誌20万部を印刷し、

列車で送ったこともありました。グジャラートで印刷された地下出版物は、マハーラーシュトラ、

マディヤ・プラデーシュ、ラージャスターンまで流れ込みました。モディはビラを理髪店に備え置

くよう指示し、地域の宗教指導者たちには説教中に信者たちに配布するよう依頼しました。牛乳配

達の缶、弁当箱、駅の荷物室の中に隠された印刷物が、検閲の壁を突き破ってグジャラートの至る

所に浸透していきました。

モディの地下活動には「プラカーシュ（Prakash）」という仮名がついて回りました。この仮名が記

された手紙が警察に押収されたことがありました。逮捕された仲間たちはあらゆる脅迫と懐柔を受
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けましたが、「プラカーシュ」の正体を最後まで明かしませんでした。モディは後年、このエピソー

ドを自身の著書に盛り込み、組織員たちの忠誠に敬意を表しました。

地下ネットワークの維持には、人々をケアすることも含まれていました。投獄された仲間たちの家

族は生計が立ち行かなくなっていました。モディはスクーターに乗ってグジャラート全土を回り、

受刑者の家族を訪問しては募金活動を行い、生活費を支援しました。海外在住のグジャラート人に

も手を伸ばし、支援金を集めました。この活動は、モディが冷徹な戦略家であると同時に、組織員

一人一人の人生を気遣うリーダーであるという認識を植え付けました。計算された行為だったかも

しれませんし、本心だったかもしれません。あるいはその両方だったでしょう。明らかなのは、こ

の時期に結ばれた草の根の絆が、後年彼をグジャラート州首相、さらにはインド首相へと押し上げ

る目に見えない土台となった点です。

19ヶ月間の地下生活は、モディに理念の拡張ももたらしました。彼は社会主義者フェルナンデスの

スクーターの後部座席に座って秘密の会合場所へ移動しながら、RSSという狭い枠の外側のインド

を見ました。ヒンドゥーナショナリズムだけでは非常事態に立ち向かうことはできませんでした。

社会主義者とも、旧会議派の有力者とも、時にはイスラム教の活動家とも手を組まなければなりま

せんでした。モディは後年、この時期をこう回想しています。「非常事態は私に大学教育以上のも

のを教えてくれました。私は政治的スペクトルのあらゆる領域にいる人々と共に働きながら政治を

学びました」。

しかし、この時期の影の部分も指摘しなければなりません。RSS最高指導者のバラサヘブ・デオラ

ス（Balasaheb Deoras）は、獄中からインディラ・ガンディーに手紙を送り、釈放を嘆願するとと

もに、RSSが政府に協力する意向を示しました。「RSSが政府の円滑な運営を妨げたことは一度もあ

りません」という一文が含まれたその手紙には、非常事態の違憲性に対する抗議は一行もありませ

んでした。地下で命を懸けて戦う若い活動家たちと、獄中で妥協を模索する指導部との間の乖離は、

RSS内部でも長く論争の種となりました。モディがこの乖離をどのように受け止めたかは記録に残っ

ていません。ただ彼は、権力の二つの顔、すなわち抵抗する側の勇気と屈服する側の論理を同時に

目撃したはずです。

1977年3月、インディラ・ガンディーが予想に反して総選挙を実施すると、結果は彼女の計算とは

正反対に出ました。強制不妊手術に憤った民心、メディア弾圧に嫌気がさした知識人、地下で絶え

ず流布された抵抗のメッセージが合わさり、野党連合「ジャナタ党（Janata Party）」が圧勝しま

した。インド史上初の政権交代でした。モラルジー・デーサーイー（Morarji Desai）が新首相に就

任し、非常事態は終わりました。モディは地上へと這い上がりました。

非常事態が解除された後、モディはこの時期の記録を整理し、グジャラート語で『サンガルシュ・

マ・グジャラート（Sangharsh Ma Gujarat、闘争の中のグジャラート）』を執筆しました。1978

年に出版されたこの本は、闘争記であると同時に、組織が危機的状況でどのように生き残り反撃す

るかについての実践マニュアルでもありました。グジャラート語の日刊紙『フルチャブ（

Phulchhab）』、英字新聞『ヒンドゥスタン・タイムズ（Hindustan Times）』、『インディアン・

エクスプレス（Indian Express）』が書評を掲載し、国営ラジオのアカシュバニ（Akashvani）はヴァ

ドダラとムンバイでこの本のレビューを放送しました。28歳の青年が書いた最初の本が全国的な注

目を集めたことになります。
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RSS指導部はモディの功績を認めました。1978年、彼はスラトとヴァドダラ地域を管轄するサムバ

グ・プラチャラク（Sambhag Pracharak）に昇進しました。1981年にはグジャラート全域のRSS

組織を管轄するプラント・プラチャラク（Prant Pracharak）に就任しました。学業も続けました。

1978年にデリー大学で政治学の学士号を、1983年にグジャラート大学で政治学の修士号を通信教

育で取得しました。

非常事態という溶鉱炉は、彼に三つの武器を授けました。警察や情報機関の監視網を突き破って組

織を運営する不可視の統制力、理念の異なる勢力とも手を組める戦術的柔軟性、そして情報の統制

こそが権力であるという痛切な洞察。これら三つは、後年彼がグジャラート州首相へ、さらにはイ

ンド首相へと上り詰める過程で繰り返し作動する統治スタイルの原型となります。

しかし、この時期のモディを完全に理解するためには、一つのことを忘れてはなりません。彼の地

下活動は民主主義の回復という普遍的な価値のためでもありましたが、究極的にはRSSというヒン

ドゥーナショナリズム組織の復元を目指していました。韓国の1970年代の民主化運動家たちが独裁

に抵抗し、普遍的な人権と民主主義を叫んだとすれば、モディの抵抗はそのエネルギーの大部分を

ヒンドゥー・アイデンティティの復活に注いでいました。光と影は同じ体から生まれるのです。

2.2 戦略家の誕生

1990年9月25日、グジャラート州ソムナート（Somnath）寺院前の広場。数万人の群衆が集まる

中、1台のトヨタ製ミニトラックが広場中央に姿を現しました。しかし、このトラックはトラックに

は見えませんでした。古代ヒンドゥー叙事詩に登場する戦車（Rath）のように華やかに装飾されて

いました。金色の帳と宗教的な紋様に覆われたこの「戦車」の上に、BJP総裁のL.K.アドヴァニ（

L.K. Advani）が立ちました。彼が叫びました。「ソムナートからアヨーディヤーまで！」。群衆が

応えました。「ジャイ・シュリ・ラム（Jai Shri Ram、ラム神に勝利あれ）！」。この瞬間、インド

政治の盤面がひっくり返り始めました。そして、この巨大なシーンを設計したのは、戦車上のアド

ヴァニではなく、戦車の下で日程表と経路図と動員計画書を手にしていた40歳の組織担当、ナレン

ドラ・モディでした。

このシーンがどのようにして可能になったのかを理解するには、時計を数年巻き戻さなければなり

ません。

1984年のインド総選挙で、BJPはわずか2議席しか獲得できませんでした。インディラ・ガンディー

暗殺に対する同情世論が会議派（Congress）に集まったためでした。インディラ・ガンディーは

1984年10月31日、自身のシク教徒の護衛官に暗殺されました。同じ年の6月に彼女が命じた黄金

寺院（Golden Temple）への軍事作戦、すなわち「ブルースター作戦（Operation Blue Star）」に

対する報復でした。パンジャーブ州アムリトサルのシク教聖地をインド陸軍が攻撃し数百人が死亡

したこの事件は、シク教徒社会に消えない傷を残しました。インディラ・ガンディーの息子ラジー

ヴ・ガンディー（Rajiv Gandhi）が後を継ぎ、同情世論に支えられて会議派は史上最多の414議席を

獲得しました。BJPという党の存立自体が危ぶまれていました。

RSS指導部は、自分たちの最も有能な組織家をこの崩れゆく政党に投入することを決定しました。

1985年にモディはBJPへ派遣され、1987年に正式に入党し、グジャラート州組織秘書（

Sangathan Mantri）に任命されました。RSSの活動家から政党の幹部へ。これは信念を現実の権力
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へと翻訳するためのRSSの戦略的な布石でした。

モディが初めて自身の能力を証明した試験舞台は、1987年のアーメダバード市議会選挙でした。アー

メダバードは会議派の長年の牙城でした。モディはこれまでの場当たり的な選挙運動を完全に作り

替えました。彼は選挙に科学としてアプローチしました。都市全体を投票所（Booth）単位で細分

化して有権者の傾向を分析し、地域別のカスタマイズされた公約を作成しました。RSSの組織員を

動員し、戸別訪問キャンペーンを体系化しました。韓国の選挙でよく使われる「出口調査」や「世

論分析」のようなデータに基づいた戦略を、1980年代のインドの地方選挙に導入したことになりま

す。結果は圧倒的でした。BJPがアーメダバード市議会を掌握しました。中央党指導部に「ナレンド

ラ・モディ」という名が初めて鮮明に刻まれた瞬間でした。

しかし、モディが市議会選挙に勝利していた頃、インドの政治地形にははるかに巨大な地殻変動が

進行していました。1990年、V.P.シン（V.P. Singh）首相が下層カースト（OBC）に公職の27％

を割り当てるという「マンダル委員会（Mandal Commission）」報告書の履行を発表したのです。

マンダル委員会は社会学者のB.P.マンダル（B.P. Mandal）が1980年に提出した報告書で、インド

人口の52％を占めるOBCに政府の仕事と教育機関の入学定員を割り当てようという内容でした。10

年間放置されていたこの報告書が実行に移されると、上位カーストの若者たちは焼身自殺をして抗

議しました。デリー大学の学生ラジーヴ・ゴスワミ（Rajiv Goswami）が自身の体に火をつけた場

面はインド全土に衝撃を与え、ヒンドゥー社会はカーストの亀裂線に沿って分裂し始めました。

BJPにとって、これは危機でありチャンスでもありました。「マンダル（Mandal）」がヒンドゥー

をカーストで分ける刃だとするなら、「マンディル（Mandir、寺院）」はヒンドゥーを一つにまと

める接着剤になり得ました。「カーストが違っても私たちは皆同じヒンドゥーだ」というメッセー

ジを掲げ、BJPはアヨーディヤーのバーブリー・マスジド（Babri Masjid）の跡地にラム寺院（Ram

Mandir）を建設しようという運動を前面に押し出しました。アヨーディヤーはヒンドゥー教徒にとっ

てラム（Ram）神の誕生の地として崇拝されている場所であり、その上に1528年、ムガル帝国の初

代皇帝バーブル（Babur）が建てたモスクが立っていました。数百年にわたって蓄積されたヒンドゥ

ー教徒の宗教的渇望と歴史的な怒りを、政治的エネルギーへと転換しようとする高度な戦略でした。

この戦略の頂点が、まさに1990年9月25日に始まった「ラム・ラト・ヤトラ（Ram Rath Yatra）」

でした。アドヴァニ総裁がソムナートを出発してアヨーディヤーまで10,000キロメートルを横断す

る大規模な巡礼行進でした。モディはこの行進のグジャラート区間を統括する核心的な組織担当で

あり、アドヴァニの「サアラティ（Sarathi、戦車の御者）」に任命されました。

モディは行進を巨大な政治的スペクタクルに作り上げました。600の村からガンジス川の水を運び

込み、宗教的な厳かさを加え、戦車が通過する村ごとに歓迎行事を組織しました。メディアがアン

グルを捉えやすい場所と時間をあらかじめ計算して行進経路を組みました。アドヴァニが寺院の前

に立つ瞬間に群衆の熱狂が絶頂に達するようにタイミングを調整しました。これは宗教行事の形式

を借りた超大型の政治キャンペーンでした。

ラト・ヤトラの威力は凄まじいものでした。戦車が通過する場所ごとに数万人が押し寄せ、「ジャ

イ・シュリ・ラム」というスローガンはグジャラートを越えてインド全土を揺るがしました。1984

年に2議席だったBJPは、1989年の総選挙ですでに85議席へと跳ね上がり、ラト・ヤトラ後に行わ

れた1991年の総選挙では120議席を獲得しました。アドヴァニがビハール州で逮捕されアヨーディ
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ヤーに到着できなかったにもかかわらず、ヤトラはBJPを全国政党へと飛躍させる発射台となりまし

た。アドヴァニ自身が後年の回想録で「当時、有望なBJPリーダーだったナレンドラ・モディが同行

した」と記すほどでした。

しかし、この成功の裏には血が流れていました。インド平和・葛藤研究所の調査によると、ラト・

ヤトラの影響で1990年の一年間だけで約1,800人が宗教暴動で死亡し、その大部分はイスラム教徒

でした。1992年12月6日、興奮したヒンドゥー教徒の群衆がアヨーディヤーのバーブリー・マスジ

ドを素手で取り壊すという事件が起きた際、その種が蒔かれた時点がまさにこのラト・ヤトラでし

た。このモスク撤去は、インド全土で約2,000人が死亡する宗教暴動へとつながりました。モディ

が設計した動員戦略はBJPに選挙の勝利をもたらしましたが、インド社会には宗教対立という深い亀

裂を残しました。

ラト・ヤトラの成功を受け、モディは翌年、より大胆なプロジェクトを任されることになります。

1991年12月11日、ムルリ・マノーハル・ジョーシー（Murli Manohar Joshi）BJP総裁が率いる「

エクター・ヤトラ（Ekta Yatra、統合の旅）」がインド最南端のカニャクマリ（Kanyakumari）を

出発しました。目的地は15,000キロメートル北、分離主義テロが猛威を振るっていたカシミールの

スリナガル（Srinagar）。目標は1992年1月26日のインド共和国記念日に、スリナガルのラル・チョ

ーク（Lal Chowk）広場でインドの国旗を掲揚することでした。

モディはこのヤトラの企画者であり実行総責任者でした。当時カシミールは武装テロリストたちが

街を掌握しており、カシミール・パンディット（ヒンドゥー教徒）たちは1990年1月にすでに大挙

して追い出され、難民となっている状態でした。約10万人のパンディットが渓谷を去りました。テ

ロリストたちは公然と脅迫しました。「母の乳を飲んで育った野郎なら、ラル・チョークに来て国

旗を上げてみろ」。

ヤトラがカシミールに到達すると、状況は急を要しました。テロリストたちが警察本部に手榴弾を

投げ込み、当時の警察局長が負傷しました。安全を担保できないと判断した当局は、ジョーシーと

モディを含む核心メンバーを空軍輸送機（AN-32）でスリナガルに緊急空輸しました。1992年1月

26日の未明、厳重な警戒の中で67人のBJP活動家が時計塔の前に立ちました。ジョーシーがカニャ

クマリから持ってきた国旗を上げようとすると、旗竿が真っ二つに折れ、旗が彼の額の上に落ちて

きました。結局、現地行政が提供した国旗に代えて掲揚を強行しました。その 12分間に少なくとも

4発のロケット弾が広場付近から発射されましたが、目標物には命中しませんでした。

旗竿が折れ、群衆もいない中で12分間で終わったこの行事を「成功」と呼べるかどうかについては、

見方が分かれます。インド全土に生中継されたその場面は、BJPに「国家安全保障を守る政党」とい

うイメージを与えましたが、カシミール現地ではその日一日だけで10人余りが命を落としました。

モディにとってこの事件は二つの意味がありました。組織家を越えて大衆的な訴求力を持つリーダー

として自分を認識する契機となり、国家レベルの安保問題を政治的資産へと転換する方法を体得し

た経験でした。

2.3 デリーが呼ぶ前に

二度のヤトラが積み上げた名声は、1995年のグジャラート州議会選挙で結実しました。モディは選

挙戦略の全権を委ねられ、公認、遊説日程、資金調達、動員戦略まであらゆることを指揮しました。
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ケシュバイ・パテル（Keshubhai Patel）を州首相候補に立て、反会議派の票心とヒンドゥーナショ

ナリズム情緒を結合させる選挙工学を稼働させました。

モディの選挙手法はこの時点ですでに体系化されていました。インド選挙の最小単位は投票所（

Booth）です。モディは各投票所ごとに核心要員を配置し、有権者名簿の1ページ（Panna）を党員

1人（Pramukh）が専任する「パンナ・プラムク（Panna Pramukh）」システムを体系化しました。

この党員は担当ページに記された10～15世帯の有権者と継続的に接触して民心を報告し、投票当日

に投票所まで誘導しました。選挙区別の独自の世論調査を実施し、地域のカースト構成を精密に分

析して、勝利確率が最も高い候補を配置しました。選挙がドラマではなく物流（ロジスティクス）

になる瞬間でした。そして、物流はたいてい勝ちます。

結果は182議席中121議席。BJPがグジャラートで初めて単独過半数政府を組織した歴史的な瞬間で

した。政界ではパテルではなくモディを「スーパーCM（Super Chief Minister）」と呼びました。

しかし、勝利の絶頂には落とし穴が待っていました。モディの絶大な影響力に反発した党内のライ

バル、シャンカルシン・ヴァゲラ（Shankersinh Vaghela）が反乱を起こしたのです。ヴァゲラは

47人の議員を糾合して離党をちらつかせました。彼の要求は明確でした。「モディをグジャラート

から外せ。さもなければ政府を崩壊させる」。韓国の政治に例えるなら、与党の院内代表が非公式

の実力者の退陣を要求して集団離党を敢行したのと似た局面でした。

結局、BJP中央指導部は妥協を選び、1995年末、モディは自身の本拠地から追い出され、ニューデ

リーの「11 アショカ・ロード（Ashoka Road）」に位置するBJP本部裏手の別棟の狭い部屋へと向

かいました。表面上の役職は「BJP全国書記（National Secretary）」。しかし、当時のグジャラー

ト政治を知る人なら誰もが知っていました。これが栄転ではなく、左遷であるという事実を。

一見すると左遷でした。しかし、この6年がなければ後年のモディもいなかったでしょう。デリーで

モディに与えられた任務は、ハリアーナー（Haryana）、ヒマーチャル・プラデーシュ（Himachal

Pradesh）、パンジャーブ（Punjab）、ジャンムー・カシミール（Jammu and Kashmir）など、北

部諸州の党務管掌でした。BJPの根が弱いか、単独政権が不可能で連立政権を組まなければならない

地域でした。グジャラートではRSSの忠実な組織だけを扱えばよかったのですが、北部ではシク教

徒政党、地域の小政党、カーストベースの勢力との交渉が日常でした。

モディはこの過程で決定的な能力を一つ、新たに身につけました。「連立（Coalition）の技術」で

す。1996年のハリアーナー州議会選挙で、彼は地域政党であるハリアーナー・ヴィカス党（HVP）

のバンシ・ラール（Bansi Lal）と戦略的提携を成立させました。理念的な純血主義だけに固執する

RSS活動家の思考回路では不可能なことでした。1998年のヒマーチャル・プラデーシュ選挙でも、

BJPが政権を樹立することに寄与しました。

1998年5月、この相次ぐ成功に支えられ、モディはBJPの「全国組織担当事務総長（General

Secretary - Organization）」に昇進します。党の人事・組織・資金を総括する核心的なポストでし

た。彼は今や、アタル・ビハーリー・ヴァージペーイー（Atal Bihari Vajpayee）首相とアドヴァニ

副首相を間近で補佐し、国政運営の感覚を吸収する立場に上り詰めました。アメリカで広報・イメー

ジ管理の課程を修了したり、コンピュータとインターネットという新技術を党務に導入したりする

ことに率先して取り組みました。グジャラートからの追放が、全国区の政治家への飛躍を準備する
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「強制留学」になったわけです。

一方、彼が去ったグジャラートでは、ヴァゲラが結局BJPを離党して会議派（Congress）の支援を

受け州首相の座に就きましたが、この不安定な連立政府は長くは持ちませんでした。1998年にグジャ

ラート州議会選挙が再び訪れ、中央党はグジャラートを奪還するために、もう一度モディの頭脳を

借りることに決めました。

モディの戦略は「裏切りのフレーム」から始まりました。ヴァゲラ率いる勢力を「権力に目がくら

んだ裏切り者」と規定しました。「裏切りはグジャラートの文化ではない」というメッセージは、

保守的なグジャラートの有権者たちの道徳的な憤りを刺激しました。結果は圧倒的でした。BJPは

182議席中117議席を獲得して単独過半数を確保し、ヴァゲラの政党（RJP）はわずか4議席を得る

にとどまりました。政治的な死亡宣告も同然でした。

ケシュバイ・パテルが再び州首相として復帰しましたが、この勝利の真の主人が誰であるかを知ら

ない人はいませんでした。モディは自分を追い出した政敵たちに、最も残酷な復讐をしました。怒

りではなく勝利で応えたのです。

この勝利は「組織型政治」の設営作業でした。モディは個人のカリスマではなく、システムが選挙

に勝つ構造を作りました。しかし、そのシステムの中心には徹底した「敵味方の識別」が居座って

いました。自分に服従しない党内の長老たちは冷酷に疎外され、公認は忠誠度の関数となりました。

効率は高まりましたが、党内民主主義という柱にはひびが入り始めました。

2.2 廃墟の中の抜擢

2001年1月26日午前8時46分。インドの共和国記念日の朝でした。グジャラート州カッチ（Kutch）

地方のブジ（Bhuj）で人々が国旗掲揚式の準備をしていたまさにその時刻、大地が鳴りました。震

度7.7。インド気象局の基準では7.7、アメリカ地質調査所（USGS）の基準では7.6でした。わずか

数分の間に、建物が紙のように折れ曲がって崩れ落ちました。震源から250キロメートル離れたアー

メダバードでもアパートが倒壊しました。2万人近い人々が灰の中に埋もれ、16万7千棟の建物が破

壊され、数十万人が路上に放り出されました。経済的被害だけで約56億ドル。インド独立以来、最

も惨酷な自然災害でした。

自然災害は地を揺らしますが、本当に崩れるのは信頼です。

当時のグジャラート州首相ケシュバイ・パテル政府の対応は、総体的な失敗でした。救護物資は適

時に到着しませんでした。官僚たちは会議を重ねましたが、現場の要求には全く応えられませんで

した。再建資金を巡る腐敗疑惑が浮上し、被災者たちの怒りは政府へと向かいました。韓国の1995

年の三豊百貨店崩壊や2014年のセウォル号沈没事故の後、政府に対する怒りが爆発したのと似た力

学でした。災難そのものよりも、災難後の無能が人々をより憤らせるのです。

泣きっ面に蜂でした。70代高齢のパテル州首相は健康が悪化しており、補欠選挙でBJPは相次いで

敗北しました。2002年12月に予定されていた州議会選挙で政権を失うかもしれないという恐怖が、

BJPの内外を包みました。
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ニューデリーのヴァージペーイー首相とアドヴァニ副首相にとって、グジャラートは一地方ではあ

りませんでした。ヒンドゥーナショナリズムの実験室であり、BJPの難攻不落の牙城でした。ここを

失うことは党全体の存立を揺るがすことでした。彼らには崩れた組織を立て直し、行政を復元し、

民心を呼び戻せる人物が必要でした。彼らの目が向いた先は、デリーの党本部別棟で全国組織を統

括していた一人の男でした。

2001年10月初旬のある日、モディの携帯電話が鳴りました。ヴァージペーイー首相でした。首相

官邸に呼ばれたモディに対し、ヴァージペーイーは特有のユーモアを交えて言いました。

「ナレンドラ、デリーでパンジャーブ料理を食べすぎたようだな。少し太った。これからグジャラー

トへ行って落としてきなさい」。

グジャラート州首相を引き受けるようにという提案でした。ところが、党指導部の当初の構想は違っ

ていました。ケシュバイ・パテルの反発を抑えるために、モディを「副州首相（Deputy Chief

Minister）」として送り込もうとしました。パテルを象徴的なトップに残し、実務はモディが担う構

図でした。

モディの答えには一分の迷いもありませんでした。

「私はグジャラートを完全に責任持つか、あるいは一切引き受けません」。

これはギャンブルでした。選出職の経験が一度もない党役員が、人口5千万人の州のトップの座を要

求し、条件まで出したのです。しかし、モディは分かっていました。権限が分散されたナンバーツー

では、危機に陥ったグジャラートを救えないことを。危機対応は単一の指揮体系においてのみ機能

するのです。

結局、ヴァージペーイーとアドヴァニはモディの要求を受け入れました。ケシュバイ・パテルは辞

任しました。

ガンディーナガルのラージ・バヴァン（Raj Bhavan）。2001年10月7日、ナレンドラ・モディは

グジャラート州第14代州首相として就任宣誓を行いました。地震の埃がまだ収まりきらない時期で

した。彼は州議会議員（MLA）でもなく、行政組織を指揮した経験もありませんでした。生涯を党

組織の裏方で働いてきたプラチャラクが、ある日突然、巨大な州のハンドルを握ったのです。

党内では「天下り人事」という冷笑が漏れました。官僚たちは、この新しい州首相がいつまで持つ

か駆けをしました。就任式の日、母ヒラベンが息子の足元で一言残しました。「金を食べるな」。

賄賂を受け取るなという重みのある忠告でした。

モディが引き継いだグジャラートの状態は凄惨なものでした。地震復興は遅々として進まず、3年連

続の干ばつで農村は干上がり、電力不足で工場は停止していました。普通の政治家なら現場を視察

し、被災者の手を取る場面をカメラに収めるのに忙しかったでしょう。モディも現場に行きました。

しかし、彼がまず行ったのは、官僚組織の指揮体系を再編することでした。

就任初日、彼は10の県の執行官たちとテレビ会議を開き、再建計画を指示しました。2001年にテ

レビ会議を行政に導入したのは、インドでほとんど前例のないことでした。彼は復興を「継続中の

事業」として放置せず、段階的な目標と期限のあるプロジェクトへと細分化しました。報告体系を
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単純化し、「できない理由」ではなく「48時間以内に解決すべき項目」だけを上げるよう指示しま

した。

韓国に例えれば、1997年のIMF経済危機直後の雰囲気と似ていました。国全体が危機に陥った時、

人々が求めたのは完璧な解決ではありませんでした。「誰かが責任を持って取り組んでいる」とい

う感覚でした。モディはその感覚を与えることに長けていました。早朝に出勤し、深夜まで現場を

回り、公務員の遅刻を厳格に取り締まりました。彼が作り出したのは、政策以前に「緊張感」でし

た。

モディは地震の再建を原状復帰ではなく、グジャラートを新しく造り変える機会と捉えました。耐

震設計を義務付け、破壊されたブジ（Bhuj）を現代的な計画都市として再設計しました。グジャラー

ト州災害管理庁（Gujarat State Disaster Management Authority）を設立し、標準運用手順（SOP）

を導入しました。世界銀行やアジア開発銀行の支援を確保して再建資金を調達し、海外のグジャラー

ト・ディアスポラからの寄付金も積極的に誘致しました。これらすべてが、後年「グジャラート・

モデル」と呼ばれることになる統治スタイルの原型でした。

州首相になりましたが、法的正当性はまだありませんでした。インド憲法によれば、州首相は就任

後6ヶ月以内に州議会議員に選出されなければなりません。2002年2月、ラージコートII（Rajkot-II）

選挙区で補欠選挙が行われました。現職議員だったヴァジュバイ・ヴァラ（Vajubhai Vala）がモディ

のために議席を譲ったのです。この選挙は、モディの人生で初めて自身の名を掲げて有権者の前に

立った瞬間でした。50代前半にして、人生初の直接選挙を戦ったのです。2002年2月24日、モディ

は14,728票差で勝利しました。

それからわずか3日後の2月27日、モディの運命を根底から変える事件が待っていました。ゴードラ

（Godhra）駅でサバルマティ急行（Sabarmati Express）が炎上しました。59人のヒンドゥー巡礼

者が命を落とし、続いてグジャラート全土に宗教暴動の火の手が広がりました。この事件について

は第3章で詳しく扱います。

1987年に一介の組織秘書として入党してから14年、本拠地を追われてから6年。選挙を一度も経験

したことがない状態で、ナレンドラ・モディはグジャラートの最高統治者となって帰還しました。

ソムナートからアヨーディヤーまで戦車を率い、カニャクマリからスリナガルまで国旗を掲げて走っ

たその組織力が、この瞬間を可能にしました。地震という自然災害の廃墟の上で権力を握ったこの

男は、今や人間が作り出した災厄の前に立たなければなりませんでした。

前の章

目次を見る

次の章
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第3章 グジャラートの皇帝 (2001‒2014)

前の章

目次を見る

次の章

3.1 2002年グジャラート暴動：ゴドラ事件、国際的孤立、裁判所の無罪判決

2002年2月27日午前7時43分、グジャラート州ゴドラ（Godhra）駅でサバルマティ・エクスプレ

ス（Sabarmati Express）が停車しました。列車内には、ヒンドゥー教の聖地アヨーディヤー（

Ayodhya）での宗教行事を終えて帰還する巡礼者たちが溢れていました。プラットフォームでムス

リムの住民と乗客の間で小競り合いが起き、誰かが非常ブレーキを引きました。列車が完全に停止

した直後、S-6客車から火の手が上がりました。ドアは施錠され、窓には鉄格子がはまっていました。

客車は巨大な火葬場と化しました。女性や子供を含む59人のヒンドゥー教徒が、生きたまま焼き殺

されました。

この一握りの火種が、インド現代政治史において最も凄惨な宗教暴力の導火線になるとは、その日

の朝、ゴドラ駅にいた誰も予想していませんでした。

就任してわずか4ヶ月余りだったナレンドラ・モディ州首相は、直ちに現場へ急行しました。彼はこ

の火災を「事前に計画されたテロ行為」と規定しました。火災の原因を巡る論争は、その後も続き

ました。グジャラート州政府が設置したナナバティ・メータ委員会（Nanavati-Mehta Commission）

は、2008年の報告書で、約1,000～2,000人規模のムスリム群衆による事前に計画された放火であ

ると結論付けました。一方、中央政府の鉄道省が組織したバネルジー委員会（Banerjee

Commission）は、客車内部で偶発的に発生した火災であるという全く異なる結論を出しました。二

つの委員会の食い違う結論は、それぞれ異なる政治陣営の論理を強化する武器として消費されまし

た。

問題は、この事件が法廷での事実認定を待たなかった点にあります。真実が究明される前に、「ナ

ラティブ（叙事）」が先に爆発したのです。

ゴドラ事件の翌日である2月28日、強硬派ヒンドゥー右派団体である世界ヒンドゥー評議会（VHP）

がグジャラート全域にストライキ（Bandh）を宣言しました。BJPもこれを支持しました。通りは地

獄へと変貌しました。怒れるヒンドゥー教徒の群衆がムスリムの居住地を襲撃し始めました。有権

者名簿を手にムスリムの自宅や商店を特定し、放火し、略奪し、殺害しました。

ナロダ・パティヤ（Naroda Patiya）では約5,000人の暴徒がムスリム居住地を包囲し、97人を虐

殺しました。グルバーグ・ソサエティー（Gulbarg Society）では、元国会議員のエサン・ジャフリ

（Ehsan Jafri）が警察や州首相室に必死に電話をかけて救助を要請しましたが、助けは来ませんで

した。ジャフリを含む69人が殺害されました。

公式統計による死者は1,044人（ムスリム790人、ヒンドゥー教徒254人）、行方不明者223人、

負傷者2,500人。非公式な推計では死者は2,000人を超えます。20万人を超える難民が発生しまし
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た。韓国の規模に例えれば、一つの道（州に相当）全体が3日間にわたって火の海に包まれたような

規模でした。

この過程で、国家権力はどこにいたのでしょうか。

警察が暴徒を制止しなかった、あるいは逆にムスリムの住民に対して「我々はあなたたちを救えと

いう命令を受けていない」と言ったという証言が相次ぎました。現場の警察官や官僚が出席した緊

急会議で、モディ州首相が「ヒンドゥー教徒が怒りを発散するようにさせておけ」と指示したとい

う主張が、サンジヴ・バット（Sanjiv Bhatt）警察幹部の陳述書を通じて提起されました。モディは

これを断固として否定しました。その後、特別捜査チーム（SIT）は、バットがその会議に出席した

という証拠自体が見つからなかったと結論付けました。バットは2019年、別の事件で終身刑を言い

渡されました。

しかし、モディが暴動直後のメディアインタビューで引用したという「すべての作用には反作用が

ある」というニュートンの法則の比喩は、彼が暴力を正当化したという批判の決定的な根拠となり

ました。当時、同じ党に所属していたアタル・ビハーリー・ヴァージペーイー（Atal Bihari

Vajpayee）首相でさえグジャラートを訪問し、モディの隣に座ったまま「統治者は民を差別なく世

話すべきです。ラージ・ダルマ（Raj Dharma、統治者の義務）を果たしなさい」と公に釘を刺すほ

どでした。BJP内部でモディ更迭論が出ましたが、RSSの支援と党内基盤の不在により実現には至り

ませんでした。

国際社会の反応は冷酷でした。2005年3月18日、米国務省は国際宗教自由法（International

Religious Freedom Act）に基づき、モディへのビザ発給を拒否しました。宗教的自由を深刻に侵害

した外国公務員であるという理由でした。選出職の政府首脳がこの条項でビザを拒否された事例は、

モディが唯一でした。英国は2002年からモディとの外交的接触を中断し、欧州連合（EU）議会は

2006年、グジャラート暴動に対する決議案を採択しました。世界の舞台でモディは「ペルソナ・ノ

ン・グラータ（Persona Non Grata、歓迎されない人物）」となりました。

しかし、国際政治の冷徹な論理は、道徳的な原則を長く留めておくことはできません。時間が流れ

るにつれ、インドの戦略的重要性と思経済的な比重が高まると、西側の態度は実利的に変化しまし

た。2014年にモディが首相候補として急浮上すると、米国はすでに彼との関係を修復する方向に動

いていました。英国も2012年に外交接触を再開しました。「道徳的制裁」が「地政学的利害関係」

の前で無力化する場面でした。

インド国内では、さらに熾烈な法的闘争が続きました。グルバーグ虐殺の生存者でありエサン・ジャ

フリの未亡人であるザキア・ジャフリ（Zakia Jafri）と人権活動家のティスタ・セタルバド（

Teesta Setalvad）は、モディを含む高官63人を共謀の疑いで告発しました。2008年、インド最高

裁判所はグジャラート警察の捜査を信頼できないと判断し、元中央捜査局（CBI）局長のR.K.ラーガ

ヴァン（R.K. Raghavan）が率いる独立した特別捜査チーム（SIT）を組織しました。

SITは数年にわたり膨大な調査を行いました。2010年には現職の州首相であるモディを直接召喚し、

9時間を超え100以上の質問で尋問しました。調査の核心的な争点は、モディが2002年2月27日の

緊急会議で警察に「不介入」を指示したかどうかでした。2012年2月、SITは最終報告書を裁判所

に提出しました。結論は「モディ州首相を起訴するに足る証拠はない（No prosecutable evidence）
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」というものでした。

2013年、アーメダバードの治安判事裁判所は、SITの「クリーン・チット（Clean Chit、無実の証

明）」の結論を受け入れました。ザキア・ジャフリの控訴は2017年にグジャラート高等裁判所でも

棄却されました。そして2022年6月24日、インド最高裁判所はジャフリの最終請願を棄却し、20

年にわたる法的論争に終止符を打ちました。最高裁はSITの捜査は公正であったと判断した一方で、

告発側の「巨大陰謀論」には根拠がなく、むしろ告発の背後勢力が「論争を煽り続けようとする」

不純な意図を持っていたとまで叱責しました。最高裁判決の直後、セタルバドは警察に逮捕されま

した。「国家権力が人権活動家を報復逮捕した」という批判と、「裁判所の判決に伴う正当な捜査」

という反論が先鋭に対立しました。

裁判所がモディの刑事的な共謀を認めなかったという文章は、事実関係としては明確に成立します。

しかし、それが政治的・道徳的論争の終結を意味するわけではありませんでした。国際人権団体の

ヒューマン・ライツ・ウォッチ（Human Rights Watch）やアムネスティ・インターナショナル（

Amnesty International）は、暴動後も国家機関の共謀と放任の状況、証人保護の失敗、捜査範囲の

限界を指摘し続けました。

個別の虐殺事件では有罪判決も出されました。ナロダ・パティヤ事件では、元グジャラート州大臣

のマヤ・コドナニ（Maya Kodnani）が禁錮28年、バジュラン・ダル（Bajrang Dal）のバブ・バジュ

ランギ（Babu Bajrangi）が終身刑を言い渡されました。グルバーグ・ソサエティー事件では24人

が有罪判決を受け、11人が終身刑に処されました。ビルキス・バーノー（Bilkis Bano）事件はさら

に複雑な軌跡を辿りました。妊娠中だったバーノーを集団で性的暴行し、彼女の家族7人を殺害した

罪で有罪判決を受けた11人の囚人が、2022年8月にグジャラート州政府によって恩赦・釈放されま

した。彼らは釈放直後、花輪を首にかけられ英雄のように歓迎されました。最高裁は2024年1月、

この恩赦を違憲と判断して再収監を命じましたが、この事件は「法的無罪と政治的責任は別物であ

る」という批判の象徴として残りました。

「一部の加害者は処罰されたが、国家システムレベルでの責任追及は行われなかった」というのが、

批判側の整合性のある評価です。

2002年のグジャラート暴動は、ナレンドラ・モディに二重の遺産を残しました。反対陣営にとって、

彼は永遠に「虐殺の傍観者」でした。しかし、ヒンドゥー右派陣営にとって、彼は「ヒンドゥー教

を守り抜いた強靭な指導者」、すなわち「ヒンドゥー・フリダイ・サムラート（Hindu Hriday

Samrat、ヒンドゥーの心の皇帝）」として崇められました。

モディはこの危機を破局として迎えませんでした。むしろ外部からの批判を「グジャラートのプラ

イドに対する攻撃」へと置き換え、2002年12月の州議会選挙で182議席中127議席を占める圧勝

を収めました。

法的無罪は、2014年の総選挙出馬の最低条件を満たしてくれました。しかし、モディが真に必要と

していたのは法的な免罪符ではなく、2002年の火炎を覆い隠すほど巨大な新しいナラティブでした。

暴動の影を消し去るために、彼は誰よりも猛烈に「開発」に執着しました。まさに次の物語が始ま

る地点です。

3.2 グジャラート・モデル：バイブラント・グジャラート、ジョティグラム、タタ・ナノ
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2003年9月、アーメダバード（Ahmedabad）。ナヴラトリ（Navratri）祭の期間に合わせて開催

された見慣れない行事に、インド全土の企業家たちが一人、また一人と集まってきました。会場の

正面には「バイブラント・グジャラート（Vibrant Gujarat）」という名が掲げられていました。わ

ずか1年前、暴動で1,000人以上の人々が亡くなった州で投資誘致イベントを開くことは、無謀に見

えました。西側世界が背を向け、投資家たちが離脱していた時期でした。しかし、演壇に立ったモ

ディ州首相の表情に当惑の色はありませんでした。彼はまるで企業のCEOのように投資家たちに語

りかけました。「グジャラートでは、レッドテープ（Red Tape、官僚主義的な規制）の代わりにレッ

ドカーペットを敷いて差し上げます」。

この一文が、後に「グジャラート・モデル（Gujarat Model）」と呼ばれるようになる巨大な政治・

経済ブランドの出発点でした。

政治的生存と開発の方程式

モディにとって経済開発は、純粋な行政的使命である以前に、政治的生存の問題でした。2002年の

暴動以降、彼には二つのレッテルが貼られていました。「ヒンドゥー強硬派」と「虐殺の傍観者」。

この二つのレッテルだけでは、グジャラートの外へと進むことはできませんでした。彼は第三のア

イデンティティを必要としていました。「ヴィカス・プルシュ（Vikas Purush）」、すなわち開発

の男。血に染まったシャツを脱ぎ、開発という清潔なスーツに着替える作業が始まったのです。

バイブラント・グジャラートはその変身の核心的な舞台でした。2003年の最初のイベントで76件

の覚書（MOU）、投資約束140億ドル。2005年には226件、200億ドル。2007年には675件、

1,520億ドル。2011年には8,380件、4,620億ドル。数字は年を追うごとに天文学的に膨れ上がり

ました。ラタン・タタ（Ratan Tata）、ムケシュ・アンバニ（Mukesh Ambani）、クマール・マン

ガラム・ビルラ（Kumarmangalam Birla）など、インド財界の名だたる大物たちがステージに上が

り、グジャラートを称賛しました。2007年のサミットでラタン・タタはこう語りました。「グジャ

ラートにいないのなら、あなたは愚か者です（It is stupid if you are not in Gujarat）」。

モディはこのイベントを投資説明会を超えて「インド版ダボス会議」へと格上げさせました。潘基

文（パン・ギムン）国連事務総長、トニー・ブレア元英首相などの国際的な大物たちがスピーカー

として参加し、モディが首相になった後も、バイブラント・グジャラートは隔年で続けられ、2024

年の第10回まで開催されました。

もちろん、MOUの数が直ちに実際の投資を意味するわけではありませんでした。ブルームバーグは、

2003年から2011年までに締結された約40兆ルピー規模の投資約束のうち、実際に執行された比率

は8%に過ぎないという分析を提示しました。MOUは法的拘束力が弱いです。署名は簡単ですが、

履行は別の問題です。しかし、モディにとって重要だったのは数字そのものではなく、数字が作り

出す「イメージ」でした。「グジャラートは投資に最適な場所だ」という認識が広まれば、その認

識が実際の資本を呼び込み、資本が再び認識を強化する循環が生まれます。バイブラント・グジャ

ラートはその循環の始動装置でした。

企業が最も嫌う三つの要素を除去する

グジャラート・モデルの本質は、「企業を好む」という感情的な宣言ではありませんでした。企業

が最も嫌う三つの要素を体系的に除去したことでした。第一は「時間」です。許認可に数ヶ月かか
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る遅延。第二は「不確実性」です。いつ変わるか分からない政策。第三は「接触コスト」です。数

十人の官僚に会いながら支払わなければならない目に見えない対価。

モディは投資促進局（iNDEXTb）を強化し、「ワンストップ（Single Window）」システムを導入

しました。企業が市役所、区役所、道庁、環境省、国土省を個別に回る代わりに、一箇所ですべて

の許認可を解決できるようにしたのです。官僚たちには「規制者ではなく促進者（Facilitator）に

なれ」と命じ、企業の苦情処理速度を人事評価に反映させました。座って決済を待つ代わりに、ま

ず足を運んで何が必要かを尋ねる行政が定着し始めました。

光の村：ジョティグラム・ヨジャナ

イベントだけでは不十分でした。モディは企業が工場を建設し運営するために必要な最も基本的な

もの、すなわち「電気」から手を付けました。

2003年9月、モディはジョティグラム・ヨジャナ（Jyotigram Yojana、「光の村」計画）を開始し

ました。当時、インド農村の電力事情は悲惨でした。一日8～14時間しか通らない電気、それも電

圧が不安定でポンプが頻繁に故障する状況でした。農業用電力と家庭用電力が同じ配電線を使って

いたため、農民が電気を過度に使用すると村全体が暗闇に陥りました。農業用電気は補助金を受け

て事実上無料だったため、農民が地下水を際限なく汲み上げ、その過程で電力の浪費と盗電が蔓延

しました。電力会社の財務は悪化し、安定的な供給は不可能でした。

モディの解決策は大胆でした。農業用電線と非農業用電線を物理的に分離することでした。160万

本の電柱を新たに立て、15,500個の変圧器を設置し、75,000キロメートルの電線を新設しました。

総費用1,290クロール・ルピー（約250億円）。インドでは官僚的な遅延のため、この規模のプロ

ジェクトには10年以上かかるのが常識です。モディは1,000日、約2年半で完了させました。2006

年までにグジャラートの18,000の村と9,700の集落がこのシステムに接続されました。農民には一

日8時間の安定した高圧電力が、村の家庭や小規模商店には24時間途切れない電気が供給され始め

ました。

電気が24時間通る。インドの他の州では依然として夢のような話だったことを、グジャラートは現

実にしました。電力が安定すると工場が建設され、工場が建設されると道路が舗装されました。ド

イツ銀行（Deutsche Bank）の研究によると、グジャラートの送配電損失率は2004年の35%から

2014年には19%に低下し、これはインド全国平均の26%を大きく下回る数値でした。グジャラー

トは電力余剰州となり、電力会社は黒字に転換しました。韓国が1970年代に農漁村の電化事業で工

業化の基礎を固めたように、ジョティグラムはグジャラート工業化の骨組みでした。

水も同様でした。乾燥した気候のせいで慢性的的な水不足に悩まされていたグジャラートで、モディ

はナルマダ川（Narmada River）のサルダール・サローヴァル・ダム（Sardar Sarovar Dam）の高

さを段階的に上げる工事を強行しました。2006年に121.92メートル、2017年に138.68メートル

で最終完成し、世界で二番目に大きなコンクリート重力式ダムとなりました。環境団体や隣接する

州の反発は激しいものでした。メーダー・パトカル（Medha Patkar）率いるナルマダ・バチャオ・

アンドラン（Narmada Bachao Andolan、ナルマダ川を守る運動）は数十年にわたりダム建設に反

対して戦い、約24万人の住民が水没地域から移住を余儀なくされました。それでもモディは退きま

せんでした。このダムで確保された水は巨大な運河ネットワークを通り、カッチ（Kutch）やサウ



31

ラーシュトラ（Saurashtra）のような乾燥地帯まで流れました。同時にNGOと協力して11万個以上

の小型チェックダム（Check Dam）を建設し、点滴灌漑（Drip Irrigation）システムを普及させま

した。枯渇していた地下水位が回復し始め、グジャラートはインド最大の綿花生産地へと浮上しま

した。

港湾と道路でも変化が起きました。インドで最も長い海岸線（約1,600キロメートル）を持つグジャ

ラートの地理的利点を活かし、官民連携（PPP）方式でムンドラ（Mundra）、ピパバヴ（Pipavav）

といった世界水準の民間港湾を開発しました。ムンドラ港はアダニ・グループが運営し、インド最

大の民間港湾へと成長、年間貨物処理量は1億5,000万トンを超えました。これらの港湾は高速道路

と鉄道網で結ばれ、物流コストを下げました。グジャラートの道路は「インドで最も滑らかな道路」

という評価を受け、インド全体の輸出の約20%がこの州から生み出されることになりました。

96時間の決断：タタ・ナノ誘致

2008年10月3日、インド最大のグループであるタタ（Tata）のラタン・タタ会長がコルカタで記

者たちの前に立ちました。顔は沈んでいました。「我々を歓迎しない場所で工場を運営することは

できません」。世界最安の自動車「ナノ（Nano）」を作るために西ベンガル州シングール（Singur）

に建設していた工場を断念するという宣言でした。土地収用を反対する農民たちのデモが激化し、

野党指導者のママタ・バネルジー（Mamata Banerjee）が政治的に火をつけました。アーンドラ・

プラデーシュ、カルナータカ、マハーラーシュトラなど、複数の州が一斉に誘致に乗り出しました。

モディはラタン・タタに、たった一語のテキストメッセージを送りました。「ススワガタム（

Suswagatam）」。歓迎します。

モディは2010年のサナンド（Sanand）工場竣工式でこう回想しました。「1ルピーのテキストメッ

セージが何ができるかを見てください」。その後起きたことは、インド行政の常識を覆しました。

通常、インドで大規模工場の土地確保、許認可、インフラ整備には数年かかります。モディは96時

間ですべての行政手続きを完了させました。アーメダバードから30キロメートル離れたサナンドの

土地を破格の条件̶̶1平方メートルあたり1ルピーという象徴的な価格̶̶で提供し、超低金利融

資と税制優遇を約束しました。10月7日、タタ・モータースはナノ工場のグジャラート移転を公式

発表しました。14ヶ月後に新しい工場が稼働を始めました。西ベンガルで28ヶ月かかった建設期間

の半分でした。

韓国に例えれば、サムスンの半導体工場が首都圏規制に阻まれて座礁した際、特定の道の知事が三

日間ですべての許認可を終えて工場を誘致したのと似たような衝撃でした。他の州で政治的葛藤に

より座礁したプロジェクトをグジャラートが96時間で奪っていったこの場面は、「モディの下では

仕事が進む」というイメージをインド全土に刻み込みました。タタに続いてフォード（Ford）、マ

ルチ・スズキ（Maruti Suzuki）など、グローバルな自動車企業が次々とグジャラートに工場を建設

し、サナンド一帯は「インドのデトロイト」と呼ばれ始めました。

ナノ自体は市場で成功しませんでした。「世界最安の自動車」というコンセプトは「貧しい人の車」

というレッテルとして作用し、生産は縮小、2018年に最後のナノが工場を去りました。タタがシン

グールで被った損失について西ベンガル政府を相手に提起した934クロール・ルピーの賠償請求訴

訟は、2023年になってようやく決着しました。しかし、グジャラート・モデルにおいてナノの興亡



32

は副次的です。重要なのは、「大企業が追い出される州と歓迎される州」という対比が作り出した

象徴性でした。

数字の光と影

結果は印象的でした。2001年から2012年までグジャラートのGDPは実質ベースで年平均約10%の

成長率を記録し、名目ベースでは年複利約15%に達しました。「年平均13%成長」というスローガ

ンは名目ベースの特定の時期の数値を象徴的に圧縮したものであり、実質成長率は約10%前後と評

価されます。どのような基準で見ても、グジャラートがインドで最もダイナミックな経済を持つ州

の一つであった事実は否定しがたいです。道路が舗装され、港湾が建設され、産業団地が造成され

ました。グジャラートは「ビジネスのしやすさ（Ease of Doing Business）」評価でインド国内1位

を占めました。

しかし、輝かしい数字の裏には容易には見えない亀裂がありました。

大企業中心の成長戦略は「縁故資本主義（Crony Capitalism）」という批判を呼びました。ゴータ

ム・アダニ（Gautam Adani）、ムケシュ・アンバニなど、グジャラート出身の財閥がモディ政府の

全面的な支援の下で急成長し、土地や資源が特定の企業に二束三文で譲渡されたという疑惑が絶え

ませんでした。アダニ・グループはモディ在任期にムンドラ港湾、発電所、不動産などで特恵を受

けたという疑惑が根強く提起され続け、モディが首相になった後もこの関係はインド政治の熱い争

点として残ることになります。

経済指標は華やかでしたが、人間開発指数（HDI）においてグジャラートは経済規模に見合う改善を

見せられませんでした。2001年にインド全体で6位だったグジャラートのHDI順位は、2007～

2008年には11位に落ちました。栄養失調率、女性の非識字率、乳児死亡率において、グジャラー

トはインドの平均レベルに留まるか、それ以下でした。インド準備銀行（RBI）の報告書によると、

2005～2010年のグジャラートの社会部門予算の比率は5.1%で、ほぼすべての州よりも低かった

です。成長はありましたが雇用は貧弱で、パイは大きくなりましたが分配は傾いていました。

ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス（LSE）の研究チームは、モディ在任期にグジャラート

の成長率が「加速」したのかについて、「1990年代と比較して2000年代に差別化された加速の証

拠はない」という分析を出したりもしました。グジャラートはモディ以前にもインドで最も速く成

長する州の一つであり、強い商業伝統と起業家文化をすでに持っていたというものです。

韓国の朴正煕（パク・チョンヒ）時代の高速成長が分配論争を呼んだように、グジャラート・モデ

ルも「誰のための成長か」という問いから自由ではありませんでした。モディ自身、韓国の発展モ

デルを頻繁に参照しました（これについては第7章で詳しく扱います）。国家が資源を特定の産業と

地域に集中投入して短期間に外形的な成長を成し遂げた後、その成長の果実が均等に分配されず社

会的葛藤が深まるパターン。彼が参照した韓国モデルの光と影を、グジャラートは時間差を置いて

繰り返していました。

それでも政治的にグジャラート・モデルは大成功でした。モディは2002年、2007年、2012年の

州議会選挙で立て続けに勝利し、13年間グジャラートを統治しました。腐敗と政策麻痺に疲れたイ

ンドの中産階級と青年層にとって、グジャラートで立ち上がる煙突と24時間火が灯った村の風景は

強力な誘惑でした。「グジャラートで成し遂げたことをインド全土で行う」というモディの約束は、
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2014年の総選挙の核心公約となりました。

2012年、米国タイム（TIME）誌は表紙にモディを載せ、タイトルを付けました。「モディはビジ

ネスを意味する（Modi Means Business）」。国際社会でビザすら受け取れなかった人物がグロー

バルメディアの表紙モデルになるまで、その間を埋めたのはバイブラント・グジャラートのステー

ジ上の照明と、サナンド工場から転がり出たナノの車輪と、18,000の村に24時間灯された電球で

した。

3.3 ヒンドゥーの心の皇帝：ヒンドゥー・ナショナリズムと開発の結合

2002年12月、グジャラート州議会選挙の遊説場。ナレンドラ・モディが演壇に上がると、数万人

の群衆が一つのスローガンを叫びました。

「ヒンドゥー・フリダイ・サムラート！ ヒンドゥー・フリダイ・サムラート！」

ヒンドゥーの心の皇帝。この称号はもともと、マハーラーシュトラ州の極右政治家バール・タッカ

レー（Bal Thackeray）のものでした。タッカレーはムンバイを拠点にシヴ・セーナー（Shiv Sena）

党を創設した人物で、選挙演説でムスリムに退場を要求するほど露骨なヒンドゥー・ナショナリス

トでした。「私はヒンドゥーの票さえあればいい」と公言していた人物です。その称号が今やモディ

へと移りました。

わずか10ヶ月前、1,000人以上が命を落とした暴動の影が晴れもしない時点でした。国際社会はモ

ディを虐殺の傍観者としてレッテルを貼り、米国はビザ発給を拒否し、欧州各首脳も彼を避けまし

た。政治的生命は終わったという評価が支配的でした。

ところが、選挙結果は正反対でした。BJPは182議席中127議席をさらい取り、圧勝しました。モディ

は復活しただけでなく、以前よりも強くなって戻ってきたのです。

どうしてこのようなことが可能だったのでしょうか。

傷を自尊心に変える技術

モディが選んだ戦略は謝罪でも、言い訳でも、回避でもありませんでした。正面突破でした。彼は

自分に対する批判を「グジャラート全体に対する侮辱」へと置き換えました。

「外部勢力がグジャラートのプライド（Asmita）を踏みにじろうとしています」。彼は遊説場ごと

にこの文章を繰り返しました。中央政府（当時は国民会議派政権）、国際メディア、人権団体の批

判はすべて「グジャラートの発展を妬む反グジャラート勢力」の工作であると再解釈されました。

暴動の道徳的責任を問う質問は、6,000万人のグジャラート人の自尊心を刺激する質問へと変わり

ました。

このフレーミングは恐ろしいほど効果的でした。批判が強まるほど、グジャラートの人々はより強

くモディへと結集しました。野党である国民会議派（Congress）がモディを攻撃すればするほど、

有権者はその攻撃を自分たちの成功に対する嫉妬として受け取りました。クリストフ・ジャフルロ

（Christophe Jaffrelot）パリ政治学院教授の分析によると、モディは自分自身とグジャラート州を

一体化（Personification）させることで、「モディに反対することはすなわちグジャラートに反対
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することである」という等式を作り出しました。

韓国の現代史においても似たような場面を見つけることができます。外部の批判を「我々」に対す

る攻撃へと転換し、指導者と共同体を一つに結んで内部の結束を強化する政治技術。違いがあると

すれば、モディはその結束の核心に「宗教」という最も原初的で強力なエネルギーを配置したとい

う点です。

皇帝とCEO、二つの役割

モディは宗教的な情熱だけに頼りませんでした。「ヒンドゥーの心の皇帝」という称号だけでは長

期執権が不可能であることを、そして全国舞台へ進むには限界があることを知っていました。

ここで登場したのが「ヴィカス・プルシュ（Vikas Purush、開発の男）」という第二のアイデンティ

ティです。モディはヒンドゥー・ナショナリズムという骨組みの上に、経済成長という肉付けをし

ました。二つが結合する方式は精巧でした。

選挙遊説場で彼はヒンドゥー教の価値と文明的な誇りを情熱的に訴えました。支持者たちの胸に火

をつけました。しかし、官僚たちには徹底した成果主義を要求し、企業家たちには親企業政策とイ

ンフラ革新を約束しました。「寺院（Temple）も重要だが、トイレ（Toilet）も重要です」。彼が

好んで使ったこの話法は、宗教的な保守層と実利的な中産階級を同時に取り込む装置でした。

結果として彼は、二種類の支持者に同時に異なるメッセージを伝えることができました。ヒンドゥー

保守層にとって、モディはヒンドゥー教を守る守護者でした。都市の中産階級と企業家にとって、

モディは有能なCEO型の州首相でした。一人の政治家が二つの顔を持ったのではなく、二つの役割

を一つのナラティブとして統合したのです。「ヒンドゥー教徒が豊かになることがすなわちグジャ

ラートの発展であり、インドの発展である」。この等式が完成した瞬間、宗教と経済はお互いの弱

点をお互いの長所で覆い隠す関係となりました。

ネオ中産階級という新しい軍隊

この結合が力を発揮できた背景には、グジャラートの急激な都市化がありました。経済成長の過程

で貧困を脱して消費の列に加わったか、加わることを熱望する新しい階層が形成されました。モディ

は彼らを「ネオ中産階級（Neo-Middle Class）」と呼びました。伝統的なカーストの区分よりも経

済的な上昇欲求が強く、同時にヒンドゥー文化への帰属意識を求める人々でした。

モディは彼らに高速道路とスマートシティと太陽光発電所を約束しました。同時に、巨大なヒンドゥ

ー寺院の建立と伝統文化の復興を掲げました。発電所は物質的豊かさの象徴であり、寺院は霊的な

勝利の象徴でした。二つが結合すると、ネオ中産階級にとってモディは自分たちの経済的利益と文

化的アイデンティティを同時に代弁する唯一の指導者となりました。

2002年から2014年まで、モディがグジャラートで3選に成功した力はまさにここから生まれまし

た。BJPの182議席中127議席（2002年）、122議席（2007年）、115議席（2012年）の議席数

は、この結合がいかに安定的であったかを示しています。議席は少しずつ減りましたが、他の州で

は一度勝つことも難しい選挙を三回連続で勝ったのです。

ガウラヴ・ヤトラからサドバーヴァナまで
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モディはこの権力のナラティブを伝播させることにおいても革新的でした。2002年の選挙直前、彼

は「ガウラヴ・ヤトラ（Gaurav Yatra、誇りの行進）」を組織しました。グジャラート全域を巡回

し、「グジャラートの誇り」を叫ぶ大規模な行進でした。この行進で彼は「ミヤン・ムシャラフ（

Miyan Musharraf）」という表現を使い、ムスリムとパキスタン、そして野党を同一視する話法を駆

使しました。伝統的にカーストによって分裂していたヒンドゥーの票心が、「ヒンドゥー」という

一つのアイデンティティの下に固まる瞬間でした。

時間が経つにつれ、モディの言語は変化しました。露骨な宗教的修辞は減り、「開発」と「グジャ

ラートの誇り」が前面に配置されました。ジャフルロ教授はこの過程を「日常化されたヒンドゥト

ヴァ（Banal Hindutva）」と分析しました。ヒンドゥー・ナショナリズムが消えたのではなく、あ

まりにも自然に浸透し、空気のように感じられるようになったのです。

2012年には「サドバーヴァナ・ヤトラ（Sadbhavana Yatra、和解の行進）」という断食デモを行

い、ムスリムとの和解のジェスチャーを見せたりもしました。一部のムスリム指導者を招待し、抱

擁のイメージを演出しました。しかし、多くの分析家はこれを真の和解というよりは、全国舞台を

狙ったイメージチェンジであると解釈しました。実際、グジャラートのムスリム居住地域（アーメ

ダバードのジュハプラのような場所）は経済的繁栄から体系的に疎外されており、BJPの候補者名簿

にムスリムの名を見つけることはほとんどありませんでした。サチャール委員会（Sachar

Committee）の報告書（2006年）によると、グジャラートのムスリムの貧困率は州平均より高く、

公共部門の雇用における代表性も著しく低かったです。

同年、モディはもう一つの革新を披露しました。3Dホログラム技術を活用し、同時に数十箇所の遊

説場に自分の姿を投影したのです。まるで神のように複数の場所に同時に存在するイメージは、「

ハイテク指導者」というブランドを作り上げ、伝統的なメディアのフィルターを通さずに大衆に直

接メッセージを伝えることを可能にしました。この技術は2014年の総選挙で全国規模に拡大されま

す（第4章 4.1参照）。

結合の強力さ、そしてその代償

「ヒンドゥトヴァ ＋ 開発」の結合が強力な理由は明確です。アイデンティティ政治は核心的な支持

層を強く結束させます。開発の言説は、中道層と企業家に「この人を支持しても良いのだ」という

正当化の根拠を提供します。二つを混ぜれば、動員と拡張を同時に行うことができます。政治工学

の観点から、これ以上に効率的な組み合わせは稀です。

韓国の歴史で比較対象を探すとすれば、「民族中興」というイデオロギーの下で国家アイデンティ

ティと経済開発を一つに結びつけた時期が思い浮かびます。違いがあるとすれば、その時韓国が結

合したのは民族主義と工業化であり、モディが結合したのは宗教的アイデンティティと新自由主義

的な経済開発であったという点です。宗教は民族よりも深い場所を刺激します。

しかし、この組み合わせはタダではありませんでした。多数派であるヒンドゥー教徒を強く統合す

るほど、少数派であるムスリムはより深く疎外されました。グジャラートの経済的繁栄はヒンドゥー

教徒の中産階級には体感されましたが、暴動で生活の基盤を失ったムスリムたちにとって、その繁

栄は別世界の話でした。教科書はヒンドゥー中心主義へと再編され、社会的隔離は固定化されまし

た。アーメダバードではヒンドゥー居住地とムスリム居住地を分ける見えない境界線がますます明
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確になりました。不動産市場においてムスリムにヒンドゥー区域の家を売らない慣行が公然化し、

「ディスターバード・エリア法（Disturbed Areas Act）」というグジャラート州法はこれを事実上、

制度化しました。

「経済さえうまく回るなら、多少の葛藤は仕方がない」。この認識がグジャラートの中産階級の間

に広がった時、民主主義の根幹である多元主義は静かに侵食されていました。

狭い舞台から広い舞台へ

2014年、モディはグジャラートという舞台を超えてニューデリーへと向かいました。片手には「成

長」という成績表が、もう片手には「ヒンドゥーの誇り」という旗が握られていました。

グジャラートで完成されたこの結合の公式は、2014年総選挙のスローガン「Sabka Saath, Sabka

Vikas（すべての人と共に、すべての人の発展を）」として洗練された形でパッケージ化されました。

腐敗と無能に疲れたインドの有権者たちに、モディは「私がグジャラートで行ったことをインド全

土で行う」と約束しました。グジャラートが実験室であったなら、インド全体が今や本舞台になろ

うとしていました。

「ヒンドゥーの心の皇帝」という称号は、モディにとって諸刃の剣でした。それは彼をインドで最

も強力なファンダムを持つ政治家へと押し上げましたが、世俗的な民主主義の原則を脅かす兆候と

しても読み取られました。

権力は自らを露わにしません。モディがグジャラートで見せたものは経済成長ではなく、宗教と資

本と大衆の熱望を一つのナラティブとして織り成す新しい権力の文法でした。

前の章

目次を見る

次の章

金京鎮AI書房

kimkj.com

© 2026. All rights reserved.
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第4章 ニューデリー入城：モディノミクス（2014-2019）

前の章

目次を見る

次の章

4.1 2014年の圧勝：ソーシャルメディア・ホログラムキャンペーン

2014年4月のある晩、ウッタル・プラデーシュ州のある村で奇妙な出来事が起こりました。電気も

通っていないこの村の広場に、数千人の人々が集まっていました。埃っぽい地面にしゃがみ込んだ

農民たちは、何もない空の舞台を見つめていました。突然、宙から光の筋が放たれました。3メート

ルの高さの男が舞台の上に現れました。グジャラート州首相のナレンドラ・モディでした。彼は腕

を広げて言いました。「兄弟姉妹の皆さん、皆さんの生活は変わります」。群衆は歓声を上げまし

た。しかし、そこにモディはいませんでした。その時、彼は数百キロ離れたスタジオに立っていた

のです。舞台の上のモディは光で作られた分身、3Dホログラムでした。

この一場面に、2014年のインド総選挙の本質が凝縮されています。その選挙は単なる政権交代では

ありませんでした。インド政治の文法そのものが変わった事件だったのです。

崩れゆく王朝、台頭するチャイワラ

モディが登場する前、インド政治の中心にはネルー・ガンディー家がありました。日本で言えば、

一つの家系が建国以来、与党の総裁を独占してきたようなものです。ジャワハルラール・ネルーが

初代首相（1947～1964年）を務めて以来、その娘のインディラ・ガンディー、孫のラジーヴ・ガ

ンディーが首相を歴任し、2014年当時の政権与党である国民会議派（Congress）の副総裁は、ラ

ジーヴの息子ラフル・ガンディー（Rahul Gandhi）でした。ネルーのひ孫が4代にわたって政治を引

き継いでいたのです。

しかし、国民会議派主導の連立政権（UPA）は、10年間の執権の末、深刻な疲弊に陥っていました。

物価は高騰し、政府高官の汚職スキャンダルが相次いで発覚しました。2G通信周波数割り当てスキャ

ンダル（約1.76兆ルピー規模の国家損失と推定）、石炭鉱区割り当て不正（Coalgate）、コモンウェ

ルスゲームズの不正が次々と暴露され、「汚職の連立政権」というレッテルを貼られました。経済

成長は鈍化していました。2010年に9.6％だったGDP成長率は、2013年には6.4％まで下落しまし

た。メディアはこれを「政策麻痺（Policy Paralysis）」と呼びました。政府が何も決定できないと

いうことを意味していました。

8億人に達する35歳以下の有権者たちは憤っていました。彼らに必要だったのは、王朝の後継者で

はなく、何かを成し遂げられる人物でした。まさにこの隙間にモディが入り込んだのです。彼は自

分自身を徹底的に「アウトサイダー」として位置づけました。駅で紅茶を売っていた低カースト出

身（第1章参照）。家柄もなく、財産もなく、さらには配偶者もいない男。しかし、グジャラート州

で13年間首相を務め、年平均10％を超える経済成長を導いた実績の男。モディは自身の人生そのも

のを選挙キャンペーンの物語（ナラティブ）に作り上げたのです。
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宙に現れた男：ホログラム演説

まず、インドの規模を理解する必要があります。韓国の面積の33倍、有権者は8億1,400万人、公

用語だけでも22個に及びます。物理的にすべての場所を回って遊説することは不可能でした。モディ

陣営は、この不可能を技術で突破することにしました。グジャラート州知事選挙で試行したホログ

ラム技術（第3章3.3参照）を全国規模に拡大したのです。

イギリスから輸入した3Dホログラム装置、200台以上の高性能プロジェクター、400個以上の衛星

アンテナが動員されました。トラックを改造した移動式ステージが、インド全土の農村へと向かい

ました。原理は「ペッパーズ・ゴースト（Pepper's Ghost）」と呼ばれる19世紀の舞台技法のデジ

タル・アップグレードでした。ステージ前面に設置された透明ホイルにビームを照射すると、実物

大の3D立体映像が空中に浮かび上がります。スタジオのモディが手を振れば、数百キロ離れた村の

モディも手を振りました。

選挙期間中、1,300回以上のホログラム演説が行われました。1,400万人以上の有権者が、この「

仮想のモディ」を直接目にしました。電気も通っていない村に、夜空を切り裂いて現れた巨大な光

の形像。ヒンドゥー神話には、神が複数の場所に同時に現身（顕身）する物語がよくあります。モ

ディのホログラムは、意図したかどうかにかかわらず、その神話的想像力の回路を刺激しました。

「この人は普通の人間ではない」という印象が、数千万人の脳裏に刻み込まれました。

費用も莫大でした。BJP（インド人民党）はホログラム・キャンペーンだけで約60億ルピー（当時

の為替レートで約1,200億ウォン）を投入しました。インド政治史上、最も高価な選挙キャンペー

ンでした。BJP全体の2014年選挙支出は、公式申告ベースで7,140クロール・ルピー（約1.2兆ウォ

ン）に達し、これは国民会議派の2倍を超える規模でした。

スマートフォンの中へ浸透する：ソーシャルメディア戦略

ホログラムが田舎の夜空を掌握したならば、都市の昼はソーシャルメディアが支配しました。モディ

は2002年のグジャラート暴動以降、主流メディアとの仲が芳しくありませんでした。多くの記者や

編集者が彼を批判的に扱いました。モディはこの障壁を飛び越えることにしました。メディアを介

さず、有権者の手のひらの上に直接入り込むこと。Twitter（現X）、Facebook、YouTube、

WhatsAppがその通路となりました。

2014年5月時点で、モディのTwitterフォロワーは390万人でした。Facebookの「いいね」は

1,300万件。世界でバラク・オバマに次いでソーシャルメディアの影響力が大きい政治家が、イン

ドの地方州首相でした。モディはインドの政治家として初めてGoogleハングアウトを通じてネチズ

ンとリアルタイム対話を行い、独自のモバイルアプリ「NaMo App」は1,000万件以上のダウンロー

ドを記録しました。2026年現在、モディのX（旧Twitter）フォロワーは1億人を超え、世界の政治

家の中でトップクラスに位置しています。

真の武器はモディ個人のアカウントではありませんでした。BJPが組織した「ITセル（IT Cell）」と

呼ばれるデジタル作戦本部でした。この組織はアミット・シャーの指揮の下、約120万人のボラン

ティアを全国に配置してモディのメッセージを100以上の言語に翻訳し、WhatsAppグループを通

じてリアルタイムで流布しました。全国で10万以上のFacebookグループが運営されました。農民

には農業政策を、若者には雇用を、女性には安全な社会を約束する、ターゲットに合わせたメッセー
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ジが届けられたのです。

このデジタル動員体制は、後にフェイクニュースやヘイトスピーチの拡散経路であるという批判も

受けることになります。BBCのドキュメンタリー『インド：モディの問い（India: The Modi

Question）』は、ITセルがイスラム教徒に対するヘイトコンテンツを組織的に流布したと指摘しま

した。インド政府はこのドキュメンタリーの国内上映を遮断しました。

弱点を武器に：『チャイ・ペ・チャルチャ』

選挙の過程で、決定的な逆転劇が一つありました。国民会議派の指導部の一員であるマニ・シャン

カル・アイヤール（Mani Shankar Aiyar）が、公の場でモディを嘲笑しました。「茶を売っていた

人間が首相になろうというのか？」 もし韓国であれば、相手の出自を卑下する発言として逆風を浴

びたことでしょう。インドでも結果は同じでした。モディはこの侮辱を見逃しませんでした。むし

ろ、それを逆手に取って自らを受け入れました。「そうです。私はチャイワラ（Chaiwala）です。

駅で茶を売っていました。だからこそ、庶民の苦しみがわかるのです」

そして、全国1,000カ所以上の茶屋を衛星で繋いだ『チャイ・ペ・チャルチャ（Chai Pe Charcha、

お茶を一杯飲みながらの対話）』イベントを開催しました。モディがデリーのスタジオでお茶を飲

みながら、全国の市民とビデオ通話で対話するイベントでした。かつて茶を売っていた少年が、茶

を媒介に国民と疎通する場面。これは、ネルー・ガンディー家の貴族的なイメージとは対極に位置

する物語でした。野党がモディを「茶売り」と貶めれば貶めるほど、モディの「這い上がりの英雄」

としての物語はいっそう輝きを増しました。

282議席、そして影

2014年5月16日、開票日。結果は圧倒的でした。BJP単独で282議席。連立パートナーを合わせれ

ば、NDA（国民民主同盟）は336議席に達しました。1984年以来30年ぶりに、単独政党が過半数

（272議席）を占めることになったのです。国民会議派は44議席へと転落しました。インド議会の

歴史上、最悪の惨敗でした。政治アナリストたちはこれを「モディの波（Modi Wave）」と呼びま

した。有権者はBJPに投票したのではなく、モディというブランドに投票したのです。

モディの得票率は31%でした。インドの多党制構造においてこの数値は圧倒的でしたが、言い換え

れば69%の有権者はモディを選択しなかったことになります。小選挙区制において票が分散したこ

とが、巨大な議席差を生んだのです。この構造的特性は、2024年の選挙で再び浮き彫りになります

（第9章参照）。

しかし、この華々しい勝利の裏には不都合な真実がありました。モディのキャンペーンは大都市で

は「開発（Vikas）」を語りましたが、ヒンドゥー教色の強い地域では異なる言葉を使いました。ヒ

ンドゥー・ナショナリズム（Hindutva）が、密かに、時には露骨に動員されたのです。2億人に達

するインドのイスラム教徒にとって、この選挙結果は祝祭ではなく、警戒の始まりでした。

モディ氏はそのようにしてニューデリーに入城しました。ソーシャルメディアとホログラムという

21世紀の道具で世界最大の民主主義を征服した男。インド政治は今や政党間の対決ではなく「モディ

対その他」という構図に再編されました。権力の中心は内閣から首相官邸（PMO）へと急激に移動

し、すべての決定はモディ氏という一つの漏斗を通過することになりました。
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4.2 メイク・イン・インディア：FDIが2倍に増加、PLI制度

2014年9月25日、ニューデリーのヴィギャン・バワン（Vigyan Bhawan）コンベンションセンター

。ステージの中央には、歯車で全身が構成された巨大なライオンが一頭立っていました。躍動的で

ありながら優雅なこの機械 of ライオンは、インドの国章であるアショカの獅子を現代的に再解釈し

たものでした。ロゴの下には三つの言葉が記されていました。「Make in India」。モディ首相は世

界中の投資家に向けて両手を広げ、こう語りました。「インドにお越しください。ここで物を作っ

てください。私たちが道を整えます」

就任から4ヶ月。モディ氏が真っ先に取り出した経済の切り札でした。なぜ製造業だったのでしょう

か。この問いの答えを理解するためには、インド経済の歪な構造をまず見る必要があります。

IT大国の逆説：工場の無い国

インドと聞いて思い浮かぶイメージがあります。バンガロールのITエンジニア、シリコンバレーの

インド人CEOたち。その通りです。インドはサービス業、その中でもITアウトソーシングの分野で

世界的な強者です。サンダー・ピチャイ（Google）、サティア・ナデラ（Microsoft）、パラグ・

アグラワル（元Twitter）など、グローバル・ビッグテックのトップたちがインド人であるという事

実が、これをよく物語っています。ところが、まさにここに落とし穴がありました。2014年時点で

サービス業がGDPの約57%を占める一方で、製造業はわずか15～16%に留まっていました。韓国

の製造業の比率が約27%であることと比較すると、半分にも満たない水準でした。

問題は雇用でした。IT企業がどれほど好調であっても、コードを書ける人は全人口のごく一部です。

毎年、インドの労働市場には1,200万人の若者が新たに溢れ出します。韓国で毎年大学卒業生が50

万人出ることと比較すれば、24倍です。この若者たちの大部分は大学教育を受けておらず、手を使っ

て働くことを望む人々でした。彼らに必要だったのは、ソフトウェア会社ではなく工場でした。

モディ氏はこの問題をグジャラートですでに経験した人物でした。州首相時代、彼はタタ自動車の

ナノ工場を誘致し、「ビジネスフレンドリー」な指導者としての名声を築きました（第3章3.2参照）

。今や、その経験を国家単位へと拡張する番でした。彼が参考にした発展モデルに韓国があったと

いう事実は、第7章で扱います。

固く閉ざされた門を開く：FDI規制の解体

「メイク・イン・インディア」の最初の一歩は、外国直接投資（FDI、Foreign Direct Investment）

の障壁を取り払うことでした。独立後のインド経済は、「許可制の王国（ライセンス・ラージ）」

と呼ばれるほど閉鎖的でした。工場を一つ建てるのにも数十もの政府の認可が必要であり、外国企

業がインドに投資するには迷路のような規制を通過しなければなりませんでした。1991年のマンモ

ハン・シンによる経済自由化以降、かなりの部分が改善されましたが、依然として国防、鉄道、保

険などの基幹分野は外国資本に対して門戸を閉ざした状態でした。

モディ首相はこの門を果敢に開きました。防衛産業におけるFDIの上限を従来の26％から49％へ、

その後は条件付きで100％まで拡大しました。鉄道インフラには100％の外国投資を認め、保険分

野も26％から49％、さらには74％へと引き上げました。韓国で例えるなら、外国企業が韓国の防

衛産業企業や鉄道公社の筆頭株主として参加できるようになったのに等しい衝撃でした。
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同時に、グジャラート州で検証された「レッドテープ（官僚主義的停滞）をレッドカーペットへ」

という戦略を全国に適用しました。数十に分かれていた許認可手続きをオンラインの単一窓口に統

合し、各州政府が投資誘致を競い合う「競争的連邦主義（Competitive Federalism）」を導入しま

した。グジャラート州がタタ・モーターズの工場を誘致したように、今や28の州が互いに外国企業

を誘致しようと競争する構造を作り上げたのです。その結果、世界銀行の「ビジネス環境の現状（

Ease of Doing Business）」ランキングにおいて、インドは2014年の142位から2019年には63位

へと急上昇しました。5年間で79ランクも順位を上げたのは、このランキングの歴史において類を

見ないことでした。（ただし、世界銀行はその後、このランキングにおけるデータ操作の疑いによ

り、2021年に発表を中断しました。中国など一部の国の順位算定に不正があったという内部監査の

結果が出たことで、ランキング自体の信頼性に疑問が投げかけられたのです。）

数字が反応しました。2013-14会計年度に約360億ドルだった年間のFDI流入額は、2020-21会計

年度には817億ドルに達し、過去最高を更新しました。その後、世界的な資本の流れが鈍化したこ

とで、2023-24会計年度には約714億ドルに調整されましたが、インドは「チャイナ・プラス・ワ

ン（China Plus One）」戦略の最大の受益国として確固たる地位を築きました。ウォルマートによ

るフリップカート（Flipkart）の160億ドルでの買収、グーグルやフェイスブックによるリライアン

ス・ジオ（Jio）への投資など、大型案件が次々と成立しました。

韓国企業、モディ首相の呼びかけに応える

この巨大な資本移動の流れの中に、韓国企業の姿もありました。サムスン電子は2018年、ウッタル・

プラデーシュ州ノイダ（Noida）に世界最大規模のスマートフォン工場を完成させました。サッカー

場35個分に相当する広さのこの工場からは、毎月数百万台のギャラクシー・スマートフォンが生産

されています。竣工式にはモディ首相自らが出席し、文在寅（ムン・ジェイン）大統領がオンライ

ンで祝辞を述べました。モディ首相は李在鎔（イ・ジェヨン）副会長の手を取り、「サムスンがイ

ンドの夢を共に築いている」と称えました。サムスンはその後もノイダ工場を拡張し、半導体ディ

スプレイ部品まで現地生産を開始しています。

現代自動車は1996年からチェンナイ（Chennai）に根を下ろした「インドの古参企業」でした。メ

イク・イン・インディアの追い風を受けて生産能力を拡充し、インド市場シェア2位の座を固めまし

た。2024年10月には、インド法人（Hyundai Motor India Limited）がボンベイ証券取引所（BSE）

に上場し、インド市場で過去最大のIPO（企業価値約279億ドル）を記録しました。韓国の本社がイ

ンド法人の価値を全世界に示した出来事でした。

LG電子は、冷蔵庫と洗濯機の市場において、インドの家電基準を塗り替えました。ポスコはオディ

シャ州での製鉄所建設を推進しましたが、土地収用や環境規制の問題により、10年以上にわたって

難航しました。この事例は、インドにおいて「レッドカーペット」と「レッドテープ」がいかに共

存しているかを示す教科書的な例となりました。

2025年時点でインドに進出している韓国企業は約550社に達します。しかし、韓国の対インド投資

は、韓印両国関係の緊密さに比べ、まだ潜在力に見合っていないという評価もあります。これにつ

いては、第7章で詳しく扱います。

PLI：「もっと作れば金を出す」
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「メイク・イン・インディア」が門戸を開き資本を呼び込んだのだとすれば、それを実際の生産に

結びつけた核心的な装置が、PLI（Production Linked Incentive、生産連動型インセンティブ）制度

でした。電子製品の製造に対するインセンティブ政策が2016年から戦略的に推進され、これがPLI

の原型となりました。その後、2020年の新型コロナウイルスのパンデミックをきっかけにサプライ

チェーン多角化の必要性が浮き彫りになり、PLIは14の核心産業分野（スマートフォン、医薬品、自

動車部品、半導体、繊維、食品加工など）へと全面的に拡大されました。総予算規模は約1.97兆ル

ピー（約32兆ウォン）に達します。

その仕組みは明快でした。企業がインドでの生産を増やし売上が増加すれば、その増加分の4～6%

を政府が現金で払い戻すというものです。減税のような間接的な恩恵ではなく、企業の口座に直接

現金が振り込まれる方式でした。韓国の半導体投資税額控除が事後的な恩恵であるとするならば、

インドのPLIは「今作れ、今金を出す」という即効性のあるアメでした。

効果が最も劇的に表れた分野は、スマートフォン製造でした。2014年当時、インドの携帯電話工場

はわずか2カ所に過ぎず、需要の大部分を中国からの輸入に依存していました。モディ政権は完成品

の輸入関税を段階的に引き上げると同時に、国内生産にはインセンティブを提供する「ムチとアメ」

を併用しました。サムスン、フォックスコン（Foxconn）、ウィストロン（Wistron）などが相次い

で工場を建設しました。2024年、インドは世界第2位のスマートフォン製造国へと浮上し、年間生

産量は3億台を超えました。アップルのiPhoneもインドで組み立てられ始めました。2024年時点で、

全世界のiPhone生産の約14%がインドの工場から出荷されており、この比率は急速に上昇していま

す。

機械のライオンは咆哮したが

成果は明白でした。FDI（外国直接投資）は2倍以上に跳ね上がり、インドはグローバル・サプライ

チェーン再編の核心的な目的地として浮上しました。しかし、製造業の比率をGDPの25%まで引き

上げるという目標は達成されませんでした。2024年時点でも依然として17%水準にとどまってい

ます。華々しい投資誘致の実績にもかかわらず、それが十分な雇用につながったのかという問いを

前に、モディノミクスは窮地に立たされました。「雇用のない成長（Jobless Growth）」という批

判が、経済学者の間で絶えず提起されています。

根本的な障害も残っていました。土地の収用には数年を要し、電力供給は不安定で、物流コストは

依然として高いままでした。ベトナムが6ヶ月で工場を稼働させる一方で、インドでは3～5年かか

るケースも少なくありませんでした。韓国企業もこの現実を痛感していました。サムスン電子のノ

イダ工場の稼働までの道のり、現代自動車のチェンナイ工場で起きた労使紛争、ポスコのオリッサ

製鉄所を巡る終わりのない土地紛争。「レッドカーペット」が敷かれたのは首相の演説台の前であ

り、工場の現場には依然として「レッドテープ（官僚的形式主義）」が残っていました。

そして、「誰のための成長なのか」という問いがありました。「メイク・イン・インディア」の果

実は、アダニ（Adani）やリライアンス（Reliance）といったインドの巨大財閥に集中する様相を呈

していました。2023年1月、米国の空売り専門の投資調査機関であるヒンデンブルグ・リサーチ（

Hindenburg Research）が、アダニ・グループの株価操縦と会計不正の疑惑を盛り込んだ報告書を

発表したことで、モディとアダニの関係は国際的な争点へと発展しました。アダニ・グループの時

価総額は、わずか数日で1,500億ドル以上も消失しました。アダニ側はすべての容疑を否認し、イ
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ンド最高裁は規制当局に追加調査を指示しましたが、直接的な違法事実は認めませんでした。

それでも、モディ政権1期目の「メイク・イン・インディア」は、インド経済史において無視できな

い転換点となりました。門戸が開かれ、資本が流入し、工場が建設されました。「投資が難しい国」

というインドの古いレッテルは、「可能性の国」へと変わり始めました。

4.3 デジタル・インディア：アドハーID、ジャンダン・ヨジャナ、UPI革命

2015年のある暑い午後、オリッサ（Odisha）州の辺境の村でのことです。女手一つで子供を育て

るスニタ（仮名）は、古びたフィーチャーフォンに届いた短いメールを見つめています。政府の支

援金が振り込まれたという通知でした。わずか2年前まで、彼女はこのお金を受け取るために町の役

所まで半日かけて歩き、窓口で会った下級役人に「手数料」という名目で支援金の30％を渡さなけ

ればなりませんでした。懐にお金を入れる役人を責めることもできませんでした。スニタには、自

分がスニタであることを証明する書類がなかったからです。しかし、今は違います。指紋と虹彩情

報が登録された「アドハー（Aadhaar）」カードが彼女の存在を証明し、「ジャンダン・ヨジャナ

（Jan Dhan Yojana）」で作った銀行口座に、1ルピーの漏れもなく全額が振り込まれたのです。

モディがインドの古い神経網を取り除き、新しいデジタルの血管を移植した物語は、まさにこの場

面から始まります。

金融リテラシーのない13億人の国

2014年、インドは巨大な逆説の上に立っていました。世界最大のIT人材を輩出する国でありながら、

国民の半分以上が銀行口座すら持っていませんでした。政府が困窮層に補助金を送っても、途中で

その多くが漏れていきました。ラジーヴ・ガンディー元首相が1985年に残した言葉は、30年が経

過しても依然として有効でした。「政府が1ルピーを送っても、貧困層に届くのはわずか15パイサ

に過ぎない」。補助金の85％が中間のブローカーや架空の受給者、腐敗した役人の懐に消えていた

という意味です。

モディはこの慢性的な問題を技術で解決すると宣言しました。彼が選んだ道具は3つでした。「ジャ

ンダン（Jan Dhan、銀行口座）」、「アーダール（Aadhaar、生体認証身分証）」、「モバイル（

Mobile）」。この3つを合わせて「JAMトリニティ（JAM Trinity）」と呼びました。数千年にわた

りインド社会を支配してきた「仲介者（middlemen）」たちの権力を剥奪し、中央政府と個人を直

接つなぐ巨大な権力再編でした。

ジャンダン・ヨジャナ：一人残らず通帳を作れ

2014年8月28日、モディは就任後初の独立記念日の演説で予告していた「プラダン・マントリ・ジャ

ンダン・ヨジャナ（Pradhan Mantri Jan Dhan Yojana、首相国民財務計画）」を電撃発表します。

核心は簡明でした。残高が0ルピーであっても口座を開設する。ルペイ（RuPay）デビットカードを

無料で提供する。傷害保険も付帯させる。銀行の敷居という概念自体をなくそうというものでした。

国営銀行の職員たちがタブレットPCを手に、農村部へと繰り出しました。発足初日だけで1,500万

件の口座が開設されました。最初の1週間で1,809万件の口座が開かれ、ギネス世界記録に「1週間

で最も多くの銀行口座を開設した記録」として登録されました。2025年8月時点で、ジャンダン・
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ヨジャナによって開設された銀行口座は5億6,160万件を突破しました。このうち67%が農村・準

都市地域の口座であり、56%が女性名義の口座です。総預金残高は2兆6,700億ルピー（約4.8兆円）

に達しています。

もちろん、中身のない幽霊口座が多いという批判もあり、実際に2025年7月時点で全口座の23%に

あたる1億3,040万件が休止状態にあります。しかし、これらの通帳はやがて政府の補助金が直接振

り込まれる「パイプライン」となります。

アーダール：14億人の指紋を登録する

ジャンダン・ヨジャナが配管を敷いたとするならば、アーダール（Aadhaar）はその配管に水を流

すバルブでした。12桁の固有番号に指紋と虹彩情報を紐付けた生体認証身分証で、韓国の住民登録

証に相当しますが、偽造が不可能なデジタル身分証明です。

アーダールはモディの独創ではありません。前任のマンモハン・シン政権において、インフォシス

（Infosys）の共同創業者であるナンダン・ニレカニ（Nandan Nilekani）がインド一意識別番号庁

（UIDAI）の初代総裁に就任し、設計・発足させたプロジェクトです。ニレカニがIT実業家のセンス

で作り上げた技術プラットフォームを、モディが政治的意志によって事実上の義務化レベルまで引

き上げたのです。現在、14億の人口の99%以上がアーダールの交付を受けています。

アダール、ジャンダン口座、モバイルが結合されることで、革命が起きました。政府が貧困層へ送

る食料補助金、ガス補助金、奨学金、年金を中間の段階を経ることなく受給者の口座に直接振り込

む「直接給付移転（DBT：Direct Benefit Transfer）」システムが完成したのです。ブルークラフ

ト・デジタル財団の2024年の報告書によると、DBTシステムを通じて累計3兆4,800億ルピー（約

56兆円）の予算漏洩を遮断しました。食料配給（PDS）部門だけでもアダールベースの認証により

1兆8,500億ルピーを節約し、農民支援プログラムPM-KISANでは2,100万人の不適格受給者を排除

することで2,210億ルピーを節約しました。受給者数は2014年の1億1,000万人から17億6,000万

人へと16倍に増えましたが、補助金の支出は総予算比で16%から9%へと、むしろ減少しました。

役所に行って賄賂を渡さなくても、通知音とともにスマホにメッセージが届き、口座にお金が振り

込まれるという経験。これがモディ氏に対する貧困層の鉄壁の支持に直結しました。

UPI革命：チャイ一杯もQRコードで

銀行口座の普及が第1段階、福祉伝達体系の刷新が第2段階であったなら、第3段階は決済方式の革

命でした。2016年4月にインド国立決済公社（NPCI）がリリースした「統合決済インターフェース

（UPI：Unified Payments Interface）」がその主役です。

UPIの構造は次の通りです。複雑な口座番号を入力する必要はなく、相手の電話番号やQRコードだ

けでリアルタイム送金が可能なオープンソース・プラットフォームです。中国のアリペイが特定企

業中心のクローズドなシステムであるのに対し、UPIは公用鉄道のようなものです。グーグルペイ、

フォンペ（PhonePe）、ペイティーエム（Paytm）、ワッツアップといった民間企業が、この公用

鉄道の上で自由に競争しながらサービスを提供しています。
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初期には懐疑論が多くありました。現金への依存度が絶対的なインド社会において、デジタル決済

が根付くことができるのかというものでした。しかし、2016年11月の貨幣改革（次節で詳述しま

す）がショック療法として作用しました。一夜にして財布の中の現金が紙屑となった人々は、やむ

を得ずデジタルウォレットを導入し、商人は店の前にQRコードを貼り始めました。同時に、インド

最大の企業リライアンス（Reliance）の通信子会社ジオ（Jio）が4Gデータを事実上無料に近い価格

で提供したことで、スマートフォンの普及が急増しました。ジオの攻撃的な価格政策により、イン

ドのモバイルデータ価格は1GBあたり約0.17ドルと、世界最低水準になりました。基盤の上に燃料

が注がれた形となりました。

成長の勢いは驚異的でした。2017年1月には446万件だったUPIの月間決済件数は、2025年には月

間185億件を突破しました。2025年の年間取引量は2,283億件、取引額は299兆7,000億ルピー（

約4,800兆円）を記録しました。国際通貨基金（IMF）はUPIを世界最大のリアルタイム小口決済シ

ステムとして認定し、ACIワールドワイドの報告書によると、UPIは全世界のリアルタイム決済取引

量の約49%を占めています。一国のシステムが全世界のリアルタイム決済の半分を処理しているこ

とになります（序文参照）。2026年初頭の時点で、UPIの利用者は5億人を超えました。

ムンバイの高級ショッピングモールから路上の野菜露店まで、リクシャー（三輪車）の運転手から

寺院の寄付箱まで、インド全土がQRコードで埋め尽くされました。10ルピー（約160円）のチャイ

一杯もスマートフォンで決済する風景が日常となりました。クレジットカードの段階を飛び越し、

現金社会から一気にモバイルフィンテック社会へと直行したのです。韓国が1990年代にクレジット

カードの普及を経て2010年代にカカオペイやサムスンペイに到達したのに対し、インドはその過程

を一度に飛び越えました。

UPIの成功に注目した国際社会は、このシステムの輸出について議論し始めました。2023年からは

シンガポールのペイナウ（PayNow）、2024年にはフランスやイギリスなどとUPIの連携が進めら

れています。インドが構築した公共デジタルインフラが、グローバル標準の一つとして定着してい

く過程にあります。

光と影：効率の祝福と監視の恐怖

世界銀行（World Bank）は、インドが他国であれば47年かかったであろう金融包摂の課題を、わず

か6年で成し遂げたと評価しました。ノーベル経済学賞受賞者のポール・ローマー（Paul Romer）

は、アーダールを「世界で最も意義のある技術革新の一つ」と絶賛しました。

しかし、この華やかな表舞台の裏には影も色濃く落ちています。14億人の指紋、虹彩、金融取引が

一つのデジタルIDに紐付けられたことで、国家が市民の一挙手一投足を監視できる「デジタル・パ

ノプティコン」への懸念が高まりました。2017年、インド最高裁判所は歴史的なK.S.プッタスワミ

（Puttaswamy）判決において、プライバシーを憲法上の基本的人権であると宣言し、アーダール

の過度な義務化に歯止めをかけました。最高裁は2018年の追随判決で、アーダールを福祉の受給や

納税申告には使用できるものの、銀行口座の開設や携帯電話の加入に強制することは違憲であると

の判断を下しました。

スマートフォンを持たない高齢者や、デジタル・リテラシーの低い困窮層はこのシステムから疎外

されました。アーダールの認証エラーによって食糧配給を拒否され、死亡した事例がラジャスタン
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州などで報告されています。個人情報の流出や詐欺事件も急増しました。2024-25年度のデジタル

決済に関連する詐欺件数は、1万3,500件を超えました。

モディは、この技術を通じて効率的な官僚体系を構築しました。同時に、それは14億人を一つの網

の中に収める道具でもありました。「デジタル・インディア」は、貧困層を救済する慈悲の手であ

ると同時に、権力のレンズでもあったのです。

4.4 構造改革の明暗：貨幣改革、GST、スワッチ・バーラト

2016年11月8日午後8時、インド全土のテレビ画面にモディ首相の姿が映し出されました。国民は、

いつものような演説だろうと考えていました。しかし、彼の口から発せられた言葉は衝撃的なもの

でした。「今日の午前0時から、現在流通している500ルピーと1,000ルピーの紙幣は、法定通貨と

しての効力を失います」。午前0時まで残り4時間。市場に流通している現金の86％がただの紙屑に

なるまで、残された時間はわずかでした。

韓国に例えるなら、ある日の夜のニュースで大統領が「明日から5万ウォン札と1万ウォン札は使え

ません」と宣言したようなものです。ところが、新通貨はまだ十分に印刷すらされていない状態で

した。

ブラックマネーとの戦争、あるいは無謀な賭け

モディ首相が掲げた名分は3つでした。腐敗した富裕層がベッドのマットレスの下や壁の中、田畑に

埋めておいた「ブラックマネー（Black Money）」を引き出すこと。国境を越えてパキスタンから

流入する偽造紙幣を遮断し、テロの資金源を断つこと。そして、インドを現金社会からデジタル社

会へと強制的に転換させることでした。

この決定を知っていたのは、首相本人とごく少数の側近だけでした。インド準備銀行（RBI）の総裁

でさえ、発表のわずか数時間前に通知を受けたという報道もありました。民主主義国家において、

これほどの秘密を維持したまま、この規模の経済的衝撃を与えた例は前例がありません。

大混乱：列に並んで亡くなった人々

発表直後、インドは混乱に陥りました。人々は旧紙幣を銀行に預け入れ、新紙幣と交換するために、

何日も昼夜を問わず銀行の前で列を作りました。ATMからは新紙幣が出てきませんでした。新しく

発行された2,000ルピー札はサイズが異なり、既存のATMに入らなかったからです。列に並んでい

た100人以上の市民が、脱水症状や心臓麻痺で死亡したという報道が相次ぎました。

現金への依存度が極めて高い農村経済や中小商工業は麻痺しました。農家は種子を買う現金がなく、

種まきを断念しました。工場は賃金を支払う資金がなく、閉鎖に追い込まれました。結婚式シーズ

ンだった11月、数百万の家庭が来客に振る舞う料理を買う現金がなく、式を延期せざるを得ません

でした。日雇い労働者たちは一夜にして生活の糧を失いました。

RBIの年次報告書によると、貨幣改革直後の2016-17年度第3四半期のGDP成長率は、7.5%から

6.1%へと急落しました。インド経済監視センター（CMIE）は、貨幣改革によって150万件の雇用

が失われたと推定しています。元RBI総裁のラグラム・ラジャン（Raghuram Rajan）氏は、貨幣改

革を「長期的コストが短期的利益を上回る政策」であると評価しました。
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99.3%のアイロニー

結果は逆説的でした。モディ首相が「焼却する」と公言したブラックマネーは、焼却されませんで

した。無効化された紙幣の99.3%が銀行に回収されたのです。富裕層は使用人や親戚、ホームレス

の口座を動員して現金を分散入金するなど、あらゆる便法で資金洗浄を行いました。インド準備銀

行の公式報告書がこの数値を確認した際、批判派は「政策の目標自体が失敗だった」と攻撃しまし

た。

2023年、インド最高裁判所もこの事案を審理しました。4対1の意見で通貨改革の合憲性は認めら

れましたが、反対意見を述べたB.V.ナガラトナ（Nagarathna）判事は、「議会の承認なしに、行政

部が単独でこの規模の経済的衝撃を与えたことは、違法性がある」と明らかにし、手続き上の正当

性に関する論争を残しました。

しかし、政治的にはモディ首相の完勝でした。皮肉なことに、庶民は自らが被る不便さを「国家の

ための愛国的な犠牲」として受け入れました。銀行の前で行列を作りながらも、「富裕層は私たち

よりも大きな苦痛を味わっているはずだ」と、一種のカタルシスを感じたのです。モディ首相はこ

の感情を正確に読み取りました。「貧しい人々のために腐敗した既得権益層と戦う聖戦」というフ

レームは見事に機能し、彼に『行動するリーダー』『清廉な改革者』というイメージを定着させま

した。長期的には、この衝撃療法は、先述したUPIやデジタル決済の強制的な普及を早めるという、

意図せぬ成果を生むことにもなりました。

GST：一つの国家、一つの税金

通貨改革の衝撃が冷めやらぬ2017年7月1日、モディ首相はまた一つの巨大な地雷を解体します。

物品・サービス税（GST, Goods and Services Tax）の導入でした。1947年の独立以来、最大規模

の税制改革でした。

それまでインドは州（State）ごとに税法が異なっていました。29の州がそれぞれ消費税、付加価

値税、入国税、娯楽税を課していました。トラックがグジャラートからタミル・ナードゥまで荷物

を運ぶためには、州境を越えるたびに税金を支払うため、検問所で何日も待機しなければなりませ

んでした。韓国に例えるなら、ソウルから釜山まで行く間に京畿道税、忠清道税、慶尚道税を別々

に納めなければならない状況です。物流コストは天文学的であり、インドは事実上、29の分断され

た経済圏でした。

モディ首相は「一つの国家、一つの税金、一つの市場（One Nation, One Tax, One Market）」を

スローガンに掲げ、第101次憲法改正まで断行しました。複雑に絡み合った中央税と地方税を単一

のGSTへと統合したのです。

施行初期の混乱は極めて激しいものでした。0%、5%、12%、18%、28%の5段階に分かれた税率

は、「一つの税金」というスローガンと真っ向から矛盾していました。頻繁な規定変更やITシステ

ムの不具合により、中小事業主は税務申告に追われることになりました。野党はGSTを「ガバル・

シン・タックス（Gabbar Singh Tax）」と揶揄しました。

しかし、時間が経過しシステムが安定すると、肯定的な効果が現れ始めました。州をまたぐ検問所

が廃止されたことで、物流の移動時間は20%以上短縮されました。地下経済の取引が表に出るよう
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になり、税収は着実に増加しました。2025年4月のGST月間徴収額は2兆3,700億ルピー（約38兆

ウォン）と過去最高を更新し、登録納税者数は1,400万人を超えました。施行初期の800万人と比

較すると、75%以上増加したことになります。GSTはインドを事実上の単一市場として統合させ、

外国人投資家に予測可能なビジネス環境を提供する基盤となりました。韓国企業がインドに工場を

建設する際、最初に実感する変化こそが、このGSTによる統合でした。

スワッチ・バーラト：トイレは寺院よりも重要である

経済改革と並行して、モディ首相が心血を注いだ社会改革がありました。2014年10月2日、マハト

マ・ガンディーの誕生日に合わせて開始された「スワッチ・バーラト・アビヤン（Swachh Bharat

Abhiyan、クリーン・インディア・ミッション）」です。

モディ首相はレッド・フォート（赤い城）での演説で禁忌を破りました。「寺院を建てることより

も、トイレを造ることの方が重要です」。ヒンドゥー至上主義者の口から発せられたこの言葉は、

聴衆を驚かせました。彼は2019年のガンディー生誕150周年までに、「野外排泄のないインド（

Open Defecation Free India）」を実現すると宣言しました。

この問題の深刻さを理解するには数字が必要です。2014年当時、インドの農村世帯の62%にはト

イレがありませんでした。ユニセフ（UNICEF）によれば、約5億5,000万人が野外排泄を行ってい

ました。世界の野外排泄人口の約60%がインドに集中していたのです。女性たちにとって、これは

衛生問題を超えて、安全と尊厳の問題でした。暗闇の中で人目のない野原へ行かなければならない

女性たちは、性犯罪の標的となりました。

政府は補助金を支給し、家庭や学校、公共の場所にトイレを設置しました。5年間で約1億1,000万

個のトイレが建設され、2019年10月、インド政府は公式に「ODF（Open Defecation Free）」の

達成を宣言しました。モディ首相自らが箒を持って街を掃除する姿はメディアで繰り返し報じられ、

眼鏡の形をしたスワッチ・バーラトのロゴはインドのすべての紙幣や公文書に印刷され、モディ首

相の存在感が日常の至る所に浸透することとなりました。

もちろん、トイレを建設しても倉庫として使われたり、水不足で使用できなかったりする事例も報

告されました。インド国家標本調査局（NSS）の2019年の調査によると、トイレがある世帯でも実

際の使用率は95%程度で100%には届かず、一部の地域では依然として文化的慣習がインフラに先

行していました。しかし、衛生問題を政治の中心へと引き上げ、最も貧しい女性たちの日常を変え

ることに寄与したことは明白です。このキャンペーンはモディ首相に「ガンディーの継承者」とい

うイメージを与え、農村の女性たちの間で強固な支持層を形成する要因となりました。

苦悩の政治学

貨幣改革、GST、スワッチ・バーラト。これら三つの構造改革には共通点があります。短期的には

多大な混乱と苦痛を伴いましたが、モディ首相はその苦痛を自身の政治的資産へと転換することに

成功したという点です。「国家のために苦い薬を飲もう」という呼びかけは、ナショナリズムの感

情と結びつき、逆説的な結束力を発揮しました。

批判者たちはこれを「組織的な無能さを愛国心で包み隠したものだ」と批判しました。一方で支持

者たちは「数十年間、誰も手をつけることができなかった構造的矛盾を打破した唯一の指導者であ
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る」と称賛しました。判断は読者の皆様に委ねられます。確かなことは、この過程を経てモディ首

相が「困難な決断を避けない強力なリーダー」というイメージを確立し、そのイメージが2019年の

再選の土台となったという事実です。

4.5 安保ナショナリズム：ウリ（Uri）攻撃、バラコット空爆

2019年2月26日午前3時30分、インド空軍のミラージュ（Mirage）2000戦闘機編隊が暗闇を切り

裂き離陸しました。目標は、実効支配線（LoC、Line of Control）を越えてパキスタン領の奥深く、

カイバル・パクトゥンクワ（Khyber Pakhtunkhwa）州バラコット（Balakot）に位置するテロ組織

の訓練キャンプでした。1971年の第三次印パ戦争以来、インドの戦闘機がパキスタン国境を越えた

のはこれが初めてのことでした。

この未明の出撃は、単なる軍事作戦ではありませんでした。インドの安全保障ドクトリンを根本か

ら変えた出来事であり、モディ首相を「インドの守護者（チョウキダール、Chowkidar）」として

人々の記憶に刻み込んだ政治的モーメントでした。

戦略的忍耐の破棄

インドとパキスタンの関係を理解するには、朝鮮半島の南北関係を思い浮かべるのが最も近道でしょ

う。1947年の分離独立以来、4度の戦争を繰り広げた両国は、カシミール（Kashmir）という解決

困難な結び目によって繋がれています。パキスタン情報機関（ISI）はテロ組織を代理人として立て、

インドを攻撃する「ハイブリッド戦争」を数十年にわたり展開してきました。2001年12月にはイ

ンド国会議事堂そのものが武装テロリストの攻撃を受け9名が死亡し、2008年11月にはムンバイで

パキスタンを拠点とするテロ組織ラシュカレトイバ（LeT）の武装隊員10名がタジマハル・ホテル

などを60時間にわたって占拠し、166名を殺害しました。

歴代のインド政府の対応は「戦略的忍耐（Strategic Restraint）」でした。核武装国家間の紛争拡

大を懸念し、外交的な抗議や国際社会への訴えにとどまる消極的な態度を維持してきたのです。

2008年にムンバイで166人が死亡するテロ事件が発生した際も、マンモハン・シン政権は軍事的報

復を自制しました。多くのインド国民が感じたのは、怒りと無力感でした。

モディ氏の登場はこの公式を変えました。注目すべきは、彼が当初、平和のジェスチャーから始め

たことです。2014年の就任式にはパキスタンのナワズ・シャリフ首相を招待し、2015年のクリス

マスにはシャリフ氏の誕生日を祝うため、予告なしにパキスタンのラホールを電撃訪問するという

異例の行動を見せました。しかし、2016年1月にパタンコート空軍基地でテロが発生すると、モディ

氏は冷徹に局面を転換させました。「対話とテロは両立しない」。

ウリ（Uri）：管理ラインを越えて

2016年9月18日、カシミールのウリ（Uri）地区にあるインド陸軍基地に、パキスタンの武装テロ

リストが侵入しました。早朝の奇襲により、19人のインド人兵士が戦死しました。インド全土が怒

りに沸き返りました。

事件発生から11日後の9月29日夜、モディ氏は決断を下しました。インド陸軍特殊部隊（Para SF）

が夜陰に乗じて管理ラインを徒歩で越え、侵入しました。パキスタン領カシミール内のテロリスト
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出撃拠点（Launch Pads）数カ所を同時多発的に攻撃し、多数のテロリストとパキスタン軍関係者

を殺害した後、無事に帰還しました。

インド政府は翌日、これを「外科手術的打撃（Surgical Strike）」と公式に発表しました。肝心な

のは「公式発表」にありました。以前にもインド軍が非公式に管理ライン付近で小規模な作戦を遂

行したことはあったでしょう。しかし、政府が公に管理ライン越境作戦を認め、宣伝したのは初め

てのことでした。これはパキスタンの「インドは核保有国である我々に手出しはできないだろう」

という計算を正面から打ち砕くものでした。

この作戦は、ボリウッドのブロックバスター映画『ウリ：サージカル・ストライク（Uri: The 

Surgical Strike）』として製作され、大ヒットを記録しました。劇中のセリフ「ハウズ・ザ・ジョ

シュ？（How's the Josh? ̶ 士気はどうだ？）」は、モディ支持者の間で流行語となりました。モ

ディ氏自身も選挙演説の場で、このセリフを叫んだことがあります。

プルワマとバラコート：1971年以来、初の空爆

2019年の総選挙をわずか数か月後に控えた2月14日、さらなる悲劇が起こりました。ジャム・カシ

ミール州のプルワマ（Pulwama）で、爆薬を満載した車両が中央予備警察部隊（CRPF）の輸送車列

に突っ込みました。40名の隊員が死亡しました。パキスタンを拠点とするテロ組織ジャイシュ＝エ

＝ムハンマド（JeM, Jaish-e-Mohammed）が犯行声明を出しました。衝撃的だったのは、自爆テロ

犯がパキスタン国籍者ではなく、カシミール地元出身の22歳の青年アディル・アフマド・ダル（

Adil Ahmed Dar）だったという事実です。これは、カシミールの過激化がいかに深刻であるかを示

す兆候でした。

モディ首相は軍に全権を付与すると宣言しました。12日後の2月26日未明、インド空軍のミラージュ

2000戦闘機編隊がパキスタン領空を侵犯し、バラコートにあるJeMの訓練キャンプに精密誘導弾を

投下しました。

これは、これまでの打撃とは次元が異なるものでした。特殊部隊による地上浸透ではなく戦闘機を

動員した空爆であり、管理ライン付近ではなくパキスタン本土の深部を打撃したのです。核保有国

同士が空軍力を動員し、相手国の領土深くに爆撃を敢行したことは、世界的にも極めて異例な事件

でした。

アビナンダン中佐と60時間の危機

翌日、パキスタンが反撃に出ました。両国の戦闘機による空中戦（ドッグファイト）が繰り広げら

れ、インド空軍の旧式戦闘機MiG-21が撃墜されました。パイロットのアビナンダン・ヴァルタマン

（Abhinandan Varthaman）中佐がパキスタン軍に拘束されるという危機が発生しました。核保有

国同士が全面戦争の一歩手前まで追い込まれた瞬間でした。

しかし、国際社会の圧力とモディ政権の強硬な姿勢に直面したパキスタンのイムラン・カーン（

Imran Khan）首相が「平和のジェスチャー」として、アビナンダン中佐を60時間後に送還しました。

口ひげを蓄え、包帯を巻いた姿で堂々とインド側の国境を越えてきたアビナンダン中佐の様子はテ

レビを通じてインド全土に生中継され、彼は国民的英雄となりました。アビナンダン中佐はヴィー

ル・チャクラ（Vir Chakra）勲章を授与され、2022年にはグループ・キャプテン（大佐相当）に昇
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進しました。

真実を巡る攻防、そしてそれが重要ではなかった理由

バラコート空爆の実際の被害規模については論争が残りました。インド政府は「多数のテロリスト

を殺害した」と主張しましたが、ロイターやAPなどの欧米メディアや、欧州の衛星分析機関デジタ

ルグローブ（DigitalGlobe）による衛星写真の分析では「爆弾は森に落ち、木が倒れただけだ」と反

論されました。パキスタンは空爆の翌日、外国人記者団を現場に案内し「何の被害もない」とアピー

ルしました。

しかし、モディ首相にとって事実は副次的な問題でした。重要なのは、インド国民が感じたカタル

シスでした。「我々はもはや、やられっぱなしではない」「我々の戦闘機が敵の本拠地まで攻め込

んだ」。この感情のエネルギーを自らの権力へと置換することこそが、モディ首相の真の戦略だっ

たのです。

安全保障が選挙を飲み込む

バラコート空爆は、2019年の総選挙の構図を完全に塗り替えました。当時、失業率の上昇、農村経

済の停滞、通貨改革の後遺症など、モディ政権の経済的失政に対する批判が強まっていました。野

党・国民会議派（INC）のラフル・ガンジー氏は、フランス製戦闘機ラファールの導入を巡る汚職疑

惑を追及し、攻勢を強めていました。「チョーキダール・チョール・ハイ（番人が泥棒だ）！」と。

モディ首相はこの攻撃を逆手に取りました。自身のツイッター（現X）のアカウント名の前に「

Chowkidar（番人）」を付け、「#MainBhiChowkidar（私も番人だ）」キャンペーンを展開したの

です。数千万人の支持者がSNSの名前に「チョーキダール」を冠し、オンライン上は「私もこの国

を守る番人である」という波で埋め尽くされました。

演説会場でモディ首相は叫びました。「我々は敵の家の中に入り、彼らを叩く（Ghar mein ghus

ke marenge）！」。群衆は熱狂しました。失業、物価、農家の負債といった生活に密着した課題は、

「国家安全保障」というブラックホールの中に吸い込まれていきました。野党による経済失政への

批判は、「反国家的な行為」として非難される雰囲気が醸成されたのです。

安全保障ナショナリズムという諸刃の剣

結果はモディ首相の圧勝でした。2019年の総選挙でBJP（インド人民党）は、2014年の282議席

を上回る303議席を獲得しました。安全保障ナショナリズムとヒンドゥー至上主義が結びついた、

爆発的なシナジーの結果でした。

モディ首相はインドの対外戦略を「受動的な防御」から「積極的な抑止」へと転換させました。ウ

リ襲撃への報復やバラコート空爆は、軍事的な有用性を超え、14億の国民に「我々は強大国である」

という心理を植え付けたのです。

しかし、すべての刃には両刃の側面があります。安保を名目に野党は「パキスタンの英雄になろう

とする者たち」と罵倒され、批判的なメディアは「国家の敵」へと追いやられました。カシミール

のムスリム住民に対する視線は、さらに冷ややかなものとなりました。安保ナショナリズムはイン

ドを外部の敵から守る鎧となりましたが、同時にインド内部の多様性と民主的な空間を圧縮するプ
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レス（圧力）にもなったのです。

2025年4月から5月にかけて、インドとパキスタンの関係は再び極度の緊張状態に陥りました。カ

シミールのパハルガム（Pahalgam）で観光客26人が殺害されるテロ事件が発生すると、モディ政

権はインダス川水利条約（Indus Waters Treaty）の事実上の停止、外交官の追放、領空・港湾の封

鎖など、2019年を上回る水準の措置を講じ、両国間の軍事的交戦の可能性が現実味を帯びる事態と

なりました。この事態の展開については、第9章で扱います。

モディがインド政治に導入した「安保ナショナリズム」という道具は、彼自身が作り上げたもので

ありながら、同時に彼を閉じ込める枠組み（フレーム）ともなりました。一度呼び覚まされた大衆

の報復心理は、指導者がコントロールできる範囲を超えてしまう可能性があるからです。

前の章

目次を見る

次の章

金京鎮AI書房

kimkj.com

© 2026. All rights reserved.
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第5章 ヒンドゥトヴァの実現：モディ第2期（2019‒2024）

前の章

目次を見る

次の章

5.1 ヒンドゥー・アジェンダの完成：憲法370条廃止、CAA、ラーム寺院

2019年8月5日、ニューデリーの湿気が議事堂の壁を伝って流れていました。連邦上院（ラジャ・

サバ）の演壇に、アミット・シャー（Amit Shah）内相が立ちました。彼の合間には一束の書類が

握られていました。同じ時刻、数千キロ離れたカシミール（Kashmir）地方では、すでに3万5千人

の追加兵力が配置を終え、電話線とインターネットが遮断され、前州首相を含む政治指導者たちが

自宅軟禁下に置かれていました。アミット・シャーが口を開きました。「政府は憲法370条を廃止

することを決定しました」。議事堂内は歓声と野次が同時に沸き起こりました。70年もの間、イン

ド政治の聖域であった条項が、わずか数時間で解体される瞬間でした。

なぜ370条だったのでしょうか。この条項を理解するには、1947年に英国の植民地支配から脱した

インドの建国の瞬間にまで遡る必要があります。当時、カシミールを統治していたヒンドゥー教徒

の王（マハラジャ）、ハリ・シンは、ムスリムが人口の多数を占める自領をインドに編入するか、

パキスタンに編入するか、決断を先延ばしにしていました。パキスタン側の武装勢力がカシミール

に侵攻すると、ハリ・シンはインドに軍事支援を要請し、編入文書に署名しました。その対価こそ

が、憲法370条によるカシミールへの広範な自治権の保障でした。国防と外交を除くほぼすべての

領域において、カシミールは独自の憲法、独自の旗、独自の法律を持つことができました。日本で

例えるなら、一つの国の中に沖縄県が別の憲法と別の県旗を持ち、残りの日本の法律が適用されな

い状況を想像すれば分かりやすいでしょう。

ヒンドゥー至上主義者たちにとって、この条項は耐え難い矛盾でした。インドという国の中で、ム

スリムが多数を占める地域だけが特別待遇を受けていることになるからです。モディが所属してい

たRSS（民族義勇団）とその政治的分身であるBJP（インド人民党）は、数十年にわたり370条の廃

止を党の核心公約として掲げてきました（第1章 1.3参照）。しかし、歴代のどの政権もこの導火線

に触れることはできませんでした。カシミール問題は核保有国であるパキスタンと直結しており、

一歩間違えれば戦争に発展する恐れがあったからです。

モディは違いました。2019年の総選挙で2014年を上回る大勝利を収めた彼は、この圧倒的な議席

数を武器にしました。BJPは303議席を獲得して単独過半数を達成し、モディはこれを「ヒンドゥト

ヴァ（Hindutva、ヒンドゥー至上主義）のアジェンダを実行せよという国民の委任状」と解釈しま

した。就任からわずか3ヶ月、彼は軍事作戦さながらの精密さで370条を除去しました。大統領令を

通じて370条の法的基盤を崩し、議会で再編法を通過させ、ジャンムー・カシミールという一つの

州を「ジャンムー・カシミール」と「ラダック」という二つの連邦直轄領（Union Territory）へと

分割しました。州から直轄領への格下げ。それは自治から中央による直接統治への転換を意味して

いました。
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モディとアミット・シャーは、これを「一つの国家、一つの憲法、一つの旗」の実現であると宣言

しました。ヒンドゥー教徒の支持層にとって、このニュースは祝祭でした。ジャンムー地域のヒン

ドゥー教徒たちは街に繰り出して歓喜し、インド全土のBJP支持者たちは花火を打ち上げました。し

かし、カシミール盆地の風景は正反対でした。5ヶ月間にわたってインターネットが遮断され、数百

人の政治活動家が拘束され、外出禁止令の中で800万人の住民の日常が止まりました。2023年12

月、インド最高裁判所は370条の廃止を「憲法に適合する措置」であると最終判決を下しました。

司法の場でもモディに軍配が上がったのです。しかし、カシミールの住民たちの目には、この判決

は自分たちの声が永遠に消し去られた確認書のように映りました。

370条廃止の衝撃が冷めやらぬ2019年12月、モディ政府はさらなる導火線に火をつけました。市

民権修正法（Citizenship Amendment Act、CAA）です。この法律の表面的な目的は人道的です。

パキスタン、バングラデシュ、アフガニスタンから宗教的迫害を逃れてインドにやってきた難民た

ちに市民権を与えるというものだからです。ところが、そこには決定的な条件が一つ付いていまし

た。対象となるのはヒンドゥー教、シーク教、仏教、キリスト教、ジャイナ教、ゾロアスター教の

信者のみであり、ムスリムは除外されるという点です。インドの憲法史上初めて、「宗教」が市民

権付与の基準となりました。

批判者たちは即座に反発しました。この法律が国民市民登録簿（NRC）と組み合わされたとき、何

が起きるのか。市民権を証明する書類を持たない貧しいムスリムは「不法滞在者」として分類され

ますが、同じ境遇のヒンドゥー教徒はCAAを通じて救済されます。結果として、ムスリムだけが国

籍を失い拘束センターへ送られる可能性があるという恐怖が拡散しました。デリー南部のシャヒー

ン・バーグ（Shaheen Bagh）では、ムスリムの女性たちが道路を占拠して抗議活動を開始し、「私

たちは書類を見せない（Kagaz Nahi Dikhayenge）」というスローガンが全国に広がりました。

2020年2月にはニューデリー北東部でヒンドゥー教徒とムスリムの間の流血の衝突が発生し、53人

が死亡しました。死亡者の大半はムスリムでした（2002年のグジャラート暴動との類似性について

は、第3章 3.2参照）。

CAAは制定後4年以上にわたり、施行規則が公示されないまま形骸化した状態にありました。それ

が2024年3月11日、総選挙をわずか数週間後に控えたタイミングで、モディ政府は施行規則を電撃

的に公示しました。選挙を前に、ヒンドゥー至上主義の支持層へ向けた号砲でした。しかし、2025

年現在まで、CAAに基づいて実際に市民権を付与された人は一人もいません。法律は存在するが機

能していない状態。CAAは法律というよりも、象徴政治の道具として機能していました。

そして最後のパズルが組み合わされました。アヨドヤ（Ayodhya）のラーム寺院（Ram Mandir）の

建設です。この物語は1992年に遡ります。その年の12月、数万人のヒンドゥー教過激派勢力がア

ヨドヤのバーブリー・マスジド（Babri Masjid）を素手で破壊しました。16世紀のムガル帝国時代

に建てられたこのイスラム寺院の場所が、ヒンドゥー教の神ラマ（Ram）の生誕地であるというの

が彼らの主張でした。寺院破壊後に発生した宗教暴動により、2千人以上が命を落とし、この事件は

現代インド史上最も深い傷跡の一つとなりました。

27年後の2019年11月、インド最高裁判所はこの紛争に終止符を打ちました。紛争地にヒンドゥー

寺院があったという考古学的証拠を認め、その土地をヒンドゥー教側に引き渡すよう命じる判決を

下したのです。モスクを破壊した行為自体は不法と規定しましたが、結果的にはヒンドゥー至上主

義勢力に軍配を上げた形となりました。
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2020年8月5日、370条廃止からちょうど1周年となる日に、モディ首相はアヨドヤを訪問し、ラー

ム寺院の着工式（ブーミ・プージャン、Bhoomi Pujan）を主宰しました。新型コロナウイルスのパ

ンデミックがインドを襲っていた時期でしたが、モディは自ら銀のレンガを置き、ヒンドゥー教の

司祭たちと共に儀式を執り行いました。寺院の設計を担当したのは建築家のチャンドラカント・ソ

ンプラ（Chandrakant Sompura）でした。グジャラート州出身のこの老建築家は、3代にわたりヒ

ンドゥー寺院を設計してきた家系の出身で、高さ161フィート（約49メートル）のナガラ（Nagara）

様式の寺院を構想しました。ピンク色のラージャスターン産砂岩で建てられたこの巨大な建築物は、

鉄筋を使わない伝統技法にこだわりました。1千年耐えうる寺院を建てるという意志の表れでした。

2024年1月22日、総選挙を数ヶ月後に控えて挙行された祝聖式（プラーン・プラティシュタ、

Pran Pratishtha）において、モディは事実上のヒンドゥー教の大祭司としての役割を果たしました。

彼は「主の前で証人として立ったのだ」と述べましたが、彼が立った場所は祭壇ではなく権力の頂

点でした。モディは、この寺院が「数世紀にわたる奴隷根性からの解放」であり、「インド文明の

復活を告げる象徴」であると宣言しました。ムガル帝国の遺産を消し去り、インドのアイデンティ

ティをヒンドゥー教中心に再編する歴史戦争の勝戦報告でした。開館初日には50万人が押し寄せ、

2024年の一年間でアヨドヤを訪れた参拝客は1億3,550万人に達しました。

370条廃止、CAA制定、ラーム寺院建設。この三つを個別に切り離せば、それぞれ憲法問題、移民

政策、宗教施設に関する話です。しかし、一つにまとめれば絵図が変わります。インドという国の

アイデンティティを「世俗国家」から「ヒンドゥー国家」へと変える、一貫したプロジェクトだっ

たのです。このプロジェクトの根源は、RSS創設以来受け継がれてきたヒンドゥトヴァのイデオロ

ギーにあります（第1章 1.2参照）。支持者にとって、モディは約束を守り抜く決断力の指導者でし

た。反対者にとって、彼は憲法が保障した多様主義を壊す分断の張本人でした。判断は読者に委ね

ます。ただ一つ明らかな事実は、これら三つの措置を通じてモディはRSSが創設以来夢見てきた核

心的アジェンダをすべて現実にし、「ヒンドゥー・フリダイ・サムラート（Hindu Hriday Samrat）」

、すなわちヒンドゥーの心の皇帝という称号を、もはや比喩ではなく事実に変えたという点です。

このような巨大な政治的地殻変動は、インドに進出した韓国企業にとっても諸刃の剣でした。州ご

とにバラバラだった法体系が中央へと統合されることでビジネス環境が簡素化された側面もありま

したが、宗教対立による社会的不安定はサプライチェーンのリスクとして作用しました。サムスン

電子のノイダ工場、ヒョンデ自動車のチェンナイ工場にとって、インドの「社会的統合」とは、政

治分析レポートの中の一文ではなく、工場の正門前に集まるデモ隊の規模と直結する現実の問題で

した。

5.2 コロナ19への対応：封鎖、ワクチン・マイトリー、経済刺激策

2020年3月24日夜8時、ナレンドラ・モディ首相がテレビ画面に現れました。いつもの華やかなジェ

スチャーはありませんでした。硬い表情、低い声。「今夜12時から21日間、インド全土を完全に封

鎖します」。予告時間はわずか4時間でした。13億8千万人の人口に与えられた準備時間は、たった

の4時間でした。列車が止まりました。バスが止まりました。工場の門が閉じられました。そして、

インドの道路の上で、現代史における悲劇的なシーンの一つが始まりました。

インドには約1億人の出稼ぎ労働者がいます。農村を離れ、大都市の建設現場や工場で働き、故郷の

家族に送金する人々です。日本の高度経済成長期に地方から都市へ出てきた若者たちを想像すれば
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よいでしょう。ただし、規模が違います。1億人です。封鎖令が出されると、彼らは一夜にして職を

失いました。金もなく、交通手段もありませんでした。だから、歩きました。数百キロを、炎天下

の中、赤ん坊を抱き、荷物を担いで歩きました。ある研究によると、4,330万人の出稼ぎ労働者が

第一次封鎖期間中に故郷へ戻り、そのうち約3,500万人が歩くか、あるいは非正規の交通手段を利

用しました。公式集計だけで198人が移動中の交通事故で死亡し、飢えや脱力で倒れた人々まで合

わせれば、実際の数字ははるかに多かったはずです。この光景はインドのテレビニュースを通じて

全国に生中継され、モディ政府の「準備なき衝撃療法」に対する批判が噴出しました。

モディの封鎖の決断には、彼なりの論理がありました。インドの医療インフラは14億の人口を支え

られるレベルではありませんでした。人口1,000人あたりの病床数はわずか0.5床であり、地方の医

療施設はほぼ存在しませんでした。ウイルスがインド全土に広がる前に、時間を稼がなければなり

ませんでした。だからこそ、世界で最も強力かつ最大規模の封鎖を断行したのです。モディはこれ

を古代叙事詩マハーバーラタの戦争になぞらえ、ウイルスとの戦いにおいて「21日間だけ耐えてほ

しい」と訴えました。彼は国民に鍋を叩き、キャンドルを灯すよう求め、数百万人もの人々がバル

コニーに出て彼の要請に応えました。危機の瞬間に大衆の心理を結束させる能力、これはモディが

持つ強力な政治的才能でした。

しかし、封鎖によって稼いだ時間を適切に活用したか。この問いに対する答えは、2021年の春に届

きました。デルタ株のウイルスがインドを襲いました。一日の感染者は40万人を超え、病床は底を

つき、酸素が消えました。インド全土から酸素ボンベを確保しようとする人々の切実なメッセージ

がSNSを埋め尽くしました。医療用酸素の一日の需要は、4月12日の3,842トンから5月初旬には

11,000トンへと3倍近く暴増しましたが、酸素を運搬する超低温タンクローリーは全国に1,200台

しかありませんでした。マハーラーシュトラ州ナーシクの病院では、酸素タンクの漏洩により22人

が一斉に死亡しました。デリーでは、小型の酸素ボンベが元の価格の25倍である2万5千ルピーで闇

取引されました。火葬場は24時間火が消えることがなく、ガンジス川には遺体が浮かびました。

インド政府の公式な新型コロナウイルス死亡者数は約48万人でした。しかし、世界保健機関（WHO）

が2022年に発表した超過死亡（excess mortality）の推定値は、これを圧倒しました。WHOは

2020年から2021年にかけてのインドの新型コロナ関連の超過死亡者が約470万人に達したと推計

したのです。公式統計と10倍近い開き。この数字に対し、インド政府は激しく反論しましたが、火

葬場や墓地のデータ、地方行政機関の死亡届の記録がWHOの推計を裏付けていました。

批判の矢はモディに向けられました。2021年1月、ダボス世界経済フォーラムで彼は「インドは多

くの命を救った国の一つだ」と自画自賛しました。その直後、西ベンガル州選挙のための大規模な

政治集会が開かれ、ヒンドゥー教最大の祭典であるクンブ・メーラ（Kumbh Mela）に数百万人も

の人々がガンジス川に集まり沐浴することが許可されました。クンブ・メーラが開かれたウッタラー

カンド州では、その期間中の新型コロナ感染率が1,800%急増したという報告が出されました。モ

ディ政府が防疫よりも選挙や宗教行事を優先したという批判は免れませんでした。

危機の中でもモディが繰り出したカードがありました。「ワクチン・マイトリー（Vaccine Maitri、

ワクチンの友情）」です。インドは「世界の薬局（Pharmacy of the World）」と呼ばれるほど巨

大な医薬品製造能力を備えていました。世界最大のワクチンメーカーであるインド血清研究所（SII）

がアストラゼネカ製ワクチンを「コビシールド（Covishield）」の名で大量生産し、バーラト・バ

イオテックが独自開発した「コバクシン（Covaxin）」も承認されました。モディはこの製造能力を
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外交の武器に変えました。自国民への接種がまだ開始段階にある中で、ブータン、ネパール、バン

グラデシュなどの近隣諸国やアフリカ、東南アジアの発展途上国90カ国あまりに2億3千万回分以上

のワクチンを無償提供または輸出しました。

これは純粋な人道主義ではありませんでした。中国が自国製のシノバックワクチンで発展途上国へ

の影響力を拡大させていたとき、インドがその対抗馬として名乗りを上げたのです。ワクチンの瓶

ごとにモディの名前が刻まれ、受領した国の首脳たちはモディに感謝の書簡を送りました。モディ

はこれをインドの古代哲学である「ヴァスダイヴァ・クトゥムバカム（Vasudhaiva Kutumbakam、

全世界は一つの家族）」の実践であると装飾しました。西側諸国が自国優先主義に陥っているとき、

インドがグローバルリーダーの責任を示したというナラティブ（物語）でした。たとえ第二次流行

時に国内のワクチン不足で輸出を中断するという紆余曲折を経たとしても、ワクチン・マイトリー

はインドのソフトパワーを大きく引き上げた外交的成果でした。

国内では、デジタルインフラが危機対応の核心的なツールとして作動しました。モディ第1期に構築

したアーダール（Aadhaar）身分証システムと連動したデジタルワクチン接種プラットフォーム「

コウィン（CoWIN）」を通じて、インドは世界でも早いスピードで10億回の接種を達成しました（

デジタル・インディアとUPI決済システムの構築過程については、第4章 4.3参照）。14億人のワク

チン接種データをリアルタイムで管理するこのシステムは、モディ政府が推進してきた「デジタル・

インディア」の実戦における成績表となりました。

経済的な打撃を突破するためにモディが掲げたスローガンは、「アートマニルバル・バーラト（

Atmanirbhar Bharat、自立したインド）」でした。2020年5月、彼はGDPの約10%に相当する20

兆ルピー（約2,660億ドル）規模の経済刺激策パッケージを発表しました。「他人に頼らず、自分

たちで直接作ろう」というこのスローガンは、韓国の1970年代の「輸出立国」精神と似ていました。

政府はこのパッケージを通じて現金のバラ撒きに留まりませんでした。8億人を超える貧困層に無償

で穀物を提供する食糧安全保障プログラム（PMGKAY）で当座の飢えをしのぐと同時に、構造改革

のメスを入れました。PMGKAYは新型コロナの緊急対応として始まりましたが、政治的な人気に支

えられて延長され続けました。2024年末、モディ政府はこのプログラムを2028年12月まで延長す

ると発表しました。8億人に毎月5キロの米や小麦を無償提供するこのプログラムの年間費用は約2

兆ルピー（約240億ドル）。世界最大規模の食糧福祉政策が事実上永久化されたのです。生産連動

型インセンティブ（PLI）制度を導入して半導体、電子、医薬品など核心産業の国内生産を奨励し、

中小企業（MSME）に無担保融資を拡大しました。新型コロナで露呈したグローバルサプライチェー

ンの脆弱性は、モディに「中国を離れてインドへ来い」というメッセージを世界中の企業に送る名

分を与えました。

この時期、韓国経済にも即座に衝撃が伝わりました。サムスン電子のノイダ工場とヒョンデ自動車

のチェンナイ工場が封鎖により停止し、グローバル売上に打撃を与えました。しかし逆説的に、新

型コロナは韓国企業にとってインドの戦略的価値を再確認させる契機となりました。中国への依存

度を下げようとする韓国企業にとって、インドはほぼ唯一の代替案であり、モディ政府はPLI制度と

いう飴をちらつかせながら、彼らを積極的に引き込みました。

結果として、インドは主要経済国の中でいち早くV字回復に成功しました。2022年に英国を抜いて

世界第5位の経済大国に浮上し、2025年には日本を超えて世界第4位の経済大国へと登り詰めまし
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た。人口14億の内需市場と若い労働力、デジタルインフラが生み出した成長動力がコロナ後に本格

的に稼働した結果でした。新型コロナという前代未聞の危機は、モディに二つのものを同時にもた

らしました。数百万人もの苦痛という消し去ることのできない影、そして「ポスト・チャイナ」の

製造強国への飛躍という逆説的な機会です。

モディ第2期の新型コロナ対応は、彼の統治方式の縮図でした。果敢な決断と不十分な準備、危機を

チャンスに変える戦略的な機敏さと、脆弱な人々が真っ先に倒れていく構造的な冷酷さが共存して

いました。彼はワクチンを運び経済を浮揚させて権力を固めましたが、ガンジス川の上に浮き上がっ

た遺体たちは、その権力が守りきれなかった人々の名簿でした。

5.3 内部の抵抗：農民デモ、報道の自由を巡る論争

2021年11月19日の朝、ナレンドラ・モディ首相がテレビカメラの前に立ちました。この日はシー

ク教の創始者グル・ナーナク（Guru Nanak）の誕生日であり、インド北部最大の祝祭日であるグル

プラーブ（Gurpurab）でした。いつもの断固とした口調は影を潜めていました。モディは頭を下げ

ながら言いました。「真心を込めてこの法律を作りましたが、一部の農民たちを説得することに失

敗しました」。就任以来、一度も引き下がることのなかった人物が、初めて自らの敗北を認めた瞬

間でした。

彼を屈服させたのは野党でも、国際社会の圧力でもありませんでした。トラクターを駆って首都に

上ってきた農民たちでした。

三つの法律、一つの怒り

事件は1年2ヶ月前に遡ります。2020年9月、モディ政府は新型コロナパンデミックの混乱の中で、

農業関連の3つの法案を議会で通過させました。法案の骨子は、農産物の流通市場を民間に開放する

というものでした。政府の論理は明快でした。従来の政府管理の卸売市場、すなわちマンディ（

Mandi）体制を超えて、農民が企業と直接取引できるようにすれば、中間手数料が減り所得が増え

るという計算でした。「メイク・イン・インディアが製造業を変えたように、農業も市場の力で近

代化する」というモディノミクスの延長線上にあるものでした。

しかし、パンジャーブ（Punjab）州とハリヤーナー（Haryana）州の農民たちにとって、この法案

は「生存に対する死刑宣告」と受け取られました。核心的な争点は最低支持価格（MSP、Minimum

Support Price）でした。MSPは1960年代の緑の革命以来、インドの農業政策の骨組みを成してき

た制度で、連邦政府が小麦や米などの主要農産物に対して最低購入価格を保障する仕組みです。政

府管理のマンディが弱体化すれば、MSP体系そのものが揺らぐことになります。農民たちは直感し

ました。価格決定権がアダニ（Adani）やリライアンス（Reliance）のような巨大なアグリビジネス

企業に移れば、自分たちは彼らの下請け労働者に転落してしまうのだと。

法案通過の過程も怒りを増幅させました。上院で野党が採決を要求しましたが拒否され、口頭採決

で強行突破に近い形で処理されました。憲法上、農業は州（State）の管轄事項であるにもかかわら

ず、連邦政府が州の同意なしに一方的に押し進めたのです。これは法案の内容と同じくらい、モディ

流の一方通行の国政運営そのものに対する反発を呼び起こしました。

デリー・チャロ：「私は、デリーへ行く」
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2020年11月、パンジャーブとハリヤーナーから数万人の農民がトラクターを駆ってニューデリー

へと出発しました。「デリー・チャロ（Dilli Chalo）」、ヒンディー語で「デリーへ行こう」という

意味です。警察は催涙ガスや放水銃を使って進入を阻みましたが、農民たちの行列は止まりません

でした。デリーへの進入が遮断されると、彼らはシング（Singhu）、ティクリ（Tikri）、ガジープ

ル（Ghazipur）など、首都郊外の主要な境界地点を占拠し、長期にわたる座り込みに入りました。

これはありふれたデモではありませんでした。農民たちは食糧、寝具、発電機、さらには洗濯機ま

で備え、一種の自治コミュニティを建設しました。シーク教の伝統である共同炊き出しのランガル

（Langar）では、一日三食が無料で提供され、ボランティアの医師たちが診療所を運営しました。

200を超える農民団体が「連合農民戦線（Samyukta Kisan Morcha）」を結成し、カースト、宗教、

地域を超えた連帯を作り出しました。人類史上最大規模のデモの一つとして記録されるべき現場で

した。

政府は強硬姿勢で立ち向かいました。デモ現場の周辺に鉄鋲を打ち込み、コンクリートのバリケー

ドを設置し、インターネットを遮断しました。与党幹部や親政府メディアは、デモ隊を「カリスティ

ー（Khalistan、シーク教分離主義）テロリスト」や「反国家勢力」として罵倒しました。2021年1

月26日、インドの共和国記念日に農民たちのトラクター行進が一部で暴動へと発展し、デモ隊の一

部がレッド・フォート（Red Fort）に乱入すると、政府はこれを口実にして弾圧の強度を一層高め

ました。

しかし、農民たちは屈しませんでした。12月の氷点下の寒さ、6月の50度の酷暑、新型コロナの脅

威の中で、1年以上にわたりその場を守り抜きました。この過程で、農民団体の集計基準で700人以

上が寒さ、病気、事故、自殺などで命を落としました。政府はこの数字を公式に認めず、遺族に対

する補償も拒否しました。

なぜモディは引き下がったのか

それでは、1年以上も踏ん張っていたモディは、なぜ突然謝罪して法案を撤回したのでしょうか。答

えはインド政治の作法にありました。2022年初頭、インドの「民心の風向き計」と呼ばれるウッタ

ル・プラデーシュ（Uttar Pradesh）州とパンジャーブ州の選挙が間近に迫っていました。農民デモ

の火が、BJPの核心的な支持基盤であるウッタル・プラデーシュ州西部のジャート（Jat）の農民た

ちにまで燃え移っていました。この票田を失えば、モディ第3期（Modi 3.0）への道が断たれる可

能性がありました。

権力は結局のところ投票箱から生まれるという事実を、モディは骨身に沁みて確認したのです。

2021年12月、議会が公式に3つの法律を廃止し、農民たちは座り込みを解除しました。しかし、農

民たちが要求したMSPの法的保障はなされませんでした。2024年2月、農民たちは再び街に出まし

た。今度は警察がドローンで催涙ガスを投下しました。法律は消えましたが、葛藤の根は依然とし

て地中に残っていました。2024年11月、農民指導者のジャグジット・シン・ダレワル（Jagjit

Singh Dallewal）がMSPの法的保障を求めて断食闘争に入りました。ダレワルの断食は52日間続き、

73歳の老人の命が危ぶまれる中で全国的な関心が集まりました。最高裁判所が直接介入し、断食の

中止を勧告するという異例の事態が起きました。モディ政府が農業法を撤回してから3年が過ぎまし

たが、農民たちの根本的な要求は一歩も前進しないまま足踏みを続けていました。
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猿ぐつわを嵌められたペン：報道の自由の墜落

農民デモが路上での抵抗だったとするなら、モディ第2期のもう一つの影は目に見えない空間で進行

していました。メディアの口を塞ぐことでした。

国境なき記者団（RSF）が発表する世界報道自由度指数において、インドの順位はモディ執権以降、

一貫して下落しました。2014年に140位だった順位は2023年に161位まで落ち込み、2024年も

159位に留まりました。180カ国の中で下位圏、「深刻（very serious）」レベルです。RSFはイン

ドの報道環境を「非公式の非常事態（unofficial state of emergency）」と表現しました。

報道統制は複数の層で同時に機能しました。第一に、メディア所有構造の再編です。モディ首相に

近い財閥が主要な報道機関を買い取ることで、批判的な声が消えていきました。ムケシュ・アンバ

ニ（Mukesh Ambani）のリライアンス・グループは70以上のメディアを所有し、8億人のインド人

に到達する巨大なメディア帝国を構築しました。2022年末、ゴータム・アダニ（Gautam Adani）

グループがインドを代表する批判的な報道機関であったNDTVを買収した事件は決定的でした。RSF

はこれを「主流メディアの多様性が終わったことを告げるシグナル」と評価しました。インド市民

はこうした親政府メディアを「ゴディ・メディア（Godi Media）」と呼びました。「ゴディ」はヒ

ンディー語で「膝」という意味ですが、「モディ（Modi）」と発音が似ています。権力の膝の上に

座った愛玩犬メディアという嘲弄でした。

日本や韓国の読者にとっても、この状況はかつての歴史を想起させるかもしれません。かつての開

発独裁時代、政府が報道機関を統廃合し、報道指針を下していた時代がありました。違いがあると

すれば、インドでは国家が直接メディアを所有する代わりに、親政府財閥が市場の論理を借りて同

じ効果を生み出しているという点です。

第二に、批判的なジャーナリストに対する司法的弾圧です。モディ政府は植民地時代の遺産である

煽動罪や、対テロ法である不法活動防止法（UAPA）を報道統制の道具として活用しました。ケーラ

ラ州出身の記者シディク・カパン（Siddique Kappan）は、ウッタル・プラデーシュ州の集団性的

暴行事件を取材しに行こうとして逮捕され、テロ共謀の容疑で2年以上収監されました。ファクトチェ

ック・メディア「アルト・ニュース（Alt News）」の共同設立者ムハンマド・ズベア（

Mohammed Zubair）は、過去のツイートを問題視され拘束されました。ニュースポータル「ニュー

スクリック（NewsClick）」は中国からの資金を受け取ったという容疑でUAPAの捜査を受け、創設

者が拘束されました。取材そのものが犯罪となる国で、記者たちは自己検閲を選択せざるを得ませ

んでした。

第三に、外信に対する報復です。2023年1月、英国BBCが2002年のグジャラート暴動当時のモディ

の役割を扱ったドキュメンタリー「インド：モディ問題（India: The Modi Question）」を放映しま

した。インド政府は直ちにYouTubeやTwitterで当該映像のリンクを遮断する緊急措置を発動しまし

た。大学のキャンパスでこのドキュメンタリーを上映しようとした学生たちは拘束されました。数

日後、税務当局がデリーとムンバイのBBC事務所を急襲し、強度の高い調査を行いました。批判的

な報道に対する明白な報復でした（モディの安保ナショナリズムの基調との関連性については、第4

章 4.5参照）。
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インドはインターネットの遮断においても世界記録を打ち立てました。デジタル権利団体「アクセ

ス・ナウ（Access Now）」の集計によると、2016年以降インドで実施されたインターネット遮断

の回数は700回を超えました。カシミールでの長期遮断、農民デモ現場での遮断、試験の不正行為

防止を名目にした遮断まで。5年連続で世界で最もインターネット遮断を多く実施した国という記録

でした。フリーダム・ハウス（Freedom House）はインドを「自由な国」から「部分的に自由な国」

へと格下げしました。

農民たちはバリケードを突き破りました。彼らのトラクターは立法府の独走を止め、選挙という民

主的な装置が権力を牽制できることを証明しました。しかし同じ時期、その勝利を伝えるマイクは

一つ、また一つと消えていました。14億人の人口の声は大きくなりましたが、その声を伝える通路

は狭くなっていました。モディ第2期のインドは、そのような国でした。

5.4 アダニ事態：政経癒着の疑惑

2023年1月24日、ニューヨークのあるオフィスから一つのレポートがインターネットにアップロー

ドされました。米国の空売り専門投資会社ヒンデンブルグ・リサーチ（Hindenburg Research）が

作成したものでした。タイトルはこうでした。「アダニ・グループ：世界第3位の富豪はいかにして

企業史上最大の詐欺を働いたか」。106ページに込められた暴露は、その後わずか十日間で1,500

億ドル、日本円で約23兆円の時価総額を蒸発させました。インド市場全体が揺れ、レポートの衝撃

波は大洋を越えてニューデリーの政界まで揺るがしました。

この事件が単なる企業スキャンダルに留まらない理由があります。アダニ・グループの運命は、モ

ディ首相の権力と正確に重なり合っていたからです。

チャイ売りの少年とダイヤモンド仲介商

ゴータム・アダニ（Gautam Adani）は大学を中退し、ムンバイでダイヤモンド仲介商としてスター

トした人物です。モディと同様にグジャラート州出身であり、苦労して成功を収めた自力更生型で、

謙虚な出発点を誇りにしています。二人の軌跡が交差し始めたのは2000年代初頭、モディがグジャ

ラート州首相を務めていた時代です。

モディが投資誘致イベント「バイブラント・グジャラート（Vibrant Gujarat）」を開くとき、アダ

ニは最前列で資金を出し事業を実行するパートナーでした。モディは土地を割り当て環境規制を緩

和し、アダニは港湾や発電所を建設しました。第3章で見た「グジャラート・モデル」の裏側には、

この二人の共生関係がありました（第3章 3.3参照）。

2014年5月、モディが首相に当選してニューデリーへ向かう際、彼が乗った飛行機の機体には「

ADANI」という文字が鮮明に刻まれていました。首相当選者が特定企業の専用機に乗って首都に入

る光景は、インド政治史上前例のないものでした。批判者たちは、これを二人の関係を凝縮する一

枚の写真として記憶しています。

インフラ帝国の誕生

モディ執権以降、アダニ・グループの膨張スピードは驚異的でした。港湾、空港、電力、石炭、防

衛、クリーンエネルギー、そしてメディアまで。政府が空港民営化を推進すると、空港運営の経験



62

が皆無だったアダニ・グループが、ムンバイを含む6つの主要空港の運営権を独占しました。環境規

制が緩和された場所では石炭鉱山が承認され、イスラエルのハイファ港を買収するなど海外へも進

出しました。ゴータム・アダニの資産は急増し、一時は世界長者番付で3位に浮上しました。

批判者たちはこれを「2A経済」と呼びました。Aとは、アダニ（Adani）とアンバニ（Ambani）で

す。モディ政府の核心的な経済政策が、これら二つの財閥に有利に設計されているという批判でし

た。野党指導者のラーフル・ガンディー（Rahul Gandhi）は議会でモディとアダニが一緒に写った

写真を掲げて問い質しました。「首相になってから、アダニの資産がなぜこれほど増えたのですか」

。モディは最後までアダニの名前を直接口にすることはありませんでした。

日本の読者にとって、この構図は既視感があるかもしれません。国家がリソースを特定の企業に集

中させて高速成長を牽引するという点では、かつての日本の高度成長モデルや韓国の財閥モデルと

似ているからです。ただし、決定的な違いがあります。日本の企業成長は激しい国際競争を通じて

検証されましたが、アダニの成長は主に政府インフラ事業の独占的受注に基づいていたという点で

す。市場ではなく政治的なコネが成長エンジンであったという疑惑、それがアダニ事態の核心です

（第3章 3.3の縁故資本主義の議論参照）。

ヒンデンブルグの爆弾

2023年1月24日に公開されたヒンデンブルグ・レポートは、2年間にわたる追跡調査の結果でした。

レポートの核心は三つに集約されます。

第一に、アダニ一族がモーリシャス、アラブ首長国連邦、カリブ海などのタックスヘイブンに数十

のペーパーカンパニーを設立し、これらの会社を通じてアダニ系列会社の株式を大量購入して株価

を人為的に吊り上げたという主張でした。第二に、膨らんだ株価を担保に莫大な融資を受けて事業

を拡張する危険なレバレッジ構造を持っているという分析でした。第三に、インド証券取引委員会

（SEBI）が筆頭株主の持ち株比率を75%に制限する規定を、オフショア法人を利用して回避したと

いう疑惑でした。ヒンデンブルグは、アダニ・グループの主要な上場会社が「85%以上過大評価さ

れている」と結論付けました。

市場の反応は即座かつ破壊的でした。レポート発表後わずか十日間で、アダニ・グループの時価総

額は半分に減少しました。あるメディアの表現によれば、蒸発した金額はコスタリカのGDP全体の2

倍に達しました。アダニ・エンタープライズが野心的に進めていた25億ドル規模の公募増資は電撃

的に取り消され、ゴータム・アダニは世界長者番付の3位から一気に20位圏外へと転落しました。

シティグループはアダニ債券の担保価値を0と査定し、S&Pはアダニ・エンタープライズをダウ・ジョ

ーンズ・サステナビリティ・インデックスから除外しました。

「インドに対する攻撃」

アダニ・グループは413ページに及ぶ反論を打ち出しました。ヒンデンブルグの主張を「マンハッ

タンのマドフ（詐欺師）」が書いた「計算された嘘」であると一蹴しながら、レポートの真の目的

は「特定の会社に対する攻撃ではなく、インドの独立性と成長ストーリーに対する計算された攻撃

である」と規定しました。企業の不正疑惑を国家に対する攻撃へと置き換える戦略でした。
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モディ政府とBJPも同じ論理に乗りました。沈黙を貫くか、野党の合同調査委員会（JPC）設置要求

を黙殺しました。議会では野党議員のマイクが切られ、発言記録が速記録から削除されるという事

態が起きました。ラーフル・ガンディーはアダニ関連の発言を理由に名誉毀損の有罪判決を受け、

一時は議員職を喪失するまでになりました。

一方、インド最高裁判所はSEBIに調査を命じましたが、SEBIの対応は生ぬるいものでした。2024

年1月、最高裁は別の特別捜査チーム（SIT）の構成は不要であるとし、SEBIの調査を信頼するとい

う判決を下しました。ところが2024年8月、ヒンデンブルグが後続のレポートを通じてSEBI委員長

自身がアダニ・グループと利益相反関係にあるという疑惑を提起したことで、規制機関の独立性そ

のものが俎上に載りました。監視者を監視する者がいない構造、それこそがインドの金融市場が直

面した根本的な問題でした。

そして2024年11月、アダニ事態は全く新しい局面へと突入しました。米国司法省（DOJ）がゴー

タム・アダニとその甥のサガル・アダニ（Sagar Adani）を贈収賄および詐欺の容疑で起訴したので

す。起訴状の内容は衝撃的でした。アダニ側がインドの太陽光エネルギー契約を勝ち取るために、

インド政府の役人たちに2億6,500万ドル（約400億円）規模の賄賂を提供したというのが核心的な

容疑でした。ニューヨーク南部連邦地方裁判所の起訴状によると、この賄賂はインドの複数の州で

の電力購入契約を有利に締結するための対価でした。米証券取引委員会（SEC）も別途、民事訴訟

を提起しました。

アダニ・グループは直ちにすべての容疑を否認しました。ゴータム・アダニは「あらゆる法的手段

を動員して潔白を証明する」と表明しました。しかし、米国の司法体系の中で提起されたこの起訴

は、ヒンデンブルグ・レポートとは次元の異なる重みを持っていました。空売り投資会社のレポー

トは市場の判断に委ねることができましたが、連邦大陪審による起訴は刑事裁判へと繋がる道でし

た。ケニアはアダニ・グループとの空港建設契約をキャンセルし、多くの国際金融機関がアダニと

の取引を再検討し始めました。

インドの野党は直ちにモディ首相に説明を要求しました。「首相と最も親しい事業家が米国で贈収

賄の容疑で起訴されたのに、なぜ首相は沈黙しているのか」。しかし、モディとBJPは今回も口を開

きませんでした。

成長モデルの影

アダニ事態が残した問いは、一企業の不正の是非を超えています。それはモディノミクスの構造的

な矛盾に対する問いでした。

モディの経済戦略は「ナショナル・チャンピオン（National Champion）」モデルです。少数の巨

大企業を国家が育成し、インフラを建設させ成長を牽引させる方式です。かつての日本の護送船団

方式や開発経験と類似した点があります。しかし、かつての日本企業が自動車、電機、造船などの

グローバルな競争を通じてその能力を証明されたのと比べ、アダニの事業の大部分は国内インフラ

の独占に基づいていました。競争ではなく政治的なコネが成功の鍵となる構造では、効率性よりも

忠誠が、革新よりも人脈が報われます。

野党はこれを「クローニー・キャピタリズム（Crony Capitalism、縁故資本主義）」と呼びました。

「自立したインド（Atmanirbhar Bharat）」というスローガンの下で推進された国家主導の成長が、
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実際には少数の側近財閥の利益のためのものではなかったかという問いです。ここにモディ政府が

導入した「選挙債券（Electoral Bonds）」制度が、不透明な企業寄付金を執権党へ流し込む通路に

なったという批判まで加わりました。

それでもアダニ・グループは生き残りました。グローバル投資会社GQGパートナーズが19億ドルを

投資して信頼を回復させ、株価は徐々に反騰しました。2024年6月頃、アダニ・グループの時価総

額はヒンデンブルグ・レポート以前の水準をほぼ回復しました。ゴータム・アダニも再び世界長者

番付の上位に復帰しました。しかし、その年11月の米国の起訴により株価は再び急落し、アダニ・

グループは再び生き残りの岐路に立たされました。

権力は時として、華やかな空港ターミナルや巨大な港湾クレーンの陰に自らを隠します。ロバート・

キャロがニューヨークの道路や橋の裏側からロバート・モーゼスの権力を追跡したように、アダニ

事態はインドの高速道路や発電所の裏側に潜む権力の作法を覗き見させる事件でした。ヒンデンブ

ルグのレポートから始まった疑惑は、米国司法省の起訴状へと飛び火しました。数字は嘘をつくこ

とがあります。しかし、誰がその数字を監視し、誰が監視者を監視するのかという問いは、モディ

第3期を迎えたインドが解かなければならない重い宿題として残されました。

前の章

目次を見る

次の章
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第6章. グローバル・リーダーシップ

前の章

目次を見る

次の章

6.1 多重提携戦略：アメリカ（クアッド）・ロシア（BRICS）の均衡

2024年7月8日の夜、モスクワ郊外のノボ・オガリョボ（Novo-Ogaryovo）大統領公邸。3期目の

再選を果たしてから1ヶ月も経たないナレンドラ・モディが専用機から降りました。出迎えたのは、

ウラジーミル・プーチン（Vladimir Putin）でした。両首脳は握手の代わりに両腕を広げ、世界中の

カメラの前で情熱的な抱擁を交わしました。欧米メディアはこれを「ベアハッグ（Bear Hug、熊の

抱擁）」と呼びました。

タイミングが問題でした。まさにその日、ロシアのミサイルがキーウのオフマディト（Okhmatdyt）

小児病院を直撃し、数十人の民間人が犠牲となりました。翌日には、ワシントンでNATO（北大西

洋条約機構）創設75周年の首脳会議が開催される予定でした。ウクライナのウォロディミル・ゼレ

ンスキー（Volodymyr Zelensky）大統領は、SNSに病院の残骸の写真を投稿し、次のように綴りま

した。「世界最大の民主主義国家の指導者が、世界で最も血なまぐさい犯罪者を抱擁する姿は、巨

大な失望であり、平和に対する破壊的な打撃である」。

しかし、モディは意に介しませんでした。プーチンとテラスでチャイ（Chai）を飲み、ゴルフカー

トに乗って公邸の馬小屋を見学しながら、4時間以上にわたって対話を続けました。インドの首相が

就任後、最初の外遊先として伝統的な南アジアの隣国ではなくモスクワを選んだのは、異例のこと

でした。欧米の視点からは裏切りに近い光景でしたが、モディにとってこれは徹底的に計算された

権力の文法でした。

なぜ彼は、よりによってこのタイミングで、この場所を選んだのでしょうか。

その答えを探るには、モディが設計した「多重提携（Multi-alignment）」という外交戦略の軌跡を

辿る必要があります。

かつてのジャワハルラール・ネルー（Jawaharlal Nehru）時代、インドの外交原則は「非同盟（

Non-alignment）」でした。「どちらの味方もしない」という消極的な中立でした。冷戦が終結し、

世界がアメリカ中心の一極体制へと再編される中でも、インドはしばらくこの原則を維持しました。

しかし、モディの戦略は根本的に異なります。彼は「すべての側に立ち、インドの利益のみを追求

する」という攻めの実利主義を選択しました。わかりやすく言えば、近所の有力者全員と親しく付

き合いながら、それぞれから必要なものだけを手に入れる賢い世渡り術です。ただ、その「近所」

が地球全体であり、有力者たちが核兵器を持つ大国であるという点が異なるだけです。

この戦略が機能するメカニスメは、数字に表れています。まず、ロシア側を見てみましょう。ウク

ライナ戦争が勃発する前の2021年、インドの原油輸入全体に占めるロシア産の割合はわずか2％に

過ぎませんでした。しかし、欧米の制裁によってロシア産原油の価格が国際価格より1バレルあたり



66

15～20ドル暴落すると、モディ政権は躊躇しませんでした。2024～25会計年度には、ロシアはイ

ンドの原油輸入の約40％を占める最大の供給国となりました。インドは中国を抜き、ロシア産原油

の世界最大の輸入国としての地位を固めました。開戦前と比較すると、50倍近い急増です。インド

の石油精製会社は、この安価な原油を精製してディーゼル燃料や航空燃料にし、それを欧州に転売

することで莫大な利益を得ました。リライアンス・インダストリーズ（Reliance Industries）は

2024年12月、ロシアの国営石油企業ロスネフチ（Rosneft）と、1日あたり50万バレル規模の10

年間にわたる長期供給契約を締結しました。

インドのスブラマニヤム・ジャイシャンカル外相は、西側の批判に対し、次のように応酬しました。

「欧州が午後のひと時で買い入れるロシア産ガスの量は、インドが1ヶ月間に輸入する原油よりも多

い」。この発言は、インド国内で大きな共感を得ました。「我々は米国の衛星国ではない」という

メッセージは、14億のインド人の民族主義的な誇りを刺激しました。

ところが同じ時期、モディ首相は米国からも最高水準の待遇を受けていました。2023年6月のワシ

ントン国賓訪問において、ジョー・バイデン大統領はホワイトハウスの晩餐会にモディ氏を招待し

ました。さらに、米議会上下両院合同会議での演説という稀有な栄誉も与えました。この場でモディ

氏は、2度目の合同演説を行ったインド首相として記録されました。手土産も豪華なものでした。米

国の最先端戦闘機エンジン（GE F414）の共同生産技術移転、高高度無人機（MQ-9B）の導入合意、

半導体企業マイクロンによるインド投資などが相次いで発表されました。

米国はなぜ、ロシアと密着するモディ氏の動きを黙認したのでしょうか。理由は明確です。中国と

いう巨大な変数のためです。米国のインド太平洋戦略において、14億の人口を抱えるインドは、中

国を牽制できる唯一の対抗馬です。モディ氏はこの点を的確に突き、米国主導の4カ国安全保障対話

（Quad：日米豪印）に積極的に参加しながらも、それがNATOのような軍事同盟へと変質すること

は断固として拒否しました。インドの立場からすれば、クアッドが「対中包囲網の前哨基地」と見

なされれば、中国との関係が修復不可能になるほど悪化するためです。その代わりにモディ氏は、

クアッドを海洋安全保障、重要鉱物のサプライチェーン、技術標準、インフラ協力といった実務的

な機能別の枠組みとして活用しました。軍事的な負担を最小限に抑えつつ、実利を最大化する手法

でした。

同時にモディ氏は、ロシアや中国が主導するBRICSや上海協力機構（SCO）においても主要メンバー

として活動しました。2024年にBRICSがエジプト、エチオピア、イラン、UAEなどを受け入れて拡

大した際、インドはこのプラットフォームを、ドル中心の金融構造の改革やグローバルサウスの代

表性拡大を要求するためのレバレッジとしました。しかし、BRICSが中国主導の反米・反西側ブロッ

クに傾くことには警戒感を示しました。「中国と同じテーブルには着くが、中国のテーブルにはさ

せない」という姿勢でした。

ところが、2023年後半から、この精巧な綱渡りに予期せぬ亀裂が生じ始めました。

2023年9月、カナダのジャスティン・トルドー首相が議会で衝撃的な発言を行いました。同年6月

にカナダのブリティッシュコロンビア州で殺害されたシーク教分離主義活動家、ハルディープ・シ

ン・ニジャール氏の死にインド政府が関与したという「信憑性のある主張」が存在すると明らかに

したのです。インドは即座に否定しました。両国は外交官を相互に追放し、インドとカナダの関係

は数十年間で最悪の状態に陥りました。
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波紋はそれだけにとどまりませんでした。2024年11月、米国司法省（DOJ）は、インド政府工作

員とされるニキル・グプタ氏を、米国領土内でシーク教分離主義活動家のグルパトワント・シン・

パヌン氏の暗殺を謀った容疑で起訴しました。米国の同盟国であり民主主義のパートナーであるイ

ンドが、米国市民の暗殺を試みたという容疑は、両国関係の根底を揺るがす事案でした。インド政

府は独自に調査委員会を設置したと発表しましたが、西側の視線は冷ややかになりました。モディ

氏が国際舞台で築き上げてきた「責任ある民主主義国家」というイメージに大きな傷がついたので

す（第3章3.4参照）。

追い打ちをかけるように、2025年1月に発足した第2次トランプ政権は、インドに新たな試練をも

たらしました。トランプ大統領はインドを「貿易における大きな悪党」と呼び、ロシア産原油の輸

入を問題視しました。インド製品に対する関税圧力が強まり、米国は農産物市場の開放と貿易不均

衡の解消を強く要求しました。バイデン政権下で築かれたインドと米国の密月関係は、再調整（

recalibration）の局面を迎えたのです。

モディ政権は怯みませんでした。必要とあれば中国との関係改善というカードを切り、米国を逆に

圧迫する大胆さを見せました。インドの外交的柔軟性は、一方が揺らぐともう一方に重みを移すシー

ソーの力学に近いものでした。

モディ氏のこのような動きは、韓国の外交的ジレンマと重なる部分が多くあります。韓国もまた、

韓米同盟という安保の柱と、韓中経済関係という現実の間で綱渡りをしています。しかし、決定的

な違いがあります。韓国が強大国の顔色をうかがいながら「戦略的曖昧さ」に悩む一方で、モディ

氏は14億人の人口と巨大市場という武器を手に「戦略的鮮明さ」を主張します。「インドは平和の

味方であり、インドの国益が最優先である」。この言葉には曖昧さがありません。

権力は誇示しない時こそ強力であると言われます。しかし、モディ氏はこの法則を覆しました。彼

は権力を世界という舞台で華々しく展示しました。プーチン氏との抱擁も、バイデン氏との握手も、

習近平氏との会談も、すべては14億のインドの生存と浮上のための演劇の一場面でした。モディ氏

にとって外交は大義の世界ではありません。それは徹底したビジネスであり、多重提携はインドが

強大国の仲間入りをするための最後のパズルピースでした。

強大国の間で道を見失わない方法。モディ氏は今、世界に彼なりの解決策を示しています。ただ、

カナダや米国との外交危機、トランプ第2政権による関税圧力は、この解決策の耐久性を試す最初の

亀裂です。その亀裂がさらに広がるのか、あるいは修復されるのかは、まだ誰にもわかりません。

6.2 G20議長国：グローバル・サウスの盟主

2023年9月9日午前、ニューデリー中心部のプラガティ・マイダン（Pragati Maidan）地区に新設

された複合コンベンションセンター「バーラト・マンダパム（Bharat Mandapam）」。ナレンドラ・

モディ首相が議長席で黄金の小槌を打ち鳴らしました。「我々はアフリカ連合をG20の正式メンバー

として迎えます」。55カ国を代表するアフリカ連合（AU）の議長が演壇に歩み寄ると、モディ氏は

席から立ち上がり、彼を熱く抱擁しました。会場には拍手が沸き起こりました。

G20創設以来、劇的な拡張の瞬間でした。欧州連合（EU）に続き、2番目の地域機構が正式メンバー

となったのです。13億人の人口を抱えるアフリカ大陸が、世界経済ガバナンスのテーブルに公式な

席を得たのです。そして、この歴史的な場面を演出したのはモディ氏でした。
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ある人はこう尋ねるかもしれません。G20の議長国を一度務めたことが、それほど大層なことなの

か、と。しかし、モディ氏にとって2023年のG20は国際行事以上の意味がありました。それは「イ

ンドは今や世界の中心である」という物語を14億の国民の胸に刻み込む政治的な戴冠式でした。

2024年の総選挙を控えた時期であったことも偶然ではありません。

モディがこの舞台をどのように設計したかを追跡してみると、権力がイメージを糧に成長するメカ

ニズムが鮮明に浮かび上がります。

まずモディは、G20をニューデリーという一つの都市に閉じ込めませんでした。インド全土60の都

市で200回以上の関連会議を開き、国土全体をG20の展示場に作り変えました。「ジャン・バギダ

リ（Jan Bhagidari）」、すなわち「国民参加」という名の下、農村の学生たちまでG20クイズ大会

に参加させました。インド政府の発表によれば、7,000万人以上がこの参加活動に動員されました。

「G20は官僚たちの祝宴ではなく、国民全員のものだ」というモディの宣言は、事実上「この成功

は私の成功であり、すなわち皆さんの成功である」という政治的メッセージでした。

韓国において1988年のソウルオリンピックが国民に「私たちもやればできる」という自負心を植え

付けたのと同様の効果を、モディはG20に求めました。ただ、オリンピックはスポーツイベントで

あり、G20は外交の舞台であるという点が異なっていただけです。

モディがG20で見せた特筆すべきリーダーシップは、「グローバル・サウス（Global South）」の

代弁者を自任したことでした。G20首脳会議が開催されるずっと前の2023年1月、モディは世界

125カ国以上の開発途上国の首脳をオンラインで招集し、「グローバル・サウスの声サミット（

Voice of Global South Summit）」を開催しました。「皆さんの優先事項こそが、インドの優先事

項です」。この一文は、大国中心の世界秩序に疲弊していたアフリカ、南米、アジア諸国に強い響

きを与えました。2024年11月にはオンライン形式のG20首脳会議を再び成功裏に主催し、議長国

としてのリーダーシップが一過性の行事に終わらなかったことを証明しました。

グローバル・サウス。この用語は、読者の皆様には多少馴染みが薄いかもしれません。平たく言え

ば、先進国クラブであるG7に属さない残りの世界、主にアジア、アフリカ、南米の開発途上国を総

称する言葉です。人口で見れば世界の圧倒的多数を占めますが、国際秩序を設計するテーブルから

は長らく疎外されてきた国々です。モディは、この巨大な多数派の声を自らが代弁すると名乗りを

上げたのです。

その代表的な成果が、アフリカ連合（AU）の G20加盟でした。2023年6月、モディはG20加盟国

の首脳に直接書簡を送り、AUの正式加盟を提案しました。アフリカの55カ国を一つの声にまとめ、

世界経済の議論に参加させようという狙いでした。インドの立場からすれば、この提案は多くの利

害が合致する一手でした。アフリカ諸国の支持を確保できれば、国連安保理常任理事国への進出に

必要な票を集めることができ、中国の「一帯一路（BRI）」に対抗してアフリカにおけるインドの影

響力を拡大する足がかりを築くことも可能でした。

G20首脳会議自体の運営も、モディの外交的手腕が光る場面でした。当時、G20はウクライナ戦争

を巡る西側諸国とロシア・中国との激しい対立により、共同宣言の採択が危ぶまれる状況にありま

した。その年の予備会議では、すでに何度も合意が頓挫していました。習近平氏は欠席し、プーチ

ン氏も姿を見せませんでした。会議が始まる前から、失敗が予見されるような雰囲気でした。
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しかしモディは、水面下で熾烈な文言調整を行いました。西側が求める「ロシアの侵攻」という表

現の代わりに、「ウクライナにおける戦争」という曖昧な文言を挿入し、戦争による人的苦痛と領

土保全の原則を強調する妥協案を提示しました。その結果、全83項目が全会一致で採択された「ニュ

ーデリー首脳宣言（New Delhi Leaders’ Declaration）」が生まれました。成長、気候、エネルギー

、デジタル転換、開発金融、中小企業支援など幅広い議題を盛り込んだこの宣言は、「仲介者イン

ド」の力量を証明する外交的勝利でした。

モディ首相はここで立ち止まりませんでした。G20を単なる言葉の応酬の場ではなく、実質的な成

果を生み出すプラットフォームにしようと試みました。グローバル・バイオ燃料同盟（Global

Biofuel Alliance）を発足させてエネルギー転換の議題を先取りし、インド・中東・欧州経済回廊（

IMEC）に関する覚書（MOU）を成立させました。IMECはインドからUAE、サウジアラビアを経て欧

州へと続く鉄道・港湾・エネルギー・データのネットワーク構想であり、中国の「一帯一路」に対

する西側の対案として注目を集めました。米国、サウジアラビア、UAE、EU、フランス、ドイツ、

イタリアが署名に参加し、バイデン大統領はこれを「歴史的な合意」と評価しました。ただし、

2023年10月以降に激化したガザ紛争が中東の地政学的な力学を揺るがしたことで、IMECの実質的

な進展は予想よりも遅れています。覚書のインクが乾かぬうちに、現実の壁に突き当たった形です。

インドが自国のデジタル公共インフラ（DPI）をグローバル・サウスに普及させると提案したことも、

注目すべき点です。国民全員の生体認証身分証「アドハール（Aadhaar）」や統合決済システム「

UPI」を、他の開発途上国に無償で伝授するというものでした（第4章4.2～4.3参照）。「我々の技

術が皆さんの成長を助ける」というメッセージは、インドを援助を受ける国からソリューションを

提供する国へと格上げしようとする布石でした。これは、韓国が援助受領国から供与国へと転換し

た経験と重なる部分があります。しかし、インドはさらに一歩踏み込み、自国が生み出した技術モ

デルそのものを世界標準として拡散させようという野心をあらわにしました。

しかし、この華やかな祝祭の裏側には、権力の影も濃く落とされていました。首脳陣が移動するルー

ト沿いのスラム街は、巨大な目隠しで徹底的に遮られました。数千人の露天商が路上から追い出さ

れました。「輝くインド」を見せるために、貧しい人々の生活は一時的に消し去られなければなり

ませんでした。会場のいたるところには「インディア（India）」の代わりに古代サンスクリット語

の国名「バーラト（Bharat）」と記された名札が置かれました。これはイギリス植民地時代の遺産

を払拭し、ヒンドゥー文明国家としてのアイデンティティを打ち出そうとするモディ首相のナショ

ナリズム的な意志の表れでもありました（第3章3.2参照）。人権団体ヒューマン・ライツ・ウォッ

チ（Human Rights Watch）は、「G20加盟国はインドの市民的・政治的権利の後退を直視すべき

だ」と求めましたが、その声は祝祭の喧騒にかき消されました。

首脳宣言のウクライナに関する文言をめぐる妥協も、論争の敵となりました。欧米の一部からは「

原則を見捨てた」との批判も上がりました。しかし、モディ首相にとって重要だったのは道徳的な

審判ではありませんでした。合意を導き出した議長国の手腕を全世界に誇示すること、それこそが

彼の目標だったのです。モディ首相はこの舞台において、道徳的な審判者ではなく、徹底した実利

追求者として振る舞いました。

G20の成功は、すぐに国内政治の資産へと転換されました。インドの街の至るところにモディの顔

とG20ロゴを載せたポスターが貼られ、与党BJPは「インドがヴィシュワ・グル（Vishwa Guru、世

界の師）として復帰した」と宣伝しました。2024年総選挙で三期目に成功したモディにとって、こ
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のG20は強力な政治的資産の一つでした。

「グローバル・サウスのリーダー」という称号は、スローガンだけで得られるものではありません。

真のリーダーシップとは、開発途上国の要求、債務負担、気候資金、食糧価格、デジタル格差といっ

た切実な問題を国際会議の文書や制度へと翻訳し、その過程で先進国を説得、あるいは圧迫できる

能力から生まれます。モディ首相はG20の議長国を務めることで、まさにその能力を誇示したので

す。

もちろん限界もあります。インド自身が巨大な新興国であり市場国家であるため、「代弁者」であ

りながら「当事者」でもあるという二重のアイデンティティを避けることはできません。グローバ

ル・サウスの内部にも利害対立は存在します。債務国と債権国、産油国と非産油国、中国と距離を

置こうとする国と近づこうとする国の間の葛藤を調整することは、宣言文一枚で解決できることで

はありません。

それでも、バーラト・マンダパム（Bharat Mandapam）の華やかな照明が消えた後、一つのことが

明確になりました。インドはもはや西洋の命令を待つだけの国ではないということです。モディ首

相はG20という舞台を通じて、インドを「会場の運営者」から「議題の設計者」へと引き上げまし

た。声なき者たちの声となること、それこそが21世紀の権力が機能する洗練された手法であること

を、彼は証明しようとしました。その証明が完成するまでにはまだ道半ばですが、最初の一歩は確

実に踏み出されました。

6.3 インド・太平洋戦略：「アクト・イースト（Act East）」と中国への牽制

2014年11月、ミャンマーのネピドー（Nay Pyi Taw）。東南アジア首脳会議の場に立ったナレン

ドラ・モディ首相は、ある一文を投げかけました。「インドの『ルック・イースト（Look East）』

政策は、これより『アクト・イースト（Act East）』政策となります」。「見る（Look）」を「行

う（Act）」に変えただけですが、会場の空気は一変しました。20年以上にわたり、インドは東南

アジアを「眺めるだけ」でした。その視線を収め、自ら飛び込むという宣言だったのです。なぜモ

ディは就任からわずか半年で、これほど急いで外交政策の看板を掛け替えたのでしょうか。

その答えを知るには、まずインドの目の前の海で何が起きていたかを見る必要があります。中国が

動いていました。習近平が掲げる「一帯一路（Belt and Road Initiative, BRI）」という巨大な網が、

インドをじわじわと締め付けていたのです。スリランカのハンバントタ港、パキスタンのグワダル

港、ミャンマーのチャウピュー港、そしてジブチの海軍基地。地図で見れば、これらの拠点はイン

ドを屏風のように取り囲む形を成しています。戦略家たちはこれを「真珠の首飾り（String of

Pearls）」と呼びました。美しい名前ですが、インドにとっては首を絞める絞首刑の縄に近いもの

でした。モディは「見ているだけでは窒息する」ことを悟っていたのです。

アクト・イーストの本質は、単に東南アジアと親交を深めようという話ではありません。それは、

インドが南アジアの枠組みを超え、インド洋と太平洋を結ぶ広大な海洋空間で自らの居場所を見つ

けるという、地政学的な跳躍でした。モディは直ちに行動を起こしました。2018年の共和国記念日

の式典に、ASEAN（東南アジア諸国連合）10カ国の首脳を全員招待するという破格の対応を見せた

のです。インドの歴史上、前例のないことでした。ニューデリーのラージパト（Rajpath）通りを東

南アジアの首脳たちが並んで歩いたという事実自体が、「インドはもはや南アジアだけに留まらな
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い」という視覚的な宣言でした。

しかし、モディの東方進出に決定的な転換点をもたらしたのは、会議場ではなく戦場でした。2020

年6月、ヒマラヤのガルワン渓谷（Galwan Valley）でインド軍と中国軍が衝突しました（第4章4.5

参照）。1975年以来、初めて双方に死者が出ました。銃器の使用が禁止されている国境地帯の慣例

に従い、両軍の兵士は鉄パイプや釘の刺さった棍棒、石を使って戦いました。インド軍は20名が戦

死しました。標高4,000メートルを超える冷たく暗い渓谷で繰り広げられたこの原始的な戦闘は、

インドにある幻想を打ち砕くきっかけとなりました。「中国と経済協力を行えば、国境の平和もつ

いてくるだろう」という信念です。

ガルワンでの衝突以降、モディ政権の対中戦略は「管理」から「牽制」へと急旋回しました。

TikTokをはじめとする数百もの中国製アプリが、一夜にしてインド市場から姿を消しました。韓国

で言えばカカオトークとネイバーを同時に遮断したような衝撃でした。中国企業によるインド国内

への投資には政府の事前承認が必須となり、地域的な包括的経済連携（RCEP）への加盟も土壇場で

撤回されました。関税障壁なしに押し寄せる中国製品が「メイク・イン・インディア」を破壊する

と判断したのです。モディは対外的に「国境の平和なくして正常な関係はない」という原則を立て、

対内的には「自立したインド（Atmanirbhar Bharat）」を叫びました（第4章4.1参照）。中国との

デカップリング（切り離し）が長期的な国家課題として設定された瞬間でした。

この局面でモディが切った外交のカードが「クアッド（Quad）」でした。アメリカ、日本、オース

トラリアとともに歩む4カ国の安全保障対話の枠組みです。かつてのインドは非同盟の伝統に従い、

クアッドには消極的でした。しかし、ガルワンの血が乾かぬうちに、モディは立場を変えました。

クアッド首脳会議に積極的に参加し、ワクチン・パートナーシップ、新技術のサプライチェーン、

海洋状況把握（MDA）など、実質的な協力を主導しました。マラバール（Malabar）海上演習では、

4カ国の海軍が対潜戦や防空作戦を共に行い、実戦レベルの相互運用性を高めていきました。

それでも、モディは絶妙な一線を画しました。クアッドがNATO（北大西洋条約機構）のような軍

事同盟へと発展することには、明確な拒否感を示しました。インドの国防兵器の多くは依然として

ロシア製であり、ウクライナ戦争後もインドはロシア産原油を割引価格で大量に輸入しました。西

側諸国が「一体どっちの味方だ」と問うとき、モディの答えは一貫していました。「我々は平和の

味方です」。これこそが、インドの言う「戦略的自律性（Strategic Autonomy）」の正体です。ク

アッドでは中国を牽制し、BRICSでは非西側陣営と手を組み、ロシアからは安い原油を買い、アメリ

カからはジェットエンジンの技術移転を受けます。すべてのテーブルに着くが、どこか一箇所に完

全に縛られることはない、という姿勢なのです。

一方、2024年10月、予期せぬ融和の兆しが現れました。インドと中国は、実質支配線（LAC）に

おける軍事的分離（ディスエンゲージメント）で合意に達しました。4年以上にわたって膠着状態に

あったヒマラヤ国境の緊張が、一段落したのです。同月、ロシアのカザンで開催されたBRICS首脳会

議において、モディ首相と習近平（Xi Jinping）国家主席は5年ぶりに公式な首脳会談を行いました。

両首脳は国境の安定の重要性を確認し、外交・安全保障分野の対話チャネルを復旧させることで合

意しました。ガルワン渓谷での衝突で血に染まった関係が、修復へと向かう瞬間でした。

しかし、新たな安全保障上の危機がインドの西側国境で発生しました。2025年4月、カシミールの

パハルガム（Pahalgam）で武装勢によるテロ攻撃が発生したのです。インド政府はパキスタンを拠
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点とするテロ組織の犯行と断定し、両国関係は急速に冷え込みました。中国との緊張が緩和された

瞬間にパキスタンとの危機が高まったことは、モディ首相の「多正面外交」が抱える構造的な不安

定さを露呈させました。一つの戦線を修復すれば別の戦線が開くという、地政学的なジレンマです。

韓国の立場から見れば、モディ首相のインド太平洋戦略には直接的な利害関係があります。モディ

首相は、韓国を中国の製造業に代わる技術とノウハウを持つ重要なパートナーとみなしました。サ

ムスン電子がノイダに世界最大規模のスマートフォン工場を建設し、現代自動車がインド国内市場

でシェア2位に浮上したのは、モディ首相が進める「チャイナ・プラス・ワン（China Plus One）」

戦略、すなわち中国に代わるサプライチェーンの一翼に韓国を配置するという国家設計の一部です

（第7章7.3で詳しく扱います）。韓国のK9自走砲が「ヴァジュラ（Vajra、落雷）」という名でヒ

マラヤ国境に配備されたのも同じ文脈です。中国軍と対峙するインド陸軍にとって、韓国の技術力

は戦略的な資産でした。

しかし、光があれば影もあります。モディ首相は韓国企業に対し、「レッドテープ（官僚主義）を

なくし、レッドカーペットを敷く」と約束しましたが、現実はそれほど甘くありません。インドは

米国主導の経済枠組みであるIPEF（インド太平洋経済枠組み）に参加しながらも、貿易分野の交渉

には参加しませんでした。自国市場を守るために高い関税障壁を維持するという意志の表れです。

市場を開放すると誘いながらも敷居は下げないというインドの矛盾、これが韓国企業が直面してい

る現実です。

結果として、モディ首相のインド太平洋戦略は、インドを米中覇権争いにおける「スイング・ステー

ト（Swing State）」へと押し上げました。どちらか一方に完全に傾くことなく、双方にとって必要

な存在であり続けること。中国とは分離合意によって緊張を管理しつつ、クアッド（QUAD）やア

ルテミス合意を通じて米国との戦略的紐帯をさらに強化すること。それが、モディ首相が描いた21

世紀のインドの生存戦略です。その戦略が加速するほど、朝鮮半島とインド大陸を結ぶ見えない糸

は、より強く張り詰めていくことになるでしょう。

6.4 宇宙強国：チャンドラヤーン3号の月面着陸

2023年8月23日午後6時4分（インド標準時）、ベンガルールにあるISRO（インド宇宙研究機関）

の管制センター。数百人の科学者が画面を凝視していました。インドの月探査機「チャンドラヤー

ン3号（Chandrayaan-3）」が、月面に向けて最後の降下を開始したのです。業界で「恐怖の15分

間」と呼ばれる時間でした。エンジンを逆噴射して速度を落とし、センサーが地形を読み取り、ソ

フトウェアがリアルタイムで着陸地点を修正します。地球から信号が届くまでに1.3秒かかるため、

この瞬間だけは機械が自ら判断しなければなりません。数日前、ロシアの「ルナ25号」がまさにこ

の段階で制御を失い、月面に衝突しました。宇宙強国ロシアさえも失敗したその関門を、インドは

突破できるのでしょうか。

着陸機「ヴィクラム（Vikram）」の高度の数値が下がっていきました。100メートル、50メートル、

10メートル。そして0。画面に「India is on the Moon（インドは月面に到達した）」という文字が

表示された瞬間、管制センターは歓喜の渦に包まれました。サリーを身にまとい、額にビンディを

つけた女性科学者たちが互いに抱き合いました。南アフリカでBRICS首脳会議に出席中だったモディ

首相は、ビデオ通話の画面越しにインド国旗を振りました。「これはインドの勝利であり、人類全

体の勝利です」
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インドは米国、ソ連、中国に続き、世界で4番目に月面着陸に成功した国となりました。しかし、そ

れ以上に重要な事実があります。人類史上、誰も足を踏み入れたことのない月の南極（South Pole）

付近に初めて降り立ったのは、インドだったのです。

この成功がより劇的であるのには理由があります。それは4年前の失敗です。2019年、チャンドラ

ヤーン2号は着陸直前に通信が途絶え、月面に墜落しました。当時、ISRO（インド宇宙研究機関）

のK・シヴァン会長が失意のあまり涙を流すと、モディ首相が彼を抱きしめ、「人生には浮き沈みが

あります」と慰める場面が生中継されました。インド全土がその抱擁に共に涙しました。チャンド

ラヤーン3号の成功は、その涙に対する答えでした。ISROは2号の失敗データを一行一行分析しまし

た。着陸船の脚部を補強し、燃料を増やし、着陸アルゴリズムを完全に作り直しました。あらゆる

失敗シナリオをシミュレーションする「失敗ベースの設計（Failure-based Design）」を適用した

のです。失敗が成功の設計図となりました。

世界が注目したのは、着陸そのものだけではありませんでした。その費用です。チャンドラヤーン3

号に投入された予算は約7,500万ドル、日本円で約110億円（約1,000億ウォン）です。ハリウッ

ド映画『インターステラー』の製作費（1億6,500万ドル）よりも少ない費用で月へ行ったことにな

ります。なぜ、このようなことが可能だったのでしょうか。

インドには「ジュガード（Jugaad）」という言葉があります。限られた資源の中で、あるものを最

大限に活用して問題を解決する、機転を利かせた知恵を意味します。日本語で表現するなら「無い

なら無いなりに工夫する」といったところでしょう。チャンドラヤーン3号にも、この精神が息づい

ていました。NASAのように高出力ロケットで月まで直線的に飛ぶ代わりに、インドは地球の軌道

を何度も周回しながら重力を利用して加速する「スリングショット（Slingshot）」方式を採用しま

した。これにより燃料を劇的に節約できましたが、月に到着するまで40日以上かかりました。遅い

けれど安く、安いけれど正確な道。チャイを売りながら一銭一銭を惜しむ術を身につけた少年の生

存感覚が、国家の宇宙工学にまで浸透しているように見えます（第1章 1.1 参照）。

実のところ、インドの宇宙の物語はチャンドラヤーンよりずっと前から始まっています。1960年代、

インドは貧困と飢えに苦しむ国でした。「食べるものにも困っているのに、宇宙など何事か」とい

う批判が相次ぎました。しかし、「インド宇宙開発の父」ヴィクラム・サラバイ（Vikram Sarabhai）

博士の考えは違いました。広大な領土に散らばる数億の民に気象情報を伝え、災害を予報し、辺境

の学校に教育放送を届けるには、人工衛星が不可欠だったのです。宇宙技術は贅沢ではなく、生き

残るための道具でした。初期のISROの科学者たちは、ロケットの部品を自転車の荷台に載せて発射

場まで運び、牛車で衛星の一部を運びました。教会の建物を借りて管制所として使うこともありま

した。当時の「ハングリー精神」は、60年が経過した今もISROの遺伝子に刻まれています。

モディ首相は、この遺産の上に新たな層を積み上げました。彼は国家が独占していた宇宙産業の門

戸を民間に開放しました。2020年に民間宇宙振興機関「IN-SPACe」を設立し、スタートアップ企

業がISROの施設やデータを活用できるようにしました。スカイルート（Skyroot）社はインド初の

民間ロケットを打ち上げ、アグニクル（Agnikul）社は3Dプリンティングによるロケットエンジン

の製造を開始しました。モディ首相は「宇宙分野の足枷を外した」と宣言しました。彼が夢見てい

るのは、インド版スペースX（SpaceX）の誕生でした。
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月の南極を目標に定めたこと自体が戦略的な計算でした。月の南極には永久影の領域が多く、氷の

状態の水が存在する可能性が高いのです。水は飲料水になるだけでなく、電気分解すれば酸素と水

素を得ることができます。水素はロケット燃料になります。将来的に月面基地を建設し、そこから

火星へと進むためには、月の南極は「宇宙のガソリンスタンド」になり得る場所なのです。米国の

アルテミス（Artemis）計画や中国の嫦娥（Chang'e）計画がいずれも月の南極を狙っているのはそ

のためです。インドがそこにいち早く到達したことで、まだ誰のものでもない月の南極の資源競争

において、独自の権益を確保しました。

2023年6月、インドは米国が主導する「アルテミス合意（Artemis Accords）」に署名しました。

27番目の署名国となったのです。この合意は月や火星などの宇宙探査の原則を規定する多国間枠組

みであり、事実上、米国の宇宙秩序に組み込まれるという戦略的な選択でした。中国とロシアが独

自の国際月面研究ステーション（ILRS）プロジェクトを推進する中で、インドがアルテミス側に旗

を立てたことは、宇宙においても「マルチ・アライアンス（多重提携）」の軸を明確にしたもので

した。これはクアッド（QUAD）で見せた論理と同じです。米国と技術を共有しつつ、独自の能力

は放棄しないという両面戦略なのです。

モディ首相は、着陸地点を「シヴ・シャクティ（Shiv Shakti）」と命名しました。これはヒンドゥー

教の創造と破壊の神シヴァ（Shiva）と、宇宙のエネルギーを意味するシャクティ（Shakti）を組み

合わせたものです。2019年に墜落したチャンドラヤーン2号の衝突地点は「ティランガ（Tiranga、

インドの三色旗）」と名付けられました。失敗の現場には国旗の名を、成功の現場には神の名を冠

したのです。科学の上に文明を据え、技術の上にアイデンティティを重ねるモディ首相の叙事詩的

戦略は、宇宙においても機能していました（第3章3.2参照）。

チャンドラヤーン3号に続いて次々と達成された成果にも注目すべきです。2023年9月に打ち上げ

られた太陽観測衛星アディティヤL1（Aditya-L1）は、2024年1月にラグランジュL1点への到達に

成功しました。地球から約150万キロメートル離れたこの地点は、太陽と地球の間の重力が均衡す

る点であり、衛星が最小限の燃料で太陽を絶え間なく観測できる位置です。インドは月の南極に続

き、太陽観測のフロンティアにも足を踏み入れました。

次の目標は、インド人宇宙飛行士を自国の宇宙船で打ち上げる有人宇宙飛行プロジェクト「ガガン

ヤーン（Gaganyaan、空の乗り物）」です。2024年2月、無人試験飛行（TV-D1）が成功裏に完了

しました。乗員脱出システムと宇宙船モジュールが正常に機能することが確認されたのです。有人

飛行の目標時期は2026年に再設定されました。成功すれば、インドは米国、ロシア、中国に続き、

独力で宇宙飛行士を軌道上に送り込んだ4番目の国となります。2035年までに独自の宇宙ステーショ

ンを建設し、2040年にはインド人を月へ送るという長期ロードマップも発表されました。

韓国の読者にとって、この物語は深い感慨を呼び起こします。韓国もまた、ヌリ号を打ち上げるこ

とで独自の宇宙打ち上げ能力を証明した国です。インドの低コスト・高効率な打ち上げ技術と、韓

国の精巧な電子・通信技術が結びつけば、どのような可能性が開かれるでしょうか。実際、両国は

月探査データの共有や宇宙協力について議論を進めています。両国がアルテミス合意の署名国であ

るという事実は、将来の月探査における協力の制度的基盤がすでに整っていることを意味します。

牛車で衛星を運んでいた国が、月の暗く冷たい場所に人類初の足跡を残し、太陽に向けた観測所を

浮かべ、有人宇宙船の試験飛行まで終えました。その旅路はモディ個人の業績ではありません。60
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年前に自転車にロケットの部品を載せて走っていた科学者たちの夢が、数万人のエンジニアの手を

経て、38万キロメートル離れた月の南極の塵の上に降り立ったのです。そして今、その軌跡は月の

向こう側へと伸びています。この国はどこまで行けるのでしょうか。その答えはまだ記されていま

せん。

前の章

目次を見る

次の章
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第7章 韓国とインド：特別戦略的パートナーシップ

前の章

目次を見る

次の章

7.1 歴史的基礎：タゴール「東方の灯火」、許王后伝説、1973年の国交樹立

2019年2月22日、ソウル・グランドインターコンチネンタルホテル。ナレンドラ・モディ（

Narendra Modi）首相がソウル平和賞受賞の演壇に立ちました。彼は賞金20万ドルの全額をガンジ

ス川浄化事業基金に寄付すると宣言した後、次のように述べました。「この賞は私個人ではなく、

13億のインド国民のものです」。そして、席に座る前にもう一言付け加えました。「インドは朝鮮

半島の平和に寄与してきたことを誇りに思っています」。

その自負心の根源はどこから始まったのでしょうか。答えを見つけるには、2,000年を遡らなけれ

ばなりません。

『三国遺事』の「駕洛国記」には、ある奇妙な物語が伝えられています。紀元48年、インドのアユ

タ国（Ayuta）の王女スリラトナ（Suriratna）が、両親の夢に現れた神の啓示に従い、船に乗って

海を渡ってきました。到着した場所は駕洛国。彼女は金首露王と結婚し、許黄玉（Heo Hwang-ok）

、すなわち許王后となります。今日、韓国の金海金氏と金海許氏はこの伝説の夫婦を始祖として仰

いでいます。

この物語をどこまで事実と見なせるかについては論争があります。「アユタ」がインド北部のアヨ

ディヤ（Ayodhya）を指すのか、東南アジアの他の地域なのかを確定するのは困難です。インド側

の同時期の記録がなく、後世の民族主義的な再解釈が介在した可能性もあります。しかし、歴史的

な証拠が不足しているからといって、この物語の力まで消え去るわけではありません。外交におい

て「良い物語」は、時に条約よりも長く残ります。人々の心に響く叙事詩が一度生まれれば、その

上に首脳会談や投資協定、防衛装備品契約といった冷徹な数字が安定して積み重なるからです。

モディ首相は、この伝説の外交的価値を誰よりも正確に見抜いていました。彼は2015年の訪韓時、

2019年のソウル平和賞受賞時、そして韓国居住民との懇談会において、繰り返し「韓国とインドは

親戚（サドン）の国だ」と述べました。単なる社交辞令ではありませんでした。この伝説は、彼の

政治的基盤であるヒンドゥー・ナショナリズムとも絶妙に噛み合っています。アヨディヤはヒンドゥ

ー教の主神ラーマ（Ram）の誕生地であり、モディと与党BJPがヒンドゥー復興運動の核心的な聖

地としている場所です。古代神話の地から韓国へと続く血縁の物語。モディにとって、これは宗教

的な象徴性と外交的な実利を同時に得られる完璧な素材でした。

実際に行動が伴いました。2018年11月、モディ首相の招待により、文在寅（ムン・ジェイン）大

統領の夫人である金正淑（キム・ジョンスク）女史がインドを単独訪問しました。韓国の大統領夫

人としては16年ぶりの単独海外訪問でした。モディ首相は金女史をアヨディヤのディワリ（Diwali）

祭に主賓として招待し、二人は許王后記念公園の着工式に共に参列しました。硬苦しい外交プロト

コルではなく、祭りの灯火の下で交わされる感性外交。この場面はインド国民に対し、韓国という
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国を「遠い国」から「親戚の国」へと変える効果を生みました。この文化的つながりが、今日どの

ようにK-POPやKドラマと出会い、新たな韓流外交へとつながっているかは、第9章の9.4で扱いま

す。

許王后の伝説より時間的には近いですが、情緒的な響きにおいてはそれに引けを取らないつながり

があります。インドの詩聖ラビンドラナート・タゴール（Rabindranath Tagore）が残した4行の詩

です。

1929年、タゴールが日本を訪問した時のことです。韓国の記者が韓国訪問を要請しましたが、日程

が許しませんでした。タゴールは申し訳なさと連帯の 心を込めて(連帯の心を込めて)、短い詩を寄

稿しました。

「かつてアジアの黄金時代に / 輝く灯火の一つであったコリア / その灯火が再び灯される日に / 汝

は東方の明るい光となるであろう」

わずか4行の詩。しかし、この詩が植民地時代の朝鮮に与えた影響は、4行という分量をはるかに超

えるものでした。アジア初のノーベル文学賞受賞者が、同じ帝国主義の痛みを経験している国に向

かって「汝は忘れ去られた弱小国ではなく、輝く灯火であった」と宣言したのです。それは慰めで

あり、預言でもありました。そして、その預言は的中しました。韓国は戦争の廃墟から立ち上がり、

世界10位圏の経済大国となり、タゴールの詩は今日まで韓国の教科書に掲載され、インドを「精神

的な兄弟の国」として記憶させています。

モディ首相は、この詩の価値も見逃しませんでした。2015年にソウルで開催された韓国居住民懇談

会で、彼はタゴールの詩を直接引用してこう語りました。「タゴールが預言した通り、韓国は東方

の灯火となってその光を放っています」。過去の文学的遺産を現在の外交的資産へと転換する手腕。

これがモディ式の「ストーリーテリング外交」の核心です。

伝説と詩の間に、弾丸とメスで結ばれた縁があります。

1950年に韓国戦争（朝鮮戦争）が勃発した際、独立したばかりのインドは中立を選択しました。戦

闘部隊の代わりに医療部隊を派遣しました。第60空挺野戦病院（60th Parachute Field

Ambulance）、346名の医療人員で構成された部隊でした。指揮官はA.G.ランガラジ（Rangaraj）

中佐。彼らは1950年11月に釜山に到着した直後、前線に配置されました。

銃の代わりにメスを手にしましたが、彼らが経験した戦争は戦闘兵に劣らず過酷なものでした。中

国軍が国連軍の防衛線を突破して押し寄せてきた1950年の冬、第60部隊は撤退命令を受けました

が、医療機器を捨てまいとしました。輸送車両がありませんでした。彼らは古い蒸気機関車を一台

見つけ出し、機材を積み込んで脱出しました。1951年3月には、米軍第187空挺連隊と共に韓国戦

争で2番目の規模となる空挺作戦「トマホーク作戦」に参加しました。ランガラジ中佐を含む12名

のインド人将校がパラシュートを背負い、敵陣の上空へと飛び降りました。医療将校が空挺作戦に

志願したのです。彼らは3年余りで2万人以上の負傷者を治療し、米軍と韓国軍の両方から部隊表彰

を受けました。「小豆色（マルーン）のベレー帽の天使たち（Maroon Angels）」というニックネー

ムが付けられました。
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休戦協定の過程において、インドの役割はさらに決定的でした。インドは中立国送還委員会の議長

国を務め、韓国も北朝鮮も中国も拒否する捕虜約2万2,000名の送還問題を仲裁しました。K.S.ティ

マイヤ（Thimayya）将軍の指揮下でインド軍約5,000名が非武装地帯に投入されました。この兵力

は戦闘のためのものではありませんでした。捕虜を管理し、送還の意志を確認し、本国への帰還手

続きを執行する任務でした。どちらの側にもつかず、双方の信頼を得なければならない、外交的に

も軍事的にも極めて困難な課題でした。ティマイヤ将軍はこの任務を完遂した功績により、インド

軍内で伝説的な人物となり、後にインド陸軍参謀総長に昇進しました。

医療陣346名が血を拭い、5,000名の兵士が捕虜を仲裁したこの経験。インドが朝鮮半島で見せた

のは、「中立」という名の下に隠された積極的な関与でした。銃を撃たなかったため、韓国の戦争

の記憶からこの国の名前はしばしば抜け落ちますが、インドなしで休戦協定の最後のピースがはまっ

たかどうかは疑問です。

このような歴史があったからこそ、1973年12月の公式な国交樹立は、新しい関係の始まりという

よりは、古くからの縁を制度的に確認するものでした。ただ、国交樹立後もしばらくの間、両国は

「礼儀正しい隣人」レベルに留まっていました。冷戦構造の下でインドは非同盟の盟主であり、韓

国は確固たる反共国家でした。インドの社会主義的な閉鎖経済と韓国の輸出主導型経済は、互いに

異なる軌道を走っていました。

流れが変わったのは、1991年のインドの経済開放以降です。インドが門戸を開くと、韓国企業が動

き始めました。LG電子（1997年）、現代自動車（1996年）、サムスン電子（1995年）。これら

の企業は、当時ほとんどの多国籍企業が躊躇していたインド市場に果敢に飛び込みました。そして

1997年のアジア通貨危機の際、多くの外国企業がインドから撤退する中でも、韓国企業は残りまし

た。この選択が信頼となり、信頼が市場シェアとなりました。

許王后の船からタゴールの詩へ、小豆色のベレー帽の天使たちから1973年の国交樹立へ、そして

1990年代の韓国企業の進出へ。韓国とインドの関係は、一つの出来事だけで説明できるものではあ

りません。2,000年にわたって層を成して積み重なった物語があり、その物語の上に今日の外交、

経済、安保協力が成り立っています。ナレンドラ_モディは、この物語の価値を知る政治家でした。

彼は過去の伝説を現在の外交資産に、詩人の預言を首相の演説に、戦場の友情を戦略的信頼へと転

換させる方法を知っていました。

7.2 特別戦略的パートナーシップへの格上げ：2015年モディ訪韓、歴代政府の 協力深化(協力深化)

2018年7月、ニューデリー近郊のノイダ（Noida）。サムスン電子の世界最大のスマートフォン工

場竣工式の会場に、両国の首脳が並んで立っていました。文在寅大統領とナレンドラ・モディ首相。

二人は儀典車両の代わりに地下鉄に乗って工場へと移動しました。スーツを着た両首脳が、乗客の

間で吊り革を握って立っている写真がインド全土に広まりました。政治的な計算に基づいたパフォー

マンスだったかもしれません。しかし、その一枚の写真が伝えるメッセージは明確でした。「韓国

とインドは同じ方向を向いている」。

この場面が可能になった背景には、2015年5月の決定がありました。

モディ首相が就任翌年に韓国を国賓訪問した際、両国は従来の「戦略的パートナーシップ」に「特

別（Special）」という修飾語を一つ付け加えました。外交上の美辞麗句において、一単語の追加は
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些細なことに見えるかもしれません。しかし、インドが「特別戦略的パートナーシップ（

SpecialStrategic Partnership）」という格付けを付与した国はごくわずかです。日本、ロシアといっ

た伝統的な強大国と並んで韓国がこのリストに名を連ねたことは、モディが韓国をどのような位置

づけで見ているかを示しています。

関係の「格上げ」が重要な理由は、個別の事業を扱う方式が変わるからです。格上げ前は、貿易で

あれ投資であれ、懸案が生じるたびにその場しのぎで対処します。格上げ後は、首脳間の合意の下

で、外交、経済、安保の複数のトラックが同時に動き出します。一つの分野が揺らいでも、他の分

野が支える構造が生まれます。これが「特別戦略的」という枠組みの実際の作動方式です。

2015年の共同声明で、目を引く一節があります。モディ首相は「メイク・イン・インディア（

Make in India）」政策において、韓国を「特権的パートナー」と呼びました（メイク・イン・イン

ディア政策の全体像と戦略については、第4章の4.2を参照）。そして、韓国企業専用の投資解決窓

口である「コリア・プラス（Korea Plus）」をインド商工省内に設置することを約束しました。特

定の国の企業のために政府官庁の中に専用窓口を作るのは、異例の措置です。韓国で言えば、外交

部の中に「インド投資ワンストップセンター」を別途設けたようなものです。

この格上げが一度の首脳会談で終わっていたならば、外交的な辞令に過ぎなかったでしょう。しか

し、そうではありませんでした。

韓国の政権が変わるたびに、インド重視の基調は揺らぐどころか、むしろ強化されました。これは

韓・インド関係の独特な特徴です。

朴槿恵（パク・クネ）政府が関係を格上げしました。文在寅政府がこれに実質的な内容を詰め込み

ました。文在寅大統領は、ASEANとインドを米・中・日・露と同等の核心的な協力対象へと格上げ

する「新南方政策（New Southern Policy）」を表明し、インドはこの政策の核心的なパートナーと

なりました。モディ首相の「アクト・イースト政策（Act East Policy）」と韓国の「新南方政策」

は、鏡のように互いを映し出しました。韓国はASEANとインドへと外交の幅を広げようとし、イン

ドは東アジアへと進出して経済と安保を強化しようとしました。方向性が一致したのです。

2018年の文在寅大統領によるインド国賓訪問は、このシナジーが具体化された瞬間でした。モディ

首相は異例なことに、ニューデリーの空港まで自ら出迎えに来ました。外交プロトコルにおいて首

相の空港での出迎えは、最高レベルの待遇です。両首脳はサムスン電子のノイダ工場竣工式で、李

在鎔（イ・ジェヨン）副会長の案内を受けながら生産ラインを視察しました。韓国の技術がインド

の地で、インド人労働者の手によって世界市場向けの製品を生み出している現場。モディ首相にとっ

てこの工場は「メイク・イン・インディア」の成功を証明するショーケースであり、文在寅大統領

にとっては「新南方政策」の結実でした。

同年11月、モディ首相の招待により金正淑女史がインドを単独訪問しました。許王后記念公園の着

工式とディワリ祭への出席。首脳ではなく大統領夫人の訪問でしたが、その波及効果は首脳訪問に

劣りませんでした。インドのメディアは「韓国のファーストレディが祭りの灯火の下でインド国民

と共に過ごした」と大々的に報じました。硬い外交ではなく、心が通い合う感性外交。これがイン

ド国民の間で韓国に対する親近感を急速に高めるきっかけとなりました。
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尹錫悦（ユン・ソンニョル）政府に入っても、その流れは続きました。2023年は韓・インド国交樹

立50周年の年でした。G7広島サミットとG20ニューデリーサミットにおいて、尹大統領とモディ首

相は二度の首脳会談を行いました。防衛協力の拡大、サプライチェーンの安定化、核心技術協力。

両国の税関当局間での原産地証明書電子交換システム（EODES）が稼働し、韓・インド包括的経済

連携協定（CEPA）活用の実質的な障壁が一つ解消されました。尹錫悦政府は「インド太平洋戦略」

という枠組みの中でインドとの協力を一段階引き上げようとし、この基調の下、2026年2月には第

6回外交・安保対話（Foreign Affairs-Security Dialogue）がソウルで開催されました。次官級の対

話チャネルが定例化されたことは、両国関係が首脳間の個人的なケミストリーを超え、官僚的な慣

習の領域に入ったことを示しています。

数字で見れば、両国の貿易はいまだ目標に達していません。2024～25年度基準で韓・インドの貿

易額は約269億ドル。2030年までの500億ドルという目標に向けては、さらに約2倍に拡大させる

必要があります。CEPAが2010年に発効した後も、韓国の対インド輸出は期待したほど爆発的には

増えませんでした。インドの複雑な州別の規制、低い物流インフラの水準、CEPA自体の低い開放度

がボトルネックとして作用したためです。CEPA改善交渉は現在進行中であり、双方は商品関税の引

き下げ範囲の拡大と、サービス・投資分野のさらなる自由化を議論しています。

それでも両国がこの関係を諦めない理由は明確です。構造的な必要性があるからです。韓国にとっ

てインドは、中国への依存度を下げられる代替市場であり、生産拠点です。インドにとって韓国は、

先端技術と製造ノウハウを持つメンターであり、投資家です。この相互補完性は、どちらか一方の

政権が変わっても消え去ることはありません。

2015年の「特別戦略的パートナーシップ」への格上げは、ですから外交的な辞令ではありませんで

した。それは両国関係を個人的な縁や一時的な必要性ではなく、制度的な枠組みの上に置く行為で

した。首脳が変わり、景気が揺らぎ、安保環境が変化しても維持される構造を作ること。外交にお

いてこれほど困難なことは稀です。

7.3 経済モデルとしての韓国：「グジャラートを韓国のように」発言

2018年10月7日、インド北部のデラドゥン（Dehradun）。ウッタラーカンド（Uttarakhand）投

資サミットを開幕する場で、モディ首相が過去を回想しました。

「2001年10月7日、私が初めてグジャラート州首相（Chief Minister）になった時のことです。私

は政府が何たるかも知りませんでした。経験が皆無でした。完全に新人でした。ある記者が尋ねま

した。『グジャラート開発のロールモデルは誰か』と。普通、人々はこうした質問を受けると『ア

メリカのように』『イギリスのように』と答えます。私は違いました。『グジャラートを韓国のよ

うに作りたい』と答えたのです」。

記者は戸惑ったそうです。モディ首相は説明を続けました。「グジャラートの人口と韓国の人口は

似ています。私はその点を非常に精密に研究しました。もし私たちがその方向に動くならば、私た

ちは止まることはないでしょう」。

この発言は2018年のデラドゥン演説で初めて公開されたものですが、モディ首相が韓国モデルに執

着した時間はそれよりもずっと前に遡ります。2001年のグジャラート州首相就任直後から、2015

年のソウル訪韓時に「韓国の発展経験をインドに移植したい」と述べた瞬間まで、彼は繰り返し韓



81

国に言及しました。これは外交的なリップサービスではなく、実用主義者としての分析でした。

モディ首相が韓国に見たものは何だったのでしょうか。なぜ数多くの国の中で韓国だったのでしょ

うか。

4つの理由がありました。

第一に、規模の類似性です。グジャラート州の人口は約6,000万人、韓国は約5,000万人。アメリ

カや中国をモデルにすると規模の差が大きすぎて、現実的なベンチマークになりません。韓国はグ

ジャラートと比較できる大きさでした。

第二に、国家主導の工業化です。韓国は政府が青写真を描き、官僚機構が資源を分配し、民間企業

が実行する構造で工業化に成功しました。インドのように民主主義体制を維持しながらも、強い国

家の役割を貫徹させた事例。権威主義的な工業化（中国式）と純粋な市場主義（アメリカ式）の間

で、韓国はモディ首相がとり得る中間経路を示していました。

第三に、輸出主導型の成長です。内需市場が小さかった韓国は、当初から世界市場をターゲットに

しました。グジャラートもまた、インド国内における海洋貿易の拠点であり、モディ首相はこの伝

統を現代的な輸出産業へと転換したいと考えていました。

第四に、財閥システムです。韓国政府が現代、サムスン、ポスコといった少数の大企業を「ナショ

ナル・チャンピオン」として育成し、グローバルな競争力を生み出した方式。モディ首相はリライ

アンス（Reliance）、アダニ（Adani）、タタ（Tata）といったインドの大企業に、同様の役割を

付与しようとしました。朴正煕時代の政府・財閥協力構造が、グジャラート州の政府・企業関係の

設定における参照点となったのです。

モディ首相はこの構造をグジャラート州で実験しました。「バイブラント・グジャラート（

Vibrant Gujarat）」投資誘致サミットを創設し、全世界の企業家たちにレッドカーペットを敷きま

した（バイブラント・グジャラートの始まりと成長過程については、第3章を参照）。工場に必要な

電力と用水を安定的に供給するワンストップ行政サービスを構築しました。タタ自動車が西ベンガ

ル州で政治的な葛藤によりナノ（Nano）工場の敷地を断念した際、モディ首相はわずか数日でグジャ

ラートへの誘致を決定する決断力を見せました。「官僚主義のレッドテープ（お役所仕事）の代わ

りに、レッドカーペットを敷いてやる」という彼の言葉は、韓国政府が1960～70年代に見せた「

パリパリ（早く早く）」行政のインド版でした。

グジャラート州には韓国との接点が物理的に存在していました。韓国のポスコ（POSCO）がグジャ

ラート州で冷延鋼板工場を運営しており、ハンファエアロスぺースとL&Tが協力してK-9「ヴァジュ

ラ」自走砲を組み立てるハジラ（Hazira）工場がグジャラート州にあります。モディ首相にとって

韓国企業は、スローガンではなく、自身の管轄区域内で雇用を創出し、技術を伝授する実体でした。

首相になった後、モディ首相はグジャラート州の実験をインド全体へと拡張しました。「メイク・

イン・インド」政策の核心的なロジックは、韓国モデルから借りてきたものでした。サービス業（

ITアウトソーシング）中心の歪な成長構造を持つインドに、雇用創出効果の大きい製造業を植え付

けるべきだという判断。そしてその製造業の模範解答として、韓国企業がインドに建てた工場を指

し示しました。
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サムスン電子のノイダ工場は、この戦略の象徴となりました。2018年に竣工したこの工場は、世界

最大規模のスマートフォン生産施設です。モディ首相が文在寅大統領と共にテープカットを行い、

全世界に送ったメッセージはシンプルでした。「インドにもできる」。現代自動車のチェンナイ工

場はインド内需2位かつ最大の輸出企業の基盤となり、LG電子はインドの家電市場を席巻しました。

各企業のインド事業の物語は、第8章で詳しく扱います。

モディ首相は韓国企業の成功を、自身の政策的な成果として積極的に宣伝しました。同時に、韓国

の財閥システムが国家経済の礎を築いた方式を、インドにも適用しました。リライアンス、アダニ、

タタといったインドの大企業を「ナショナル・チャンピオン」として育成し、政策的に支援したの

です。韓国の朴正煕時代に政府が現代、サムスン、ポスコを育てたのと、構造面で似た方式です。

もちろん、この比較には限界があります。韓国は人口5,000万人の単一国家です。インドは14億の

人口に28の州がそれぞれ異なる規制と税体系を持つ連邦国家です。韓国モデルをそのままコピーす

ることは不可能です。モディ首相が「グジャラート」という州単位を韓国と比較したこと自体が、

この現実を反映しています。インドという大陸を丸ごと韓国と比較することはできませんが、グジャ

ラートという一つのピースならば可能だという計算でした。

最近では、この協力が消費財を超えて半導体、電気自動車、AIといった先端分野へと拡張されてい

ます。インドは「半導体自立」を国家課題として掲げ、メモリ半導体の強国である韓国企業に破格

のインセンティブ（生産連動型優遇策、PLI）を提供して投資を誘致しています。モディ首相にとっ

て韓国は、「見習いたい先輩」であると同時に、インドの潜在力を現実に変えてくれる「現実的な

パートナー」です。

「グジャラートを韓国のように」。2001年のこの発言は、24年が経過した今、インド全体を舞台

に実現されつつあります。ただ、その過程が韓国ほど速く、円滑に進むかどうかは、いまだ未解決

の問いです。

7.4 防衛・安保協力：K-9ヴァジュラ(ヴァジュラ), 軍事情報共有, NSG支持

2019年1月、グジャラート州ハジラ（Hazira）。L&Tの防衛装備工場で、モディ首相がK-9「ヴァ

ジュラ（Vajra）」自走砲の上に立ちました。親指を立てた彼の写真はインド全土に広まりました。

首相自らが武器の上に乗り込む場面は、インドの政治においても珍しいことです。彼が見せようと

したものは明確でした。この武器は外国から買ってきたものではなく、インドの地でインド人労働

者の手で作られたものであるという事実です。

K-9ヴァジュラは、韓・インド防衛協力において目に見える最初の成果として挙げられます。「ヴァ

ジュラ」はヒンドゥー神話でインドラ（Indra）神が使用する雷の武器を意味します。この名前自体

が、韓国の技術とインドのアイデンティティが結合した産物です。

事業の始まりは2015年に遡ります。インド国防省は老朽化した砲兵戦力を交代させるため、

155mm 52口径自走砲の国際入札を実施しました。韓国のハンファエアロスぺース（当時ハンファ

テックウィン）が、ロシアの2S19ムスタ（Msta）-Sを抑えて選定されました。決定的な要因は2つ

ありました。性能と現地生産です。
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モディ政府の「メイク・イン・インディア」の原則に従い、最初の10門は韓国で製作し、残りの90

門はインドのL&Tがグジャラート州ハジラ工場で組み立て生産する構造が設計されました。2017年

4月に正式な契約が締結され、100門全量が2020年までに納品完了しました。韓国が完成品を売る

代わりに技術を移転し、インドが自ら作る構造。これがモディ首相の望んだ方式であり、ハンファ

エアロスぺースが応じた方式でした。

K-9ヴァジュラが真の試験場に立ったのは2020年でした。その年の6月、インドと中国はヒマラヤ

高地のガルワン（Galwan）渓谷で流血衝突を起こしました。45年ぶりの死傷者発生でした（ガルワ

ン衝突の全経過とインド・中国関係に与えた影響については、第6章の6.3を参照）。インド軍は

K-9ヴァジュラをラダック（Ladakh）高原に緊急配備しました。海抜4,000メートル以上、零下30

度の極限環境。空気が薄いため通常のエンジンの出力が低下し、砂漠用に設計された装備の限界が

露呈しやすい条件です。K-9ヴァジュラはこの悪条件下で機動性と打撃能力を立証しました。インド

軍首脳部は満足しました。

満足は追加注文へとつながりました。2024年12月、インド国防安保委員会（CCS）がK-9ヴァジュ

ラの第2次事業、すなわち100門の追加導入を公式に承認し、同月中に契約が締結されました。

2025年4月、ハンファエアロスぺースは駐韓インド大使館で、約2億5,300万ドル規模の部品供給

契約の署名式を行いました。第1次事業で50％だったインド現地生産比率は、第2次事業では60％

に高まります。現地化比率の上昇は、韓国側の技術移転がより深まることを意味し、インド防衛産

業の独自能力が一段階上がることをも意味します。報道によると、さらに200門の追加導入の議論

も進行中であり、高海抜での運用に最適化されたエンジンアップグレードが含まれる可能性があり

ます。これが現実化すれば、K-9ヴァジュラはインド陸軍砲兵戦力の中枢となります。

防衛装備において追加注文は、最初の注文よりも困難です。最初の注文は期待と約束によって成し

遂げられます。追加注文は実際の運用結果、整備体系の安定性、部品供給の信頼性、様々な環境で

の性能を確認して初めて行われるものです。K-9ヴァジュラが追加注文を受けたということは、韓国

の武器体系に対するインドの信頼が紙の上の約束を超え、実戦で確認された信頼となったことを意

味します。

武器取引だけではありません。両国は安保対話の制度化も進めました。外交・国防次官級の2+2対

話チャネルが新設され、海軍間の合同演習や相互の寄港が拡大しました。軍事情報包括保護協定を

通じて、インド洋と太平洋の海上安保情報を共有する土台が整いました。

これらすべてが一つの体系を成しています。防衛協力はハードウェア、情報共有はソフトウェア、

2+2対話はオペレーティングシステム。3つが結合して初めて、安保パートナーシップというシステ

ムが作動します。

国際舞台での相互支持も欠かせません。韓国は原子力供給国グループ（NSG）を含む4大輸出管理体

制へのインドの早期加入を支持しています。これは外交的な辞令ではありません。NSGの核心メン

バー国である韓国が、インドを「責任ある核保有国」として認め、中国の反対にもかかわらずイン

ドの側に立つという宣言です。インドはこの支持を高く評価しています。

反対方向の支持もあります。インドは北朝鮮の核挑発に対して韓国の立場を一貫して支持し、国連

安保理の対北朝鮮制裁履行に加わってきました。互いの核心的な安保問題において背中を預け合う
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関係。経済協力は景気変動に左右されることがありますが、規範に基づいたこうした相互支持は、

長期的な信頼を築く方式です。

K-9ヴァジュラの砲口がヒマラヤ高地に向いている時、その中には韓国の技術とインドの必要、そし

て両国間の戦略的信頼が共に装填されています。

7.5 インド太平洋戦略のパートナー：米中の間での類似したジレンマ

韓国の外交官に「一番困る質問は何か」と尋ねれば、おそらくこのような答えが返ってくるでしょ

う。「アメリカと中国の間で、どちらの側に立つのかという質問」。インドの外交官に同じ質問を

すれば、似たような答えが返ってきます。用語がわずかに異なるだけです。韓国はこれを「戦略的

曖昧さ」と呼び、インドは「戦略的自律性（Strategic Autonomy）」と呼びます。言葉は違えど、

夜も眠れぬ悩みの構造は同じです。

韓国の状況を見てみましょう。安保の核心は韓米同盟です。在韓米軍2万8,500名が朝鮮半島に駐留

し、核の傘が北朝鮮の脅威を抑制しています。しかし、最大の貿易相手国は中国です。中国は韓国

の輸出の約20％を吸収する市場です。2016年のサード（THAAD）配備の際、中国が韓国に加えた

経済的報復は、このジレンマがいかに現実的であるかを示しました。

インドの状況を見てみましょう。インドはクアッド（Quad）とロシアとの伝統的な友好関係、中国

との3,000kmに及ぶ国境対峙を同時に管理しています。モディ首相の「マルチ・アライメント（多

角的な提携）」戦略、すなわちどちらか一方の陣営に完全に帰属せず、事案ごとに柔軟に連帯する

アプローチは、この複雑な方程式から生まれたものです（インドの多角的提携戦略とクアッド・

BRICS参加の具体的な様相については第6章の6.1を参照、インド太平洋戦略の全体構図は第6章の

6.3を参照）。

構造を比較すれば、類似性が浮き彫りになります。両国とも安保面ではアメリカと緊密であり、経

済面では中国と絡み合っており、地理的に中国と隣接しているため直接的な脅威を感じています。

韓国には北朝鮮という実存的な脅威があり、その背後に中国が控えています。インドにはパキスタ

ンという長年の敵国があり、やはり中国が彼らを支援しています。これは偶然の一致ではなく、地

政学的な構造の類似性です。

この類似したジレンマが、両国を自然なパートナーにします。米中のどちらか一方を完全に選ぶこ

とのできない国同士が手を組めば、個別の国家としては不可能な交渉力が生まれます。これがイン

ド太平洋戦略において韓・インド協力が持つ核心的なロジックです。

2024年10月、インドと中国は実質統制線（LAC）一帯の兵力引き離しに合意しました。2020年の

ガルワン衝突以降、4年以上続いた軍事対立の部分的な解消でした。この合意によりインドの戦略環

境が多少緩和されるかのように見えました。しかし、2025年4月にパハルガム（Pahalgam）事態

が発生し、インドは再びパキスタンとの緊張の中に引き込まれました（パハルガム危機の展開とイ

ンド・パキスタン関係については、第4章の4.5および第9章を参照）。一方の戦線が静まれば、も

う一方に火がつくパターン。インドの安保環境は韓国とは異なる方式で、しかし似たような強度で

複合的です。
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この共通のジレンマが具体的な協力へとつながる空間があります。サプライチェーンの再編です。

米中葛藤が貿易戦争を超えて技術覇権競争へと広がる中で、「チャイナ・プラス・ワン（China

Plus One）」は両国にとって生存課題となりました。韓国企業は中国に集中した生産施設を分散さ

せなければなりません。インドはこの分散の受益者になろうとしています。アメリカが主導する

IPEF（インド太平洋経済枠組み）に韓国とインドの両方が創立メンバーとして参加したのは、この

ロジックの制度化です。

半導体、バッテリー、レアアースといった核心素材のサプライチェーンにおいて中国への依存度を

下げることは、両国共通の利害関係です。韓国は半導体の設計と生産技術を、インドは巨大な市場

と労働力を提供できます。これはビジネスではなく、経済安保の問題です。

より広い構図があります。インドは開発途上国と低開発国を代弁する「グローバル・サウス（

Global South）」の盟主を自認しています。韓国は先進国と途上国をつなぐ「グローバル中枢国家

（Global Pivotal State）」を目指しています。西側のG7と残りの世界の間の溝を埋める架け橋の役

割を、両国が共に果たせる構造です。2023年にインドがG20議長国を務めた際、韓国が積極的に協

力したのは、この可能性の予告編でした。

2025年4月、ソウルで2つの出来事が起こりました。駐韓インド大使館でハンファエアロスぺース

とL&TのK-9ヴァジュラ部品供給契約の署名が行われました。同月、ソウルでは韓・インド・米の

1.5トラック対話が開催され、三カ国間の協力のビジョンとシナジーを議論しました。防衛装備契約

と戦略対話が同月に行われるのは偶然ではありません。ハードウェアとソフトウェア、経済と安保

が一つのパッケージとして動いているというシグナルです。韓・インド・米の三カ国対話の登場は、

二国間関係が三国間関係へと拡張され始めたことを示しています。

韓国とインドは互いに「選択」ではなく「必須」になりつつあります。米中の間で完璧な選択をす

ることができない国同士であるからこそ、むしろ「完璧な選択を強要しない協力」を発展させる余

地が大きいのです。規範に基づいた海洋秩序、サプライチェーンの弾力性、防衛装備の共同生産、

先端技術協力。こうしたアジェンダは「味方分け」の言葉ではなく、「能力構築」の言葉で動きま

す。

能力構築は外交的な辞令よりも長く残ります。そして長く残るものだけが、戦略と呼ばれる資格を

持っています。

前の章

目次を見る

次の章

金京鎮AI書房

kimkj.com
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第8章 インドに根を下ろした韓国企業

前の章

目次を見る

次の章

8.1 サムスン電子30年：1995年進出、世界最大のスマートフォン工場、AI転換

2018年7月9日、ニューデリー郊外のノイダ（Noida）。片側にはナレンドラ・モディ首相、もう片

側には文在寅（ムン・ジェイン）大統領が立っていました。二人の前に広がっていたのは、サッカー

場24面分を合わせた大きさの工場でした。サムスン電子ノイダ新工場の竣工式。モディ首相は「韓

国の技術とインドの製造が出会えば、世界最高の製品が誕生するだろう」と語りました。その工場

は年間1億2千万台の携帯電話を生産できる、単一建物としては世界最大のモバイル工場でした。両

首脳が並んでボタンを押す一枚の写真が、韓国企業とインド政府の関係を凝縮して示していました。

この工場が最初からこれほど巨大だったわけではありません。1995年、サムスン電子がインドの地

に初めて足を踏み入れたとき、ノイダ工場は数百人の従業員がテレビを組み立てる小さな施設でし

た。当時、インドは1991年に経済開放の扉を開いていましたが、街にはまだ「ライセンス・ラージ

（License Raj：許認可の支配）」の影が色濃く漂っていました。官僚があらゆる許認可権を握って

いた時代、外国企業にとってインドはチャンスであると同時に迷路でもありました。

サムスンはその迷路を歩むことを決意した企業でした。1996年にノイダに工場を建設してテレビの

生産を開始し、2003年には冷蔵庫、2007年には携帯電話へと生産品目を広げていきました。一度

に跳躍したのではなく、一歩ずつ階段を上っていったのです。この「段階的な現地化」は、インド

の複雑な関税構造と現地部品の使用義務比率をクリアするための王道的な手法でした。

サムスンがインドで生き残った秘訣は、「インドのために、インドで作る」という原則を守ったこ

とにあります。インドの電圧は不安定で、停電も頻繁に起こります。サムスンは電圧が変動しても

故障しないテレビや冷蔵庫を独自に設計しました。インドの消費者が好む強力なサウンド機能を搭

載し、データ通信料が高い環境を考慮してデータ節約モードを開発しました。こうした機能はソウ

ルの本社ではなく、ベンガルール（Bengaluru）とノイダにあるサムスンのインド研究所で生まれま

した。ベンガルール研究所は、韓国外で最大規模のサムスン・ソフトウェア研究拠点です。そこで

は数千人のインド人エンジニアが働いています。

2018年のノイダ工場拡張は、サムスンのインド戦略が量から質へと転換する分岐点でした。サムス

ンは7億ドルを投資して生産能力を6,800万だから1億2千万台へと倍増させました。この工場で作

られたギャラクシー・スマートフォンは、インド国内で販売されるにとどまりませんでした。中東、

アフリカ、ヨーロッパへと輸出されたのです。モディ首相が叫んでいた「メイク・イン・インディ

ア、メイク・フォー・ザ・ワールド（Make in India, Make for the World）」というスローガンが、

この工場で現実のものとなったわけです（第7章 7.3参照）。

モディ政府の生産連動型インセンティブ（PLI：Production Linked Incentive）制度が、この成長に

火をつけました（第4章 4.2参照）。インドでの生産量を増やせば政府が現金補助金を支給する制度
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ですが、サムスンはグローバル企業の中でも先駆者としてこの恩恵を受けた企業となりました。韓

国に例えれば、政府が工場を多く稼働させる企業に懸賞金を与えるようなものです。サムスンにとっ

ては、インドで多く作るほど利益が大きくなる構造が完成したのです。PLI制度の下、サムスンはス

マートフォン、ITハードウェア、電子部品など多分野にわたってインセンティブを受領しており、

インドを内需市場に限定せずグローバルな輸出拠点へと再編する作業を加速させています。

30年が経過した今、サムスンはインドで「AI転換」という新たな局面に入っています。スマートフォ

ンに人工知能機能を搭載し、ヒンディー語やインドの地方言語をリアルタイムで通訳してくれる「

ギャラクシーAI」は、22の公用語が使われる国で爆発的な反応を得ました。工場内でもAIが活用さ

れています。不良品を自動で選別し、電力が不安定な環境で工程を自ら調整する製造AIが、サムス

ン・ノイダ工場の生産性を引き上げています。

しかし、明るい話ばかりではありません。2024年9月、チェンナイ（Chennai）近郊のスリペルム

ブドゥール（Sriperumbudur）にあるサムスン家電工場で、1,500人の労働者が作業を停止しまし

た。工場の前には「無期限ストライキ」と書かれた立て札が立てられました。労働者たちの要求は

三つでした。月給を2万5千ルピーから3万6千ルピーに引き上げること、勤務時間を8時間に定める

こと、そして新しく設立した労働組合を承認することでした。インド労働組合センター（CITU）が

ストを支援し、地元の政治家たちが労働者の側に立ちました。

ストライキは37日間続きました。サムスンは「不法ストライキ」として強硬に対応し、タミル・ナー

ドゥ州政府が仲裁に入った末、10月16日にストは終了しました。サムスンは月5千ルピーの生産性

インセンティブを支給することに合意しましたが、労組承認の問題は裁判所へと持ち越されました。

2025年1月27日、マドラス高等裁判所の命令に従い、サムスン・インド労働組合（SIWU：

Samsung India Workers' Union）が正式に登録されました。サムスン電子の工場で労組が公式に認

められたのは、世界で二例目でした。一例目は米国テキサス州オースティンにあるサムスン・オー

スティン・セミコンダクター（Samsung Austin Semiconductor）で、ここでは労組の代表権が認

められています。

このストライキは、賃金紛争以上の意味を含んでいました。インド経済が成長するにつれ、労働者

の権利意識も高まっているというシグナルでした。韓国の1987年の労働者大闘争を思い起こさせる

光景でした。高度成長の果実が工場で働く人々にも行き渡るべきだという要求、それはどの国であ

れ、経済発展の一定の段階で必ず登場する声です。

サムスン電子のインド30年は、モディノミクスの成長グラフと重なります。1995年にテレビ1台を

組み立てていた小さな工場が、年間1億2千万台のスマートフォンを生産する世界最大の製造ハブに

なりました。その過程でサムスンはインド人にとって就職したい企業となり、政府にとっては誇る

べき成功事例となりました。同時に、労働問題という新たな課題の前に立っています。インドとい

う国自体が変化しているからです。

8.2 ヒョンデ自動車の挑戦と成功：1996年の単独投資、2024年の過去最大級のIPO

1998年、インドの自動車ディーラーの間で不思議な噂が広まりました。韓国から来た自動車会社が、

ターバンを巻くシーク教徒の頭が天井に触れないよう、車体のルーフを高くした車を作ったという

のです。その車の名はサントロ（Santro）。現代（ヒョンデ）自動車がインド市場に投入した最初
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の戦略車種でした。「トールボーイ（Tall Boy）」という愛称がついたこの小型車は、発売初年度

に数万台が売れ、インドの国民車の仲間入りを果たしました。インド人の体に合った車を作るとい

う考え、その出発点がヒョンデのインド成功神話の種でした。

ヒョンデがインドの地に降り立ったのは、サントロ発売の2年前、1996年のことでした。南部タミ

ル・ナードゥ州のチェンナイに工場の敷地を確保しました。当時、グローバルな自動車メーカーの

ほとんどは、インド現地企業と手を組んで合弁法人（Joint Venture）を設立して進出していました。

リスクを分散するためです。インド市場はマルチ・スズキ（Maruti Suzuki）という巨人が支配して

おり、道路インフラは劣悪で、関税と規制は迷路のように複雑でした。このような市場に外国企業

が単独で飛び込むのは、無謀な賭けに近いものでした。

鄭夢九（チョン・モング）会長は賭けを選びました。100％単独投資。合弁パートナーなしに、ヒョ

ンデがすべてを決定するという意味でした。この決定の核心は品質にありました。合弁パートナー

が介在すると意思決定が遅くなり、ヒョンデが求める水準の品質管理が難しくなると判断したので

す。韓国で「品質は妥協できない」という原則を立てた鄭夢九会長の哲学が、インドにまで貫かれ

たのです。

この勝負手が的中した理由は、徹底した現地化にありました。ヒョンデはインドの道路の凹凸に耐

える頑丈なサスペンション、50度まで上昇する暑さに打ち勝つ強力なエアコン、クラクションを頻

繁に鳴らす運転文化を考慮した高耐久性のホーンを装着しました。部品の90％以上をインド現地で

調達するサプライチェーンを構築したことも決定的でした。フォード（Ford）やGMはインドに進出

したものの、数兆ウォンを失って撤退しました。この二社はグローバル標準をインドに適用しよう

としましたが、ヒョンデはインド標準を新しく作りました。その差が運命を分けました。

2010年代半ば、インドの自動車市場に変化の風が吹きました。モディ政府の発足後、道路インフラ

が改善され、中産階級の所得が増えるにつれてSUVの需要が爆発したのです。ヒョンデはこの流れ

を正確に読み取りました。クレタ（Creta）という小型SUVを発売し、この車はインドのSUV市場を

席巻しました。マルチ・スズキが小さなハッチバックに集中している間に、ヒョンデはSUVという

新たな戦場で1位を争うことになりました。2024年現在、ヒョンデのインド販売の63％がSUVです。

チェンナイ工場はインド国内だけで車を売る場所ではありません。アフリカ、中東、南アジアなど

80カ国余りへ車を輸出するハブの役割を果たしています。モディ首相が強調する「インドで作って

世界へ」というスローガンを、ヒョンデはモディ政府が誕生する前から実践していたことになりま

す（第7章 7.2参照）。

2024年10月、ヒョンデはインドでまた一つ歴史を刻みました。インド法人（HMIL：Hyundai

Motor India Limited）をムンバイ証券取引所に上場させたのです。公募規模は33億ドル（約2兆

7,870億ルピー）、日本円で約5,000億円（韓国ウォンで約4兆5,000億ウォン）。インド証券史上

最大規模の新規株式公開（IPO）でした。1億4,219万株を1株あたり1,960ルピーで売り出し、機

関投資家が殺到したことで、全体の申し込みは2.37倍に達しました。

上場初日、株価は公募価格より7％下落した1,819ルピーで取引を終えました。「高すぎた」という

市場の評価でした。韓国の本社に支払うロイヤリティ費用に対する懸念もありました。上場時点の

企業価値は約190億ドルと評価されました。初日の下落は、インドの資本市場が外国企業に対して
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も冷徹な物差しを突きつけるということを示しました。

それでも、このIPOの意味は株価の騰落よりも深いところにあります。ヒョンデは上場を通じて「外

国企業」というレッテルを剥がし、インド国民が株主として参加する企業となりました。これは資

金調達を超えて、インド社会におけるヒョンデの地位を根本的に変える戦略的な決定でした。政府

の規制を受けるときや労使葛藤が生じるとき、「我々の会社」という認識があるかないかの差は大

きいものです。

1996年、誰も注目していなかったチェンナイ工場の起工式から、2024年のインド証券史上最大の

IPOまで、28年がかかりました。その道のりの密度は、決して軽いものではありません。

8.3 LG・ポスコ・550社：家電市場の掌握、製鉄所、多様な産業への進出

インドの家庭で、蚊がテレビを見て逃げ出します。冗談のようですが、実際に存在する製品です。

LG電子がインド市場のために作った「蚊よけテレビ」は、人間の耳には聞こえませんが蚊が嫌がる

超音波を発します。マラリアやデング熱が毎年数十万人を感染させる国で、テレビが健康を守る家

電になったのです。この製品一つがLG電子のインド戦略を物語っています。技術をインド人の生活

に合わせること、それがLGがインドの家電市場を掌握した方法でした。

1997年にインドに進出したLG電子は、インドの消費者の日常を研究することに執着しました。ベ

ジタリアンが全人口の相当数を占めることを把握し、冷蔵庫内の野菜保存スペースを大幅に広げま

した。停電が頻繁な環境でも冷気を維持する「エバークール（Evercool）」機能を冷蔵庫に搭載し

ました。インド人が好んで食べるヨーグルト「カド（Curd）」を自宅で作れる専用の発酵機能を冷

蔵庫に付けました。香辛料が強いインド料理に合わせた「タンドリー・モード」の電子レンジも作

りました。こうした製品が積み重なり、インドの消費者の間でLGは外国企業ではなく「我々の生活

を理解してくれるブランド」となりました。

その結果は数字に表れました。LG電子はインドの冷蔵庫と洗濯機市場でシェア1位を記録しており、

テレビやエアコン市場でも最上位圏を維持しています。ノイダとプネで大規模な工場を運営し、1万

5千人以上の現地スタッフを雇用しています。LG電子はアーンドラ・プラデーシュ州のスリシティ

（Sri City）に6億ドル規模の新工場建設を発表しました。この工場はインドの内需に加え、中東、

バングラデシュなど周辺国への輸出まで視野に入れた「リージョナル・ハブ」として設計されてい

ます。モディ政府がインド全域の農村まで電力を供給するにつれ、電気が通る村ごとにLG家電の潜

在顧客が生まれています。

LGが消費者のリビングルームを掌握したとすれば、ポスコ（POSCO）はインド産業の骨格である鉄

鋼を供給しようとしました。ポスコのインドの物語は、成功譚というよりは忍耐の記録に近いもの

です。2005年、ポスコは東部オリッサ（Odisha）州に120億ドル規模の一貫製鉄所を建設すると

いう野心的な覚書を締結しました。韓国の浦項（ポハン）製鉄所に匹敵する規模でした。

ところが、このプロジェクトは着工前にストップしました。工場の敷地に住んでいた住民が移住を

拒否し、環境団体が反対運動を繰り広げました。州政府が土地を収用しようとしましたが、裁判所

がブレーキをかけました。10年以上も事業が漂流した末、結局ポスコはオリッサ・プロジェクトを

断念せざるを得ませんでした。韓国に例えれば、大規模な産業団地の建設が住民の反対と行政訴訟

に阻まれ、10年以上迷走した末に諦めたようなものです。インドの連邦制構造において、中央政府
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がいくら歓迎しても、州政府や地域社会が阻めば事業が止まりかねないという教訓を、ポスコは高

い授業料を払って学びました（第3章 3.2参照）。

ポスコは戦略を変えました。巨大な一貫製鉄所の代わりに、マハラシュトラ州で自動車用の冷延鋼

板を生産する加工中心の事業へと方向転換したのです。この工場から出た鋼板は、ヒョンデやキア

はもちろん、タタ・モーターズ、マヒンドラ、フォルクスワーゲンなどインド国内の主要自動車メー

カーに供給されています。インドの自動車産業が成長するほど、ポスコの存在感も高まる構造です。

ポスコは現在、アダニ・グループ（Adani Group）と手を組み、環境に優しいグリーン・スチール

（Green Steel）の一貫製鉄所の建設を再び模索しています。炭素排出を抑えた水素ベースの製鉄工

程をインドで具現化するという構想です。オリッサで倒れ、マハラシュトラで立ち上がり、今また

グリーン・スチールという新たな舞台で再挑戦するこの粘り強さこそが、インドで生き残る方法な

のかもしれません。

サムスン、ヒョンデ、LG、ポスコの向こう側には、目に見えない企業があります。約550社以上の

韓国企業がインド全域に広がっています。暁星（ヒョソン）はスパンデックス工場を稼働させ、ロッ

テはチョコパイでインド人の味覚を掴みました。未来アセット（Mirae Asset）はインドの金融市場

で外資系資産運用会社としては稀な成功を収め、受託高が数兆ウォンを突破しました。KB国民銀行、

新韓銀行、ウリィ銀行が現地支店を開設し、企業金融とリテール金融を同時に攻略しています。

防衛産業でも韓国の名が挙がっています。ハンファ・エアロスペースのK-9自走砲は、インドで「ヴァ

ジュラ（Vajra、ヒンディー語で『稲妻』）」という名を冠し、技術移転方式で現地生産されていま

す。ゲーム会社のクラフトン（KRAFTON）の『バトルグラウンド・モバイル・インディア（BGMI）

』は、インドの若者の間で国民的ゲームとなりました。これらの企業は大企業の陰に隠れて目立ち

にくいですが、部品、素材、物流、金融、食品、ゲームに至るまで、インド経済の血管のいたると

ころに染み込んでいます。大企業が道を切り拓き、中堅企業や協力会社がその後に続く構造。韓国

企業のインド進出は、数社の冒険ではなく、一つのエコシステムになりつつあります。

8.4 半導体振興と韓国：ISMによる70％の補助金、シムテック・サムスンの参画

モディ首相には一つの心残りがあります。「インドには50～60年前に半導体を始めるチャンスがあ

りました。あのとき、そのバスを乗り逃してしまったのです」。彼は多くの演説でこの話を繰り返

しました。1960年代、インドには半導体研究の種がありましたが、政府の無関心と官僚主義の中で

その種が芽吹くことはありませんでした。同じ時期、韓国はサムスンという会社を通じて半導体の

道を歩み始め、台湾はTSMCを育てて世界のファウンドリ市場の半分以上を占めるようになりました。

インドはチップを設計する人材は溢れていましたが、チップを生産する工場は一つもない国になっ

てしまいました。

モディ首相は今度こそバスの運転席に座ると宣言しました。その宣言が具体化されたのがインド半

導体ミッション（ISM：India Semiconductor Mission）です。この政策の核心はお金です。半導体

工場を建設する企業に対し、中央政府が事業費の50％を、州政府が20％を補助します。企業は全体

の費用の30％だけを負担すればいいのです。事業費の70％を政府が肩代わりするという破格の条件

です。韓国に例えれば、サムスンが平沢（ピョンテク）に半導体工場を建てるとき、政府が建設費

の70％を現金で出すような話です。この規模の補助金は、米国のCHIPS法や欧州の半導体法と比較

しても、かなり攻撃的な水準です。
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この破格の条件に真っ先に反応したのは米国のマイクロン（Micron）でした。マイクロンはグジャ

ラート州サナンド（Sanand）に半導体組み立て・テスト・パッケージング（ATMP）工場を建設す

ることを決めました。27億5千万ドル規模のプロジェクトです。サナンドはモディ首相がグジャラー

ト州首相時代から開発してきた産業都市です（第7章 7.3参照）。モディが自ら設計した産業インフ

ラの上に半導体工場が建つこと、これには象徴的な意味があります。

韓国企業もこの流れに乗っています。半導体基板（PCB）専門企業のシムテック（Simmtech）が、

マイクロンの工場近隣に工場を建設することを決定しました。約1億5千万ドル規模の投資です。半

導体はチップ一つだけでは完成しません。チップを載せる基板が必要であり、その基板を作るには

精密な技術が必要です。シムテックはこの分野で世界的な競争力を持つ企業です。マイクロンのサ

プライチェーン・パートナーとしての同伴進出の形ですが、インド政府の積極的な誘致努力と補助

金支援が決定的な役割を果たしました。

シムテックの進出が持つ意味は規模以上です。半導体のエコシステムは一つの工場では完成しませ

ん。チップメーカーの隣に基板会社が必要で、パッケージング装置会社が必要で、クリーンルーム

を管理する業者まで集まらなければなりません。シムテックの進出は、このエコシステムの最初の

韓国的な繋がりが作られたことを意味します。一社が入れば協力会社が続き、協力会社が入ればま

た別の企業がその隣に陣取ります。韓国の半導体部品企業がインドへ移動する流れができたのです。

サムスン電子に対するインド政府の求愛は執拗です。モディ首相はサムスンの経営陣に会うたびに、

半導体投資を要請してきました。サムスンはまだインドに半導体製造工場（ファブ）を建設すると

いう公式発表をしていません。半導体ファブは電力、水、廃水処理、サプライチェーン、地政学的

リスクまで数百の変数を計算しなければならない超大型投資だからです。韓国の平沢や米国のテキ

サスに工場を建てるのと、インドに建てるのとではリスクの性質が異なります。ただ、サムスンは

ベンガルールとノイダの研究所で数千人のインド人エンジニアが半導体設計とソフトウェア開発に

参加するという形で、インドの半導体エコシステムに足を踏み入れています。インド内のR&D拠点

を維持しながら、製造進出の時期を推し量る戦略です。

インド現地企業の動きも注目に値します。タタ・エレクトロニクス（Tata Electronics）は台湾の

PSMC（Powerchip Semiconductor Manufacturing Corporation）と提携し、グジャラートに半導

体ファブを建設すると発表しました。インド最大の財閥タタ・グループが半導体製造に乗り出した

ことは、この産業が国家的意志を超えて民間資本の実質的な投資領域に入ったことを意味します。

インドの半導体振興は韓国にとってチャンスであり試練でもあります。70％という破格の補助金と

14億人の電子製品市場は魅力的です。同時に、不安定な電力、不足する超純水、複雑な官僚主義は

半導体製造の基本条件を脅かします。それでも、インドが半導体に注ぎ込む資金と意志は真剣です。

韓国企業がこの舞台でどのようなポジションを占めるかによって、今後数十年にわたる両国の経済

関係の重心が変わる可能性があります。

8.5 挑戦と課題：停電・水質問題、官僚主義、労使紛争、税務テロ

サムスン電子ノイダ工場では、夏になるとディーゼル発電機が休みなく稼働します。インドの電力

網は、夏の猛暑が訪れると需要を賄いきれません。予告なく電気が遮断され、電圧が変動します。

スマートフォンの生産ラインで電力が1秒でも途切れれば、工程中の製品が不良品になります。その
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ため、サムスンは工場内に自家発電設備を備えています。一般の電気代の数倍も高い軽油を燃やし

てでも、生産ラインを止めないためです。韓国では想像しにくいことです。韓国の産業用電力供給

の安定性は世界最高水準ですから。インドで工場を稼働させるということは、「工場の隣に発電所

をもう一つ建てる」という意味でもあります。

水の問題は電力よりもさらに厄介です。半導体やディスプレイの製造には超純水（Ultra Pure

Water）が大量に必要です。不純物が極めて少ない水でなければなりません。インドは慢性的な水

不足国家です。チェンナイは2019年に深刻な水不足に見舞われ、都市機能が麻痺寸前までいきまし

た。雨季には洪水が起き、乾季には貯水池が底をつきます。気候変動がこの変動幅をさらに広げて

います。韓国企業は工場内に浄水処理施設と廃水リサイクルシステムを自ら建設することで対応し

ていますが、これは追加コストです。インド政府が半導体工場の誘致に70％の補助金を掲げても、

電力と水という基礎インフラが追いつかなければ、工場は本領を発揮できません。

官僚主義は、インドで事業を営む外国企業が漏れなく訴える問題です。モディ首相は「官僚主義の

レッドテープ（Red Tape：形式主義の赤い紐）を取り除き、投資家のためのレッドカーペット（

Red Carpet）を敷く」と約束しました。世界銀行の「ビジネス環境ランキング」で、インドは142

位から63位へと躍進しました。数字で見れば大きな進展です。しかし、現場の風景は少し異なりま

す。

中央政府が外資を歓迎する政策を打ち出しても、州政府や地方官僚のレベルでは話が変わることが

多々あります。土地収用の過程で法的紛争が数年間続くこともあれば、税務当局の解釈が予測不可

能に変わることもあります。インドではこれを「税務テロ（Tax Terrorism）」と呼びます。この表

現が誇張ではない理由があります。フィンランドのノキア（Nokia）はインド工場を運営していた際、

税務当局から数千億ウォン規模の遡及課税請求を受けました。英国のボーダフォン（Vodafone）は

さらに劇的でした。2007年にボーダフォンが香港のハチソン・ワンポアからインド事業を買収した

際、インド税務当局はこの取引に遡及して約20億ドルの譲渡所得税を課しました。インド最高裁判

所はボーダフォンの勝訴を認めましたが、インド議会は2012年に法律を改正して遡及課税を合法化

しました。すでに終わった取引に後から税金をかけること、それがインドでは可能だったのです。

2021年になってようやくモディ政府がこの遡及課税条項を廃止し、ボーダフォンに徴収額を還付し

ましたが、一度刻まれた「税務テロ」のイメージは外国人投資家の記憶に残っています（第10章

10.4参照）。

韓国企業もこうしたリスクから自由ではありません。部品の輸入関税の分類基準が変わったり、約

束されていたインセンティブの支給が遅れたりといったことが現場で発生しています。

ポスコのオリッサ・プロジェクトが代表的な事例です。中央政府は大歓迎でしたが、州政府レベル

の土地収用と環境許可で10年以上阻まれました。モディ首相の意志がいかに強くとも、インドの連

邦制構造では中央の方針が地方の末端まで一貫して貫かれないことが多々あります。この「執行の

ギャップ」は、韓国企業がインドの事業計画を立てる際に必ず考慮しなければならない変数です。

労使葛藤は最近急速に浮上しているリスク要因です。2024年のサムスン・チェンナイ工場の37日

間のストライキは、インドの労働運動の新たな金字塔となりました。インドの労働者の権利意識が

経済成長のスピードと同じくらい速く育っているというシグナルでした。労働者たちは賃金引き上

げ、8時間勤務、労組承認という三つを要求しました。ストを主導したのはインド労働組合センター
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（CITU）であり、この組織はインド共産党（マルクス主義）と繋がっています。マドラス高等裁判

所がSIWUの正式登録を命じたことは、司法が労働者の結社の自由を雇用主の反対よりも優先した判

断でした。この判決は、インドに進出した他の韓国企業にも前例として作用する可能性があります。

モディ政府が推進する農業改革に対する農民の抵抗が巨大な社会運動へと発展した事例（第5章 5.3

参照）と同様に、経済成長が伴う社会的葛藤は避けられない課題です。

インドにおいて労組は、韓国とは異なる意味を持ちます。インドの労組は政党と密接に繋がってい

ます。ストライキが始まれば地元の政治家が労働者の側に立ち、労使紛争が政治問題化します。企

業と政治勢力の間の力比べになるのです。韓国企業特有の「パルリパルリ（早く早く）」文化と垂

直的な管理方式が、インドの労働者の議論文化や権利意識と衝突するポイントもあります。サムス

ンの工場で0.1ミリメートルの誤差も許さない品質基準を、現地スタッフが最初から理解するのは容

易ではありません。「チャルタ・ハイ（Chalta Hai、まあ大丈夫だ、なんとかなる）」というイン

ド式の柔軟性と、韓国式の精密さの間の距離は、教育と時間で埋めていくしかありません。

熟練人材の高い離職率も問題です。インドの優秀なエンジニアたちの年俸は急速に上がっており、

企業間の人材争奪戦が激化しています。「低賃金の生産拠点」というインドの魅力が徐々に薄れつ

つあることを意味します。

これらすべてがあるにもかかわらず、インドを離れることができる韓国企業はありません。14億の

人口、世界で急速に成長する大型経済、平均年齢28歳の若い労働力。これらの数字が生み出す引力

は拒否できません。サムスンが30年間積み上げてきた製造インフラ、ヒョンデが28年にわたり構築

した部品サプライチェーン、LGがインドの家庭の奥深くまで浸透させたブランドの信頼は、一朝一

夕に作られたものではありません。停電が起きれば発電機を回し、水が不足すれば浄水施設を建て、

官僚主義に阻まれれば迂回路を探しました。その忍耐の蓄積が、550の韓国企業をインド経済の一

部にしました。

インドは約束の地であり、同時に忍耐の地でもあります。韓国企業にとってインドは中国に代わる

「ネクスト・チャイナ」ではありません。インドはインドです。中国とは全く異なるルールが適用

される巨大なゲーム盤であり、そのルールを学ぶには時間が必要です。

前の章

目次を見る

次の章
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第9章 インドの韓流

前の章

目次を見る

次の章

9.1 韓流の始まり：北東部での点火から全国拡散、OTT視聴率が370％急増

2000年9月、インド北東部のマニプール（Manipur）州インパール（Imphal）市内の映画街に、奇

妙な静寂が広がりました。インドで最も古い分離主義武装組織の一つである革命人民戦線（

Revolutionary People's Front, RPF）が、ヒンディー語映画とヒンディー語衛星チャンネルの視聴

を全面的に禁止したのです。劇場の門は閉じられ、テレビからシャー・ルク・カーンの顔が消えま

した。RPFの論理は単純でした。ボリウッドは「インド化（Indianisation）」の道具であり、ヒンディ

ー語圏の封建的な価値観をマニプールに移植する文化帝国主義であるというものでした。反乱軍は

6,000～8,000本のヒンディー語映画のビデオカセットとCDを押収して焼き払いました。

文化的空白は長くは続きませんでした。ミャンマーと国境を接するモレ（Moreh）国境貿易市場を

通じて、中国、タイ、韓国製の電化製品が流入しており、その間に韓国映画やドラマが収められた

不法コピーのCDやDVDが混じり込んでいました。1枚10～30ルピー、韓国のお金で200～500ウォ

ン（約20～50円）ほどのアセットであるこれらの海賊版ディスクが、マニプールの文化地図を根底

から変えることになるとは、誰も予想していませんでした。

なぜ、よりによって韓国だったのでしょうか。マニプールをはじめとする北東部の7つの州、いわゆ

る「セブン・シスターズ（Seven Sisters）」は、インド本土とは人種・言語・文化が明らかに異な

る地域です。モンゴル系の外見を持つこの地域の人々は、デリーやムンバイなどの大都市で日常的

に人種差別を経験しており、ボリウッドのスクリーンに自分たちと似た顔は存在しませんでした。

しかし、韓国人俳優たちの顔は違いました。彼らの目や鼻、肌の色は、北東部の人々にとって見慣

れたものでした。韓国ドラマの中の家族を重視する情緒、目上の人を敬う態度、抑制されたロマン

スは、マニプールの伝統的な価値観と不思議なほど一致しました。マニプールの社会学者オトジッ

ト・クシェトリマユム（Otojit Kshetrimayum）はこの現象を次のように説明しています。「人種

的な類似性と氏族共同体文化の共通点が、韓国コンテンツに対する拒絶感を事実上ゼロにしました。

」

2008年、アリランTVがマニプールのケーブルネットワークで放送を開始したことで、韓流は海賊

版DVDの段階を超えて正規メディアへと進出しました。ホームドラマ、ロマンス映画、旅行番組、

料理ショーが次々と流れ込み、マニプールの若者たちはテレビの前から離れられなくなりました。

インパールの市場では、韓国人歌手の顔が載ったポスターがボリウッド俳優を追い出しました。美

容院にはソン・ヘギョやペ・スジの写真が案内用として掲げられました。隣接するナガランド（

Nagaland）州政府は2008年、コヒマでインド・韓国音楽フェスティバルを公式開催し、数千人の

若者が韓国人ミュージシャンの公演に詰めかけました。

しかし、依然としてインドの主流社会はこの現象を知りませんでした。デリーやムンバイのメディ

アにおいて、北東部の韓国ブームは「彼らだけのサブカルチャー」程度に片付けられていました。
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14億のインド人口のうち、わずか数千万人が住む辺境の流行が、インド全体を揺るがすことになる

と予想した人は一人もいませんでした。

転換点は二つありました。一つはモディ政権の「デジタル・インディア（Digital India）」政策であ

り、もう一つは新型コロナウイルスのパンデミックでした。

2016年、リライアンス・グループのムケシュ・アンバニ（Mukesh Ambani）が通信会社「ジオ（

Jio）」を設立し、4Gデータの価格を事実上無料に近い水準まで引き下げました（第4章4.3参照）。

この革命的な価格破壊の背景には、モディ政権が全国単位で推進した光ファイバー・インフラ投資

がありました。1GBのデータ価格が世界最低水準の10ルピー（約17円）まで下がると、14億のイ

ンド人の手にYouTubeとNetflixが握られました。モディ首相が「データは新しい石油である」と力

説したそのデータ高速道路の上で、北東部のコップの中の嵐に過ぎなかった韓流が、インド全土へ

と疾走し始めました。

決定的な起爆剤は2020年の新型コロナウイルスでした。モディ政権が発令した全国的なロックダウ

ン（Lockdown）は、世界で最も長く、かつ厳格なものの一つでした。家に閉じ込められた14億の

人口が、スマートフォンとOTTプラットフォームへと大挙して押し寄せました。Netflix、Amazon

Prime、MXプレイヤーといったプラットフォームは、英米圏のコンテンツが底をつくと、新鮮で情

緒的に共感しやすい韓国ドラマを積極的に前面に配置しました。『愛の不時着』、『サイコだけど

大丈夫』、『梨泰院クラス』がインドの中産階級のお茶の間を占領しました。そして2021年、『イ

カゲーム』が爆発的なヒットを記録しました。

この時期、Netflixインドにおける韓国ドラマの視聴率は前年比で370％以上も急増しました。ボリ

ウッド特有の誇張された演出や3時間の長い上映時間、必須の群舞や歌に疲労感を感じていたインド

の視聴者にとって、16部作の精巧な構成と抑制された感情表現、洗練された映像美を備えた韓国ド

ラマは、完全に新しい文法でした。OTTプラットフォームはヒンディー語、タミル語、テルグ語の

吹き替えサービスを開始し、これは英語を話す都市部のエリートに限られていた韓流の消費層を、

地方都市や農村の大衆へと拡大させました。MXプレイヤーは「K-Drama」カテゴリーを別途新設し

ました。韓国ドラマはもはや「特殊な好み」ではなく、ボリウッド、ハリウッドと肩を並べる第3の

軸となったのです。

北東部の反乱軍がボリウッドを禁止したとき、彼らが作り出したのは文化的真空でした。韓国のコ

ンテンツがその真空を埋め、モディ政権のデジタル革命がそれを全国へと運びました。禁止から始

まった代替案が主流になるまで、20年の歳月がかかりました。

9.2 BTS・BLACKPINKとZ世代：1,500万人の消費者、カバーダンス・ファンアート制作

ムンバイのある大学の学園祭のステージの上で、17歳の少女5人がBLACKPINKのダンスを完璧に再

現しています。観客席の歓声はK-POPコンサートの現場と変わりません。舞台裏の待機室で、ある

参加者が語ります。「私たちはYouTubeで振り付けを学びました。韓国語の歌詞もほとんど覚えて

います。先生になぜ韓国語を学ぶのかと聞かれたら、こう答えます。『私の夢はソウルに行くこと

です』」

この風景はインド全土で繰り返されています。インドは平均年齢28歳、35歳未満の人口が全体の

65％を占める、世界で最も若い国です。Facebookの分析データによると、インド国内のK-POPと
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韓国ドラマの積極的な消費者は約1,500万人に達します。これは並大抵の国家の全人口に匹敵する

数字です。全世界のK-POPファンダムの規模において、インドはすでに6位以内に入っています。

BTSはインドのZ世代にとって、単なる音楽グループ以上の存在です。彼らが発信する「Love

Yourself」というメッセージは、インド社会の特殊な文脈の中で予想外の共鳴を呼び起こしました。

インドの青少年は、世界でも極めて激しい学問的競争の中に置かれています。IIT（インド工科大学）

入試の合格率は1～2％に過ぎず、試験に失敗した学生の自殺が社会問題になるほどです。カースト

制度の影、家父長的な家族構造、同性愛嫌悪が依然として日常の中に存在しています。「自分自身

を愛せ」というBTSのメッセージは、この抑圧的な環境で生きるインドの青少年たちにとって、心

理的な解放区となりました。あるインド人ファンの言葉を借りれば、「BTSに出会うまで、私は自

分が不十分な人間だと思っていました」。

BLACKPINKは女性ファン層にまた別の種類の衝撃を与えました。インド社会において女性の自己表

現は依然として多くの制約を受けています。BLACKPINKがステージで見せる堂々とした姿、自信、

スタイルの自律性は、インドの少女たちにとって「自己決定権」の視覚的なモデルとなりました。

BLACKPINKのファッションやメイクは、模倣の対象を超えて、保守的な社会の中で「私はこのよう

に生きたい」という宣言の道具となりました。

注目すべきは、インドのファンが受動的な消費者に留まっていないという点です。彼らは積極的な

「プロシューマー（Prosumer）」、すなわち生産する消費者です。駐インド韓国文化院（KCCI）が

毎年開催する「全インドK-POPコンテスト（All India K-Pop Contest）」には数千チームが参加し

ます。予選はインド全土の都市で開かれ、本選に進むチームだけで1,200を超えます。この大会で

優勝したチームは、韓国で開かれる世界大会にインド代表として参加します。

カバーダンスに留まりません。InstagramやYouTubeには、インドのファンが自ら描いたBTSのファ

ンアート、創作ファンフィクション、韓国アイドルのミュージックビデオに対するリアクション動

画が溢れています。TelegramやDiscordでは、組織的なファンクラブがストリーミングキャンペー

ンを企画し、アイドルの誕生日に合わせてチャリティー活動を行っています。2022年にBTSのメン

バー、ジョングクがインド映画『RRR』の主題歌「ナートゥ・ナートゥ（Naatu Naatu）」を口ず

さむ動画が公開されたとき、インドのARMY（アーミー）たちはソーシャルメディアを埋め尽くして

熱狂しました。韓国のポップスターがインドの文化を消費し、インドのファンが再び韓国のスター

に熱狂するという、双方向の文化循環が機能し始めたのです。

この熱狂は言語の壁さえも崩しました。グローバル言語学習アプリのDuolingo（デュオリンゴ）に

おいて、韓国語はインド国内で成長速度の速い外国語の一つに挙げられています。好きな歌手の歌

詞を理解したい、ライブ放送を字幕なしで見たいという切望が、数十万人のインドの青少年を韓国

語教室へと導きました。インド国内の韓国語学習者数は幾何級数的に増えており、Duolingoのデー

タによると、韓国語はインドで需要が急増している外国語ランキングの上位にランクインしていま

す。2020年、モディ政権が発表した国家教育政策（NEP 2020）は、韓国語をインドの学校の第二

外国語推奨科目に採択しました。韓国語がフランス語やドイツ語と同列に扱われるようになったの

です。この決定の背景には、韓国文化院と駐インド韓国大使館による共同提言がありましたが、決

定的に作用したのはボトムアップからの爆発的な需要でした（第7章7.1参照）。
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K-POPはインド社会において予想外の役割も果たしています。カースト、宗教、地域、言語で絶え

ず分節化されるインド社会において、K-POPファンダムはこれらすべての境界を無視する「中立的

な文化空間」となりました。バラモン（最上位カースト）の少女とダリット（不可触民）の少年が

同じカバーダンスチームで踊り、ヒンドゥー教徒とイスラム教徒が同じファンクラブで活動してい

ます。K-POPという共通分母の前で、インドの慢性的な社会的障壁は一時的に溶け去ります。ある

インド文化研究者の表現を借りれば、「K-POPはインドの若者にとって、階級に関係なく誰もが楽

しめる『平等な嗜好』の象徴」なのです。

1,500万という数字は始まりに過ぎないかもしれません。インドのインターネット利用者は8億人を

超え、スマートフォンの普及率は毎年急激に上昇しています。まだK-POPに触れていない数億人の

インドの青少年が、潜在的な消費者として控えています。サムスン電子がギャラクシースマートフォ

ンのマーケティングにK-POPのイメージを活用し、韓国企業がZ世代をターゲットにしたマーケティ

ングに集中する理由も、まさにここにあります。

9.3 K-Beauty・K-Food・K-Fashion：ライフスタイル全般への拡散

ドラマや音楽から始まった憧れは、スクリーンを越えてインド人の化粧台、食卓、クローゼットへ

と浸透しています。韓国文化への好感が、ライフスタイル全般の消費パターンを変え始めているの

です。

まずはK-Beautyの話から始めましょう。インドの化粧品市場における韓国ブランドの躍進は、「ガ

ラス肌（Glass Skin）」という言葉に集約されます。伝統的にインドのビューティー市場は、濃いポ

イントメイク、力強いアイライン、明るい肌トーンを強調する西洋ブランドが支配してきました。

韓国ドラマの中の俳優たちの透明で潤いのある肌は、この公式を覆しました。「メイクで覆い隠す

のではなく、肌そのものを健康にする」という韓国式のスキンケア哲学が、インド女性の美意識を

根本的に変え始めました。

数値がこれを証明しています。インドのK-Beauty市場は、2024年の約4億ドルから2030年までに

15億ドル規模に成長すると予測されています。年平均成長率は25.9％で、インド全体のビューティー

市場の成長率（12％）の2倍を超えています。K-Beautyの購入者数も2024年の約1,190万人から、

2030年には2,700万人以上に増えると予測されています。インド最大のビューティープラットフォー

ムであるNykaa（ナイカ）において、韓国ブランドはプラットフォーム平均の2.5倍に達する成長率

を記録しました。COSRX（コスアールエックス）、TONYMOLY（トニーモリー）、THE FACE

SHOP（ザ・フェイスショップ）、LANEIGE（ラネージュ）といったブランドが、インド女性のスキ

ンケアルーチンに定着しました。

韓国の化粧品がインドで受け入れられた理由の一つは、意外な接点にあります。インドの伝統医学

アーユルヴェーダ（Ayurveda）に馴染みのある消費者にとって、高麗人参、緑茶、カタツムリ粘液、

シカ（Cica）といった天然成分を強調する韓国の化粧品は、抵抗なく受け入れられました。「化学

成分よりも自然由来成分」というK-Beautyの哲学が、アーユルヴェーダの自然主義の伝統と通じる

ところがあったのです。10段階のスキンケアルーチン、シートマスク、エッセンス、トナーパッド

といった製品群は、YouTubeのビューティーインフルエンサーたちの紹介を経て急速に大衆化しま

した。
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K-Foodの拡散はさらに劇的です。ドラマの主人公がアルミ鍋でラーメンを煮て食べるシーン、焼酎

のグラスを合わせるシーンは、インドの視聴者の食欲と好奇心を同時に刺激しました。韓国のラー

メンがインドで成功した背景には、インド人の辛いもの好きがあります。マサラやチリで鍛えられ

たインド人の味覚にとって、韓国ラーメンの辛さは見知らぬ挑戦ではなく、慣れ親しんだ快感でし

た。

三養食品の「ブルダック炒め麺」はこの繋がりの象徴です。YouTubeから始まった「ブルダック炒

め麺チャレンジ（Fire Noodle Challenge）」は、インド全土のYouTuberやインフルエンサーが必

ず通らなければならない通過儀礼のように広がりました。三養食品の2024年の海外売上高は前年比

65％増の1兆3,400億ウォンを記録しました。ブルダック炒め麺は世界100カ国で年間10億個以上

販売されるグローバルヒット商品となり、インドはこの成長の核心市場の一つとなっています。

かつては大型スーパーの輸入コーナーでしか見られなかった韓国ラーメンが、今ではBlinkit（ブリ

ンキット）やZepto（ゼプト）といったクイックコマースアプリを通じて10分以内に配達されます。

トッポギ、キンパ、キムチチゲは、デリーやムンバイのレストランのメニューに並びました。イン

ドの特殊な食文化を考慮した現地化も急速に進んでいます。人口の多くが菜食主義者であることを

考慮し、塩辛を抜いたヴィーガンキムチや、肉の成分を除去した菜食ラーメンが発売され、牛肉を

食べないヒンドゥー教徒のために鶏肉や羊肉をベースにした韓国料理メニューが開発されています。

韓国料理を食べることは味覚の体験を超えて、「ドラマの主人公が食べていたあの料理を自分も食

べている」という文化的な満足感を与えています。

K-Fashionの拡散速度も驚異的です。『梨泰院クラス』のパク・ソジュンのスタイル、『イカゲーム』

のトレーニングウェア、BLACKPINKのステージ衣装は、インドのオンラインファッション市場に即

座に影響を及ぼしました。大手ファッションECのMyntra（ミントラ）やAjio（アジオ）には、「

K-Drama Style」や「K-Pop Fashion」といったカテゴリーができました。オーバーサイズTシャツ、

バケットハット、パステルカラーの衣類、カーゴパンツがインドの大学街のユニフォームとなりま

した。華やかで原色的なインドの伝統衣装とは対照的な、韓国ファッションの端正でミニマルな美

学は、都市部の若者にとって「洗練された現代性」の基準となっています。

これらすべてのライフスタイルの拡散の根底には、サムスン、LG、現代自動車といった韓国の大企

業が30年間にわたり築き上げてきたブランドへの信頼があります（第8章8.1、8.3参照）。インド

の家庭の居間にはサムスンのテレビ、キッチンにはLGの冷蔵庫、ガレージには現代自動車がある風

景は、「メイド・バイ・コリア（Made by Korea）」に対する拒絶感を事実上ゼロにしました。こ

の信頼が化粧品、食品、ファッションという新しい領域へと自然に移り変わったのです。韓国を「

良い製品を作る国」と認識していたインドの消費者が、今や「真似したいライフスタイルを持つ国」

と認識し始めています。

9.4 歴史的絆と心理的距離の縮小

韓国とインドの文化的親近感は一朝一夕に生まれたものではありません。西暦48年の許黄玉（ホ・

ファンオク）伝説に遡る2,000年の縁、1929年にタゴールが韓国に送った詩、そして2018年のア

ヨディヤ・ディーポツァヴ祭に金正淑（キム・ジョンスク）夫人が主賓として招かれたことまで、

両国を繋ぐ糸は何重にも織りなされています（第7章7.1で詳しく扱います）。
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ここで注目すべきは、この歴史的な土台が現代の韓流に及ぼしている実質的な影響です。

文化の受容には「心理的距離」という概念があります。いかに魅力的なコンテンツであっても、そ

れが完全に未知の文化から来たものであれば、受容に抵抗が生じます。許黄玉伝説やタゴールの詩、

そして両国首脳間の友好交流は、韓国をインド人にとって「完全な他国」ではなく「遠い親戚」の

ような存在として認識させるようになりました。韓国ドラマがインドで成功できた深い基底には、

この心理的距離の縮小があります。

情緒的な共通分母も作用しています。韓国の「情（ジョン）」の文化や儒教的な価値観は、大家族

中心のインド社会の情緒と驚くほど似ています。ハリウッドのコンテンツが個人主義や自由奔放さ

を扱うのに対し、韓国のコンテンツは家族間の葛藤と和解、純粋な愛、勧善懲悪といった価値を現

代的な洗練さで包んで伝えます。インド人が韓国ドラマの中に自分たちが重視する価値を見出し、

深く共感するのは偶然ではありません。

南インドのタミル語と韓国語の間に、「オンマ（お母さん）」、「アッパ（お父さん）」といった

類似の単語が数百個存在するという学説は、この親近感に学問的な根拠を加えています。二つの言

語間の音韻的・文法的な類似性を研究する学者たちは、古代に海洋貿易路を経た交流があった可能

性を提起しています。科学的に確認されたわけではありませんが、この学説自体が両国民の間に「

私たちは思った以上に近い」という認識を植え付けています。

食は、この文化的な融合が具体的に起こる場所です。辛い味を好むインドの食習慣と韓国の食文化

の間には、自然な共通分母があります。インドのロティ（roti）やナン（naan）の横にキムチが置

かれ、韓国のヤンニョムチキンのソースがインドのパニール（paneer）料理に取り入れられていま

す。一方的な文化伝播ではなく、相互理解と尊重に基づいた融合が進んでいます。

2018年11月、インド・ウッタル・プラデーシュ州アヨディヤ。ヒンドゥー教の聖なる都市の一つ

であるこの地で開かれたディーポツァヴ（Deepotsav）祭に、金正淑夫人が主賓として出席しまし

た。数万個のオイルランプがサラユ川のほとりを照らすこの祭りに、ヒンドゥー民族主義の聖地に

韓国のファーストレディを招いたのは破格のことでした。モディ首相はこの場を通じて、韓国とイ

ンドが2,000年前から血で結ばれた家族であるというメッセージを伝えました。許黄玉の故郷と推

定されるアヨディヤと韓国の金海（キメ）を繋ぐこの物語は、外交的な修辞を超えて、インド人が

韓国文化を受け入れる心理的な通路となっています。

9.5 経済的波及：好感度 84.5％（世界2位）、製品購入意向 70％以上

数字は嘘をつきません。

2024年に文化体育観光部と韓国国際文化交流振興院（KOFICE）が26カ国25,000人を対象に実施

した「海外韓流実態調査」の結果、インドにおける韓国文化コンテンツの好感度は84.5％を記録し

ました。これはインドネシア（86.3％）に次いで世界2位です。インド人の10人のうち8人以上が

韓国文化に対して肯定的なイメージを持っていることを意味します。韓国文化を経験した後に韓国

に対する認識が肯定的に変わったと答えた割合は85.3％で、この項目ではUAE（85.9％）に次いで

世界2位を占めました。日本（38.8％）やイタリア（48.7％）と比較すると圧倒的な数値です。
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この好感度はすぐに財布を開かせます。同調査において、韓流経験者の韓国製品・サービスへの購

入意向はインドが70.7％で、エジプト（75.6％）、サウジアラビア（73.0％）、UAE（72.9％）、

ベトナム（72.1％）に次いで世界5位圏内に入りました。購入したい韓国製品は食品（64.7％）、

韓国旅行（61.8％）、韓国料理店への訪問（61.4％）、化粧品（54.0％）、衣類（52.8％）の順

でした。文化コンテンツの消費が関連産業の購入に繋がると答えた割合は57.9％に達しました。

この数値が意味する内容を、韓国企業の現実に当てはめてみましょう。

サムスン電子はインドのスマートフォン市場においてプレミアムブランドの地位を確固たるものに

しています。現代・起亜自動車はインドの自動車市場でシェア2位を占め、SUV市場を掌握していま

す。LG電子はインドの白物家電市場の先頭グループです。これらの企業が30年間にわたり築き上げ

てきた技術力と現地化戦略の成果は明らかです。しかし、韓流がこれらの企業にもたらした目に見

えない資産があります。それは「コリア・プレミアム（Korea Premium）」です。

1990年代後半、LGとサムスンが初めてインドに進出したとき、韓国は「コストパフォーマンスの

良い家電を作る国」程度のイメージでした。中国や日本の製品との差別化は容易ではありませんで

した。韓流がこの認識を変えました。韓国は今や「洗練されてヒップ（hip）で、真似したいライフ

スタイルを持つ先進国」です。サムスンのギャラクシースマートフォンを使い、現代自動車を運転

し、LGの家電を使うことは、「合理的な選択」を超えて「トレンディな選択」となりました。中国

製品が低価格攻勢を強め、2020年以降の中印国境紛争によって中国製品への拒絶感が高まった状況

において、韓国製品は魅力的な代替案として定着しました。

モディ政権による制度的な後押しも欠かせません。インド政府は韓国企業専用のワンストップサー

ビスである「コリア・プラス（Korea Plus）」を設置し、投資上の困難を迅速に解決する体系を整

えました。2018年にサムスン電子の世界最大のスマートフォン工場の竣工式にモディ首相が自ら出

席し、「これこそが『メイク・イン・インディア』の成功モデルだ」と称賛したのは、韓国製品に

対する国家レベルの認証でした。両国は2030年までに貿易額500億ドル達成を目標に設定しました

（第7章7.2参照）。

韓流の経済的波及は大企業に留まりません。KRAFTON（クラフトン）のモバイルゲーム『バトルグ

ラウンド・モバイル・インド（BGMI）』は、インドの国民的ゲームに登り詰めました。オリオンの

チョコパイはインドの国民的お菓子となりました。K-Beauty市場は2030年までに15億ドル規模に

成長する見通しであり、K-Foodはインドの巨大な加工食品市場においてプレミアムセグメントを急

速に浸食しています。エデュテック、ウェブトゥーン、ゲームといったサービス産業への韓国企業

の進出機会も広がっています。

しかし、このバラ色の数値の裏には影もあります。同じKOFICEの調査において、韓流に対する否定

的な認識に同意する割合がインドで52.7％となり、全26の調査対象国の中で1位となりました。「

過度に刺激的・扇情的（24.9％）」、「単調で陳腐だ（22.0％）」、「過度に商業的（21.1％）」

という反応が主な否定要因でした。韓流の人気が高まるにつれ、反作用も大きくなっているのです。

84.5％という好感度と52.7％という否定的な認識が共存するこのパラドックスは、韓流がインドに

おいて成熟期に入ったというシグナルでもあります。初期の新鮮さが薄れる中で、「コンテンツの

質」と「文化的感受性」という次の段階の課題が浮上しています。
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インドの巨大なエンターテインメント産業、ボリウッドとの競争も依然として熾烈です。テレビや

ラジオのプライムタイムは今なおインドの映画音楽が支配しており、K-POPがインドの主流音楽市

場に取って代わることは現実的に困難です。

それでも、84.5％という好感度と70％を超える購入意向は、明らかな事実を物語っています。14

億の人口の心に届いた韓流は一過性の流行ではなく、韓国とインドの経済地図を新しく描き変える

構造的な動力となりました。インド人の10人のうち8人以上が韓国を好んでいるということ。その

数字が、いかなる政治的宣言や外交的修辞よりも正確に、二つの国の未来を指し示しているのかも

しれません。

前の章

目次を見る

次の章

金京鎮AI書房

kimkj.com

© 2026. All rights reserved.
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第10章 3期目続投と2047年の夢

前の章

目次を見る

次の章

10.1 2024年総選挙：連立政権の樹立、3期目続投

2024年6月4日午後、ニューデリーのBJP本部。大型電光掲示板に開票結果が表示されるたびに、党

本部内の空気は重くなっていきました。「240」。数字はそこで止まりました。選挙前、モディ首

相自らが議会で「BJP単独で370議席、NDAで400議席突破」を豪語していたあの自信はどこへ行っ

たのでしょうか。過半数の272議席に32議席及ばない240議席。インド人民党（BJP、Bharatiya

Janata Party）がこの10年間で一度も経験したことのない数字でした。

選挙自体は人類史上、例のない規模の民主主義の行事でした。登録有権者数9億7,000万人、投票所

105万カ所。4月19日から6月1日までの44日間、7段階にわたって行われたこの選挙で、6億

4,200万人が投票しました。ヒマラヤの海抜4,000メートルの山村には象の背中に電子投票機（

EVM）を載せて登り、ラジャスタン砂漠ではラクダが投票機材を運びました。韓国に例えれば、全

国民が1か月半にわたり交代で投票するようなものです。

選挙前の雰囲気は圧倒的でした。G20サミット議長国としての外交的成功、チャンドラヤーン3号の

月南極着陸、7～8％台の高速成長。モディ首相の「強いインド」のイメージは絶頂に達していまし

た。「アブキ・バール・チャールソ・パール（今回は400議席突破）」。選挙スローガンは、改憲

可能ラインまで見据えるという自信の表れでした。出口調査も一斉にBJPの圧勝を予告していました。

ところが、蓋を開けてみると大逆転劇が繰り広げられたのです。

衝撃の震源地はアヨーディヤー（Ayodhya）でした。モディ首相が2024年1月に自ら奉献式を主宰

したラーム寺院がある場所、ヒンドゥー・ナショナリズムの心臓部であるファイザーバード（

Faizabad）選挙区で、BJPの候補が落選したのです。30年にわたるヒンドゥートヴァ運動の悲願が

成就したまさにその都市で、有権者が背を向けました（第5章5.1参照）。ウッタル・プラデーシュ

（Uttar Pradesh）州全体で見れば、状況はさらに深刻でした。80議席のうちBJPが獲得したのはわ

ずか33議席でした。2019年には62議席を席巻した場所です。代わりに、野党のサマジワディ党（

SP）が37議席を獲得し躍進しました。

何が「モディ・マジック」の効力を弱めたのでしょうか。

専門家は、華やかなマクロ経済指標の陰に隠れた庶民の苦しみを指摘します。米国議会調査局（

CRS）の報告書は「広範な貧困、高い若年失業率、物価上昇がBJPの選挙野心を挫折させた」と分析

しました。選挙前の世論調査では、回答者の27％が「失業」を最大の関心事に挙げました。GDPが

8.2％成長したという数字は、ムンバイの高層ビルやバンガロールのITキャンパスでは実感できまし

たが、ビハール州の農村の若者にとっては遠い国の話でした。
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野党連合「インディア（INDIA、Indian National Developmental Inclusive Alliance）」ブロックの

善戦が決定的な変数となりました。ラフル・ガンディー（Rahul Gandhi）率いる会議派（Congress）

は52議席から99議席へとほぼ倍増し、INDIAブロック全体では234議席を確保しました。ラフル・

ガンディーが打ち出した「BJPが400議席を超えれば憲法を改悪するだろう」というナラティブは、

予想以上の威力を発揮しました。ダリット（Dalit）やその他の後進階級（OBC）の有権者の間で、

「自分の予約採用枠（reservation）がなくなるかもしれない」という恐怖が広がりました。憲法が

保証する割当制（予約制度）は、ダリットやOBCにとって教育や公職進出のほぼ唯一の梯子です。

その梯子が外されるかもしれないという恐怖の前では、ラーム寺院の感動も力を失いました。

結局、モディ首相は地域政党と手を組むことになりました。アーンドラ・プラデーシュ州のチャン

ドラバブ・ナイドゥ（Chandrababu Naidu）率いるテルグ・デサム党（TDP）16議席、ビハール州

のニティシュ・クマール（Nitish Kumar）率いるジャナタ・ダル連合（JD-U）12議席。この2つの

政党が「キングメーカー」となりました。NDA（国民民主同盟）全体で293議席を集め、かろうじ

て過半数を超えましたが、これは2014年の336議席、2019年の353議席とは質の異なる勝利でし

た。

6月9日、モディ首相は大統領官邸ラシュトラパティ・バワン（Rashtrapati Bhavan）で3度目の就

任宣誓を行いました。ジャワハルラール・ネルー（Jawaharlal Nehru）初代首相が1962年に達成し

て以来、62年ぶりの3期目続投。歴史的な記録であることは間違いありません。しかし、この10年

間享受してきた「帝王的な首相」としての地位は終わりました。これからは連立パートナーと妥協

し、彼らの地域的な要求――財政配分、インフラ投資、雇用、州の権限拡大――を受け入れなけれ

ばならない「調整役」となりました。

韓国の政治に例えれば、大統領単独の国政運営から「ねじれ国会」での協治へと転換したような状

況です。強引な進め方のスピードは落ちるでしょうが、合意を経た政策の耐久性は高まる可能性が

あります。問題はその合意が「政策の質」を高める方向へ向かうのか、それとも「利権の配分」に

流れるのかです。モディ第3次政権のスタートラインは、まさにこのジレンマの上に置かれました。

モディ首相は就任後、党員にこう語りました。国民の「痛み（Tees）」を認識しており、それを解

消するためにさらに精進すると。圧勝ではない勝利が教えてくれた教訓でした。チャイワーラー（

茶売り）出身の政治家が74歳で3期目の首相任期を始めるにあたって直面したのは、権力の頂点で

はなく、権力の再定義でした。

10.2 モディ3期目の改革：労働法統合、GST改定、FTA締結、世界第4位の経済

連立政権という新たな政治的条件の下でも、モディ第3次政権の経済改革のエンジンは止まりません

でした。むしろ選挙で露呈した「庶民経済の苦しみ」という宿題が、改革のスピードを促しました。

モディ首相は2025年の独立記念日の演説で「次世代改革タスクフォース（Task Force for

Next-Generation Reforms）」の構成を発表し、「改革は強要されたものではなく、我々の信念で

ある」と宣言しました。その信念の最初の試金石は労働法でした。

インドの労働法は「規制のジャングル」という別名がふさわしい状態でした。中央政府の法律だけ

で29件、州政府の規制まで合わせると数百件が絡み合っていました。1947年の独立以来、時代ご

とに付け加えられた法律が互いに矛盾し、同じ事案を別の法律が重複して規定しているケースが頻
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繁にありました。韓国に例えると、勤労基準法、派遣法、産業安全保健法、雇用保険法がそれぞれ

20個ずつ存在するような状況を想像してください。企業側からすれば、雇用を増やすほどコンプラ

イアンス・コストが指数関数的に上がるため採用を控え、労働者側からすれば、本来保護が必要な

非正規職やプラットフォーム労働者が法の死角に置かれるという逆説が生じていました。

モディ政府は、これらの複雑な法律を4つの労働コードに統合する作業を推進しました。賃金コード

（Wages）、労使関係コード（Industrial Relations）、社会保障コード（Social Security）、産業

安全・保健・労働条件コード（OSH）です。法案自体はすでに第2次政権時に議会を通過していまし

たが、実際の施行は政治的配慮や労働組合の反発、州政府の消極的な態度により延期され続けてき

ました。第3次政権はこの宿題を推し進める態勢を整えました。ギグワーカー（Gig worker）やプラッ

トフォーム労働者にも年金（PF）と保険（ESI）の恩恵を拡大し、女性の夜間勤務を許容し、企業の

解雇や雇用手続きを透明かつ簡素化することが骨子です。

なぜこれが重要なのでしょうか。インドが中国に代わる「世界の工場」になるためには、グローバ

ル企業が大規模な雇用を断行できる制度的環境が不可欠だからです。サムスン電子がノイダ（Noida）

に世界最大のスマートフォン工場を建設し、現代自動車がチェンナイ（Chennai）で年間80万台を

生産しているのはインド製造業の可能性を示す事例ですが、労働法の硬直性は依然として投資を決

断する外国企業の足かせとなっています。

2つ目の軸は、GST（物品・サービス税、Goods and Services Tax）体系の高度化です。2017年に

導入されたGSTは、「一つの国家、一つの税金」という旗印の下、インドを単一市場として結びつ

けた歴史的な成果でした（第4章4.4参照）。州ごとにバラバラだった間接税を統一し、物流の流れ

を速め、税収基盤を広げました。しかし、依然として複雑な税率区分（0%、5%、12%、18%、

28%）や頻繁な規定変更は企業の負担となっていました。モディ第3次政権は、この税率区分を5%

と18%の2つに大幅に削減する方向での改定を推進しました。日常消費財や医薬品の税率を下げ、

小型車、健康保険、生命保険などへの税率も下げるか免除する減税政策を発表しました。120万ル

ピー（約210万円、12 lakh rupees）以下の所得に対する所得税免除も実施しました。中間層の可

処分所得を増やし、消費を刺激しようとする狙いです。

3つ目の軸は、自由貿易協定（FTA）ネットワークの拡張です。モディ政府は保護貿易と戦略的開放

の間でバランスを取ってきました。2019年に地域的な包括的経済連携（RCEP）から土壇場で離脱

したのは自国産業保護のための選択でしたが、二国間協定では攻撃的に動きました。UAEとの包括

的経済連携協定（CEPA、2022年5月発効）、オーストラリアとの経済協力貿易協定（ECTA、

2022年12月発効）に続き、欧州自由貿易連合（EFTA：スイス、ノルウェー、アイスランド、リヒ

テンシュタイン）との貿易経済連携協定（TEPA）に2024年3月に署名し、2025年10月に発効さ

せました。EFTA側は15年間で1,000億ドルの対インド投資を約束しました。英国との包括的経済

貿易協定（CETA）締結も妥結し、EUとのFTA交渉も最終段階に入っています。

これらすべての改革の目標は、一つの数字に収束します。世界第4位の経済です。IMFの2025年4月

の世界経済展望（World Economic Outlook）によると、インドの名目GDPは4兆1,870億ドルに達

し、日本（4兆1,860億ドル）を僅差で追い越しました。2014年のモディ就任当時に世界10位だっ

た経済が、11年で4位に浮上したのです。米国、中国、ドイツに次ぐ4番目の地位。1人当たりGDP

も同期間に1,438ドルから2,880ドルへと倍増しました。
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しかし、順位そのものよりも重要なのは、その順位を支える産業の質です。GDPの6%台の成長がサー

ビス業や資本集約的な装置産業中心で行われ、製造業が雇用を十分に吸収できなければ、インドは

「大国の大きな内需市場」としてのみ残るリスクがあります。数字は上がりました。その数字の中

に住む人々の暮らしも共に向上したのかどうかは、別の問題です。

10.3 ヴィクシット・バーラト 2047：独立100周年、先進国入りのビジョン

2047年。インドが英国から独立してちょうど100年になる年です。ナレンドラ・モディはこの年に

向けて一つの巨大なスローガンを掲げました。ヴィクシット・バーラト（Viksit Bharat）。「発展

したインド」、すなわち先進国インドです。彼は現在から2047年までの25年間を「アムリット・

カール（Amrit Kaal、甘露の時代、黄金期）」と名付け、この期間にインドが途上国の殻を脱ぎ捨

て、先進国へと飛躍すると宣言しました。

目標数値は野心的です。GDP 30兆～40兆ドル。1人当たり所得15,000～18,000ドル。貧困率5%

以下。平均寿命80歳以上。識字率100%。現在のインドの1人当たり所得が約2,880ドルであるこ

とを考えると、22年以内に5～6倍に高めなければならないという計算になります。年平均7～10%

の実質成長を22年間維持して初めて達成可能な目標です。韓国が1960年代から1990年代までの

30年間に年平均8～9%成長し、成し遂げた「漢江の奇跡」に近いスピードを要求しているわけです。

ただし、韓国は当時、人口3,000万～4,000万人でしたが、インドは14億人です。

モディ首相はこのビジョンの精神的土台として「5つの決意（パンチ・プラン、Panch Pran）」を

提示しました。第一に、先進国への飛躍という確固たる目標。第二に、植民地的な思考回路からの

完全な脱却。第三に、文化的遺産に対する自負。第四に、国家の統合と連帯。第五に、市民の義務

の履行。経済的な数値だけでなく、国家アイデンティティの再確立まで含む包括的なプロジェクト

です。G20サミットで「インディア（India）」の代わりに「バーラト（Bharat）」という古代サン

スクリット語の国名が記された名札を使用したことは、この意志の象徴的な表現でした。

ビジョンの物理的な土台はインフラです。「ガティ・シャクティ（Gati Shakti）」と呼ばれる国家

インフラ・マスタープランは、道路、鉄道、港湾、空港、通信網の建設計画を一つのデジタルプラッ

トフォームに統合し、物流コストを画期的に下げるという構想です。16の中央省庁と州政府のイン

フラプロジェクトをGIS（地理情報システム）ベースで連結し、道路を敷いたのに翌月に再び掘り返

してガス管を埋めるといった非効率をなくそうというものです。モディ首相はこの10年間で高速道

路の建設スピードを2倍に高め、古い鉄道を近代化し、空港の数を74から149へと2倍に増やしまし

た。2047年のインドにはムンバイ―デリー間の高速鉄道が走り、スマートシティがデジタルネット

ワークで結ばれるという青写真が描かれています。

核心的な動力は人口です。インドは2023年に中国を抜き、世界第1位の人口大国となりました。平

均年齢28歳。世界が少子高齢化に喘ぐ中、インドだけが今後30年間にわたり豊富な若い労働力を供

給できる唯一の巨大経済圏です。モディ首相はこの「人口ボーナス（Demographic Dividend）」を

最大化するため、若者をビジョンの中心に据えました。「PMヴィクシット・バーラト・ローズガル・

ヨジャナ（PM Viksit Bharat Rozgar Yojana）」という1兆ルピー（約1.8兆円）規模の雇用計画を

発表し、3,000万人の若者に就職支援金を提供すると約束しました。教育政策（NEP 2020）を改

革してコーディング、AI、ロボット工学など未来技術教育を強化し、「スタートアップ・インディ

ア（Startup India）」を通じて起業エコシステムを活性化させるのも若者戦略の一環です。
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エネルギーと宇宙はビジョンの両翼です。モディ首相は2025年の独立記念日の演説で、2047年ま

でに原子力発電容量を10倍に増やすと宣言し、10基の新規原子炉の建設が進められています。非化

石燃料エネルギー比率50%という2030年の目標を2025年に前倒しで達成したと発表し、グリーン

水素や太陽光分野での世界的リーダーシップを自任しました。宇宙分野では独自の宇宙ステーショ

ン「バーラティヤ・アンタリクシ・ステーション（Bharatiya Antariksh Station）」の建設計画を

立て、ガガニャーン（Gaganyaan）有人宇宙飛行プログラムを推進しています（第6章6.4参照）。

300以上の宇宙スタートアップが衛星技術や宇宙探査の革新に飛び込みました。2023年のチャンド

ラヤーン3号の月南極着陸成功が切り拓いた門が、民間領域まで拡大しているのです。

このビジョンが政治的に有用である理由は明白です。「今日の苦しみを明日の偉大さで正当化する」

ために、長期目標ほど優れた道具はないからです。韓国の「先進国入り」が数十年にわたる具体的

な産業政策と教育投資の蓄積によって成し遂げられたように、ヴィクシット・バーラトもスローガ

ンに終わらせないためには、測定可能な中間目標に細分化されなければなりません。製造業の雇用

比率、教育達成度、行政のデジタル化水準、気候適応能力。これらが数字として伴わなければ、

2047年が近づくにつれ、ヴィクシット・バーラトはビジョンから空言に変わる可能性があります。

モディ首相は国民にこう訴えます。「我々は漸進的な変化ではなく、クオンタム・ジャンプ（飛躍

的進歩）を望んでいます」。そのジャンプが14億人全員を乗せていけるのかどうかは、まだ誰にも

わかりません。

10.4 残された課題：格差の深化、若年失業、製造業の停滞、民主主義の後退

華やかな数字の裏には、常に影があります。モディ時代のインドの影には、4つの名前があります。

1つ目は、格差。インドの経済成長は「K字型」です。K字の上側の線を辿って上がっていく人々が

います。アダニ（Adani）やアンバニ（Ambani）のような財閥グループは、港湾、空港、エネルギー

、通信など国家の核心インフラを掌握し、天文学的な富を蓄積しました（第5章5.4参照）。プレミ

アムSUV、高級アパート、ブランド品消費が爆発的に増える市場が彼らの世界です。そしてK字の下

側の線を辿って下りていく人々がいます。ビハール州の農村で1日200ルピー（約360円）で働く農

業労働者、ムンバイのダラヴィ・スラムの狭い部屋に住む日雇い家族。オックスファム（Oxfam）

の報告書によると、インドの上位1%が国家全体の富の40%以上を所有しています。モディ政府が8

億人以上に食料を無料配給しなければならない現実は、逆説的にその成長がいかに不均衡であるか

を示しています。無料食料プログラムは善政の証拠でもありますが、同時に8億人が自力で食べてい

けないという告白でもあります。

2つ目は、若年失業。これが4つの課題の中で最も痛切なものです。インドの15～29歳の若年失業

率は2025年時点で約14.9%です。女性の若者の場合は16.3%に達し、ケーララ州の女性若年失業

率は44%に上ります。教育水準が高くなるほど仕事を見つけるのが難しいという逆説的な状況が起

きています。大学を出たのに仕事がない。下級公務員1万人の募集に数万人の修士・博士号保持者が

殺到する光景は、インドで日常茶飯事となりました。

韓国でも若年失業問題は深刻ですが、インドの規模は次元が違います。毎年1,200万人の若者が労

働市場になだれ込みます。韓国の全人口の約4分の1に相当する人数が、毎年仕事を探し始めるわけ

です。「人口ボーナス」はモディ政府の自慢ですが、ボーナスは自動的に支払われません。教育と
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技術訓練が産業の需要と噛み合わなければ、人口ボーナスは「人口災厄（Demographic Disaster）」

に変わります。2024年総選挙で与党が苦戦した決定的な理由も、まさにこの若者たちの怒りでした。

3つ目は、製造業の停滞。モディ首相は「メイク・イン・インディア（Make in India）」を叫び、製

造業のGDP比率を25%まで引き上げると公言しました。現実は正反対の方向に動きました。製造業

のGDP寄与度は、2014年の約17%から、むしろ13～15%水準へと下落しました。サムスン、現代、

アップルの協力会社であるフォックスコンなどのグローバル企業がインドに工場を建てたのは事実

ですが、彼らの投資が大規模な雇用につながるには限界がありました。自動化と技術集約的な生産

方式のためです。ローウィー研究所（Lowy Institute）は「インドのGDP成長は、雇用誘発効果の

少ないサービス業や資本集約的な産業中心で行われた」と指摘しています。FDI（外国直接投資）も

期待したほど入りませんでした。インド準備銀行（RBI）自体のデータによると、GDPに対するFDI

比率は2016年の1.7%から0.5%台へと急落しました。

インドが「世界の工場」になれない理由は一つではありません。インフラ不足、土地収用の難しさ、

電力や水の不安定さ、複雑な官僚主義、予測不可能な税務行政。これらすべてが同時に解かれなけ

ればならない連立方程式です。インドの全労働人口のうち40%以上がいまだに低所得の農業に従事

しているという事実は、農業から製造業への構造的転換がいかに遅れているかを示しています。

4つ目は、民主主義の後退。この問題は経済指標で測ることはできませんが、長期的には4つの課題

の中で最も深い爪痕を残す可能性があります。フリーダムハウス（Freedom House）は2025年の

報告書でインドを「部分的に自由（Partly Free）」な国に分類し、スコアが前年より低下したと記

録しました。V-Dem研究所はインドを「選挙型権威主義（Electoral Autocracy）」国家に分類して

います（第5章5.3参照）。批判的なジャーナリストに対する税務調査、野党指導者に対する捜査機

関の動員、イスラム教徒の少数派に対する排他的な政策とヘイトスピーチ。「ゴディ・メディア（

Godi Media、御用メディア）」という造語が登場するほど、主流メディアの政府寄りな変質も指摘

されています。

市民権法改正（CAA）、カシミールの自治権剥奪（第370条の廃止）、アヨーディヤーのラーム寺

院建設。この3つはヒンドゥー・ナショナリズムの核心的なアジェンダであると同時に、インド社会

の宗教的分断を深化させた政策です。14億の人口のうち2億を超えるイスラム教徒が疎外感を感じ

る社会が、果たして統合された国家として進んでいけるのかどうかは、インドの未来を決定づける

核心的な変数です。2024年総選挙で当選した543人の下院議員のうち、イスラム教徒はわずか24

人であり、このうちNDA所属は一人もいませんでした。インド人口の14%を占めるイスラム教徒が

下院議席の5%も満たせない現実は、代表性の危機を数字で物語っています。

モディ時代のインドは、スピードと規模において驚くべき成果を見せました。しかし、そのスピー

ドがすべての人を乗せていったのか、その規模がすべての人に届いたのかは、別の問題です。成長

の果実が均等に行き渡らない社会において、成長は結局、不安定の燃料となります。

10.5 韓国の読者への示唆：14億の人口パートナーの戦略的価値とリスク

この本を読む韓国の読者にとって、インドはどのような国であるべきでしょうか。「バラ色の機会

の地」でもなく、「絶望的なカオスの国」でもありません。インドは、機会とリスクが同じスピー

ドで大きくなる国です。
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戦略的価値から見ていきましょう。米中覇権争いが激化する中、「チャイナ・プラス・ワン（

China+1）」戦略は韓国企業にとって選択ではなく必須となりました。中国に集中したサプライチェ

ーンを分散させる必要があるならば、14億の人口と巨大な内需市場、そして28歳の若い平均年齢を

持つインドを代替できる国は、地球上に存在しません。ベトナムは人口1億、インドネシアは2.7億。

規模においてインドと比較になりません。

韓国企業はすでにインドで意味のある成果を収めています（第8章参照）。現代自動車の2024年の

インド株式市場史上最大のIPO、サムスン電子ノイダの世界最大のスマートフォン工場、K-9自走砲

「ヴァジュラ（Vajra）」のインド軍配備などは、韓国企業がインド市場で築いてきた信頼の結果で

す。モディ政府のPLI（生産連動型インセンティブ）制度は、半導体、電気自動車、バッテリーなど

の先端分野で韓国企業に新たな機会を与えています。

韓国の製造技術とハードウェア能力、インドのソフトウェア設計能力と豊富な人材は、相互補完の

関係にあります。韓国は人口が減っており、インドは人口が溢れています。韓国は技術があります

が市場が小さく、インドは市場がありますが技術基盤が弱いです。パズルのピースが噛み合う構造

です。

外交的にもインドは韓国と妙に似たジレンマを共有しています（第7章参照）。米国の核心的なパー

トナーでありながらも、ロシアや中国との関係を完全に断ち切れない「戦略的自律性」の外交。ク

アッド（QUAD）に参加しながらもBRICSにも名を連ねる二股。韓国が米中の間で綱渡りをするよう

に、インドも似たような悩みを抱えています。この共通のジレンマは、両国が互いの外交的空間を

広げるレバレッジになり得ます。

新たな変数も登場しました。2025年4月にカシミールのパハルガム（Pahalgam）で発生したテロ

攻撃と、それに伴うインド・パキスタンの軍事的緊張の高まりは、インド経済の成長ストーリーが

いつでも安保危機によって中断され得ることを想起させました。インドとパキスタンはいずれも核

保有国です。この地域の安保の不安定さは、韓国企業の対インド投資に対するリスク評価において

欠かせない項目です。

しかし、リスクを直視しなければなりません。

インドは「世界の墓場」と呼ばれるほど、数多くのグローバル企業が失敗し撤退した場所でもあり

ます。韓国企業が現場で突き当たる壁は、予測不可能な行政です。約束していたインセンティブが

遡及して取り消されたり、恣意的な法の解釈により莫大な税金が課される「租税テロ」に近い事例

が報告されています。電力供給の不安定、水不足、劣悪な道路状況といった基礎インフラの問題も

相変わらずです。州ごとに異なる法律体系、複雑な土地収用手続き、官僚的な許認可プロセス。モ

ディ政府が「レッドテープ（官僚主義）」を減らしたとは言いますが、現場の体感温度は依然とし

て冷たいです。「自立したインド（Atmanirbhar Bharat）」政策が輸入規制や関税障壁の強化とし

て機能するとき、輸出中心の韓国経済には逆風になり得ます。

では、韓国はインドとどのような関係を設計すべきでしょうか。

インドを「輸出市場」ではなく「共に成長する長期パートナー」として認識する転換が必要です。

短期的な利益を期待して進出すると失望します。インドの制度、文化、労働環境を深く理解する「

インド特化戦略」が先行されなければなりません。政府レベルではCEPA（包括的経済連携協定）の
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改善交渉を加速させ、韓国企業がインドで公正な環境の中に根を下ろせるよう、外交的な後押しを

強化すべきです。企業レベルでは現地化（Localization）を越えて、現地社会との共生（

Co-existence）を設計しなければなりません。工場だけ建てて去るのではなく、その地域の教育、

衛生、環境問題に寄与する企業市民の姿が、ブランドの信頼度を決定します。

モディ首相は韓国を「経済発展のロールモデル」として捉え、格別な愛着を示してきました。グジャ

ラート州首相時代に「グジャラートを韓国のようにする」と語った人物です。チャイを売っていた

少年が貧困から抜け出す道を模索していたとき、目に留まった国が韓国でした。この友好的な雰囲

気を資産として活用しつつも、感情に頼らない冷静な戦略が裏付けられなければなりません。

2047年、独立100周年のインドはどのような姿でしょうか。モディが夢見る通り、30兆ドルの経

済規模を持つ先進国になっているでしょうか、それとも貧富の差と宗教対立に苦しむ巨大な矛盾の

国として残っているでしょうか。おそらく、その両方でしょう。インドは常にそうでした。目覚ま

しい成就と根深い矛盾が一体となって共存する国。韓国にとって重要なのは、その複雑さをありの

ままに理解しながら、その中で相互利益の接点を見出していく知恵です。

巨大な象と並んで歩くには、象の歩幅と習性を理解し、呼吸を合わせる忍耐が必要です。14億のパー

トナーと共に成長することは、韓国経済の次の30年を決定づける鍵の一つになるでしょう。

前の章

目次を見る

次の章

金京鎮AI書房

kimkj.com

© 2026. All rights reserved.
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エピローグ：チャイ一杯の距離

前の章

目次を見る

デリーのコンノート・プレイス（Connaught Place）の裏通りに、チャイワーラー（チャイ売り）

が一人います。名前は覚えていません。覚えているのは、アルミ鍋のへこんだ角度と、ミルクを注

ぐ時の彼の手首の曲がる方向、そしてチャイ一杯に15ルピーを受け取りながら、お釣りの代わりに

差し出した笑顔です。

ナレンドラ・モディもかつてはそんな一人でした。ヴァドナガル駅のホームでチャイを売っていた

少年。この事実をモディは好んでいます。選挙のたびに持ち出し、遊説先で涙ながらに語り、イン

ド全土のチャイワーラーたちが自分を同一視させることに成功しました。チャイワーラーから首相

になったという叙事詩はインド版のアメリカン・ドリームであり、それは実際に数億人の胸を高鳴

らせました。

しかし、現実は違いました。

コンノート・プレイスの裏通りのあのチャイワーラーは、首相にはなれないでしょう。これからも

15ルピーのチャイを売り続けるはずです。息子がいれば、その息子もチャイを売るか、運が良けれ

ばウーバーの運転手になるでしょう。モディのインドでGDPは世界4位に浮上しました。統合決済イ

ンターフェース（UPI）を通じたデジタル決済件数は年間2,280億件を超え、世界がそのシステムを

羨望しています。月には探査機も送りました。しかし、あのチャイワーラーの一日は、大して変わ

りませんでした。

これが、私がこの本を閉じながら残したい物語です。

インドを20年以上通い続けて学んだことが一つあります。インドについて知ることが増えるほど、

知らないことはより速いスピードで増えていくという事実です。モディについても同様です。この

本は10の章にわたって一人の軌跡を辿ってきましたが、正直に言えば、それでも掴みきれないもの

があります。

2002年のグジャラート暴動の際、彼が何を見て何を感じたのか、私たちは知りません。裁判所は嫌

疑なしとし、反対側は虐殺の傍観者だと言います。真実は恐らくその間のどこかにあるのでしょう

が、その「どこか」が正確にどこなのかは、モディ自身にしか分かりません。もしかすると、彼自

身も分からないかもしれません。権力が長く続けば、記憶も編集されます。これはインドだけの話

ではありません。

韓国でもそのようなことがありました。光州（クァンジュ）で、龍山（ヨンサン）で、セウォル号

で。国家が何をなし、何をなさなかったのかを巡って、数十年にわたり争っています。ですから、

私はモディを裁く代わりに、問いを残すことにしました。それがより誠実な態度だと考えるからで

す。
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ソウルの梨泰院（イテウォン）に行けばインド料理店があります。解放村（ヘバンチョン）の路地

にもあり、東大門（トンデムン）の近くにもあります。カレーを頼めばナン（naan）が出てき、ラッ

シーを頼めばマンゴーラッシーが出てきます。韓国の人々はそこでインドを「食べ」ます。美味し

いです。雰囲気も良いです。

しかし、その店の厨房に立っているインド人料理人に、故郷はどこかと尋ねたことはありますか。

彼がどのカーストの出身か、なぜ韓国まで来たのか、モディを支持しているのか、家族はどこにい

るのか。尋ねたことはありますか。ほとんどの人はいないでしょう。私も長い間、そうでした。

旅が喜びだけを栽培するビニールハウスではないように、一国に対する理解もカレー一皿で完成す

ることはありません。この本が、そのカレー一皿の向こう側にある14億人の複雑な事情を少しでも

伝えることができたなら、それで私の役割は果たしたことになります。

もう一つ。韓国とインドの関係について。

外交官たちは「特別戦略的パートナー」と呼びます。サムスンはノイダに世界最大のスマートフォ

ン工場を建設し、現代自動車はインド株式市場で過去最大のIPOを記録しました。BTSを口ずさむイ

ンドの青少年が1,500万人にのぼり、韓国に対する好感度は世界2位だそうです。数字だけを見れば、

バラ色です。

しかし、私はチェンナイ郊外の韓国企業工場の近くで出会ったインド人労働者の顔が浮かびます。

彼は韓国の会社で働いていることが誇らしいと言いました。月給が以前の職場の3倍だそうです。そ

う言いながら、停電が一日に3、4回はあること、飲み水がいまいちなこと、韓国人の管理職が時々

声を荒らげるのが寂しいと言いました。彼は笑いながら話しました。インドの人々は大体そのよう

にします。不満を言いながらも笑います。その笑いを楽天的と読むこともでき、諦念と読むことも

できます。

韓国とインドの間に2,000年前、許王后（ホ・ファンフ）がいたという話は美しいです。阿踰陀（

アユタ）から船に乗って金海（キメ）までやってきたという伝説。モディ首相が韓国を訪問するた

びに、この話を持ち出します。朴槿恵（パク・クネ）大統領も持ち出しましたし、文在寅（ムン・

ジェイン）大統領も持ち出しました。両国の首脳が会えば、この話は欠かせません。伝説が外交の

潤滑油になるのは悪いことではありません。ただ、潤滑油だけでエンジンが回るわけではありませ

ん。

本物のエンジンはチェンナイ工場のあの労働者であり、ノイダ工場の組み立てラインであり、デリー

大学で韓国語を学ぶ20歳の学生であり、ソウル大林洞（デリムドン）でインドの食材を売る店の主

人です。これらの人々の毎日が積み重なって両国関係になります。首脳会談の写真よりも、その人

たちの一日が重要なのです。

そして、インドの軌跡は直線ではないという事実を忘れてはなりません。2025年4月、カシミール

のパハルガムで観光客に向けた銃声が響きました。インドとパキスタンの間に軍事的緊張が高まり

ました。核保有国の二国が国境で対峙する時間が続きました。GDP4位の経済と月探査の成功が作り

上げた上昇曲線は、一度の銃声で揺らぎかねません。インドを理解するということは、その脆弱性

まで理解するということです。
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モディは2047年を語ります。独立100周年。先進国入り。「ヴィクシット・バーラト（Viksit

Bharat）」。壮大なビジョンです。その時、モディは97歳です。生きているかもしれないし、そう

でないかもしれません。ただ、インドはあるでしょう。14億人が朝起きてチャイを沸かし、列車に

乗り、職場へ行き、夜にロティをちぎりながらクリケット中継を見る国。モディがいようがいまい

が、その日常は続くでしょう。

韓国も同様です。大統領が変わり、政権が変わり、時には国全体が揺らいでいるように見えても、

人々は朝に出勤し、夜に退勤します。チキンを注文して食べ、子供を寝かしつけます。国家はその

ように持続します。偉大な指導者のビジョンではなく、名もなき人々の繰り返される一日が国家を

支えるのです。

ですからこの本は、結局一人の人物についての物語でありながら、一人の人物についての物語では

ありません。モディというレンズを通して14億人の国を覗き見たものであり、その国を通じて私た

ち自身を振り返ったものです。韓国という鏡にインドを映し、インドという鏡に韓国を映したので

す。鏡に映った姿が常に美しいわけではありません。しかし、鏡を見ないよりはましです。

最後に、チャイの話をもう一つしましょう。

インドでチャイを飲むと、紙コップではなく小さな素焼きの器「クルハド（kulhad）」で出される

ところがまだあります。一口、二口と飲んだ後、器を地面に置きます。土器ですから割れます。そ

れが礼儀です。他人の口が触れた器は二度と使わないこと。ある人はこれをカーストの名残だと言

います。ある人は衛生観念だと言います。またある人は、ただの伝統だと言います。

私はそのクルハドが割れる音が好きでした。小さく乾いた音。何かが終わったという音。この本も

ここで終わりです。

読み終えたら、器は置いていただければ結構です。今度インド料理店に行かれたら、チャイを一杯

頼んでみてください。そして、それを作った人の顔を一度見てみてください。そこからが、14億の

国を理解する第一歩です。
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